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　開け放たれた窓まどの外から、強い日差しに温められた熱い空気と、覇は気きのある騎き士したちの掛かけ声ごえが流れ込んでくる。故こ郷きようとも嫁とつぎ先の国ともまったく違う騎士団領の光景に、滞たい在ざいが一ひと月つきを越こえた今では大分慣れてきた。

　しかし、慣れないものもある。少女の唇くちびるからため息が零こぼれ出た。

「夏って、こんなに暑いものだったかしら」

　春の陽光を視し覚かく化かしたような淡あわい金の髪と、瑞みず々みずしい青葉を思わせる緑の瞳ひとみ。大陸屈くつ指しの大国に第二王女として生まれたフローレンス・テア・エスカトロネアは、自国が掲かかげる国章、花か冠かんと太陽と聖せい杖じようを記した聖せい陽よう紋もんに相応ふさわしい、可か憐れんな容よう姿しをしている。

　しかし現在のフローレンスは、室内にいるのが身近な侍じ女じよ一人だけなのをいいことに、姫君らしからぬげんなりとした態度を隠していない。実に残念な様相だ。

「土地柄の違ちがいを感じますわ。少々辛つらいものがありますわね」

　ぱたぱたと扇おうぎで自身に風を送りつつ、フローレンスと侍女のミリアは揃そろって再度、息をつく。もう一人の侍女であるジゼルは体調を崩くずし休養中だ。

　フローレンスの生国であるエスカ・トロネアは、西大陸の中ほどに位置しており、穏おだやかな気候風土に恵めぐまれている。一年中絶たえることなく彩いろどり豊かに花が咲さき誇ほこるその国は、花冠の王国、現世の楽園と人々から褒ほめ称たたえられており、年間を通して過ごしやすい。季節による気候の変化はあれど、風ふ情ぜいとして楽しめる程度のもの。

　しかし自国の豊かさがフローレンスに与えたのは、恩おん恵けいだけではなかった。幼少の頃から花アレルギーを発はつ症しようし、自室に引きこもらざるを得ない日々が続く。

　自責の念とくしゃみ、鼻水、鼻はな詰づまり、目の充じゆう血けつ、目のかゆみに耐たえ、結果訪れる顔がん面めん崩ほう壊かいをひた隠しにして過ごしてきた。

　──だがそんなフローレンスにも、人生の転てん機きが訪れる。

　西大陸最北に位置する、一年中雪と氷に覆われた辺境弱小国ラハ・ラドマ。かの国の王おう太たい子しであるイスカとの婚約だ。

　ゴリゴリ押し続けた甲か斐いもあり、フローレンスは花が少ない、まさに理想郷であるラハ・ラドマに移り住み、快適な生活を手に入れた──のだが、今現在夏を過ごしているのはラハ・ラドマではない。

　長年の忌いみ敵がたきである中央大陸の覇は者しや、大だい砂さ漠ばく帝てい国こくとの国こつ境きようを守る、騎士団領剣つるぎの砦とりでに滞在しているのだ。

「エスカ・トロネアは花はな地じ獄ごくだったけど、風は爽さわやかで涼すずしかったし、こんなに暑くもなかったものね」

（まあそれでも、個人的には花地獄よりはるかにマシだけど）

　防衛拠きよ点てんとして整備された騎士団領には、草花の介かい在ざいする余地がない。夏季を迎えたラハ・ラドマより、いっそアレルギー体質的には過ごしやすかった。

　とはいえ心地ここち良よい気温とはとても言えないので、全面的な歓かん迎げいはできない。

「空気の乾かん燥そうもいただけませんわ。姫、お肌とお髪ぐしのお手入れは、いつもより入にゆう念ねんに行いましょう」

　ミリアはフローレンスの髪を梳すきつつ不満げに言った。この地の空気の乾き具合が、乾燥地帯である帝国の存在を一層近くに感じさせてくれる。

　フローレンスより少し濃こいめの金の髪と緑の瞳を持つミリアは、幼い頃からずっと仕つかえてくれている気心の知れた仲だ。関係も主しゆ従じゆうというより姉し妹まい感覚に近い。

「こちらにしばらく留とどまるようにとは、セリス殿でん下かは何をお考えなのでしょうか」

「……そうね」

　ミリアが零した疑問は、フローレンスも引っかかっていた。

　大砂漠帝国による大だい規き模ぼな侵しん略りやく戦争が仕し掛かけられ、一度は領土を侵おかされながらも、全軍を押し返すことに成功したのは半月ほど前のこと。

　内ない乱らんによって精強に鍛きたえられた帝国軍に対し、平和に慣れた西大陸側の対応は、一部を除のぞいて後ご手てに回り、略りやく奪だつの危き機きを目前にしていた。

　最も迅じん速そくに、かつ効果的に動けたのが辺境国であるラハ・ラドマであったのだから、推おして知るべしだろう。

　──しかしそれも、こうして無事の結末を迎えられた。

　もちろん事後処しよ理りはまだ片付いていない。捕ほ虜りよとなっている大砂漠帝国軍の処しよ遇ぐうも今後の落としどころに含まれている。捕虜の大多数はラハ・ラドマ軍が降くだしたものなので、総そう指し揮き官かんであるイスカには交こう渉しように加わる権けん利りも義務もあるのだが。

「正直、騎士団領とエスカ・トロネアが主導でさくさくっと事後処理を終わらせて、お役やく御ご免めんになると思ってたのよね」

「ええ、わたしもですわ。セリス殿下があえて当事者となったのも、ご自分の采さい配はいで話し合いを進めるおつもりだったのでしょうし……」

　権けん力りよく乱らん用ようを疑うたがわれて謹きん慎しん処しよ分ぶんとなっている騎士団領の元団長は、大砂漠帝国と交渉ができるような人材ではなかった。その不安もあって、セリスは自みずから赴おもむいたのだろう。

「実際、話は概おおむねお兄様が進めているそうだし」

　騎士団領は大砂漠帝国からの防ぼう衛えいが存在意義なので別べつ勘かん定じようとして、今回の戦いくさで一番の功労者は間違いなくラハ・ラドマだ。しかし国同士の──しかも大陸を跨またいだ話し合いに参加できるような国力はない。せいぜい意思を汲くんでもらえる、程度が関の山だろう。

　それでも席に着くだけで、辺境弱小国のラハ・ラドマには価値がある。

（決着がつくまでイスカが騎士団領から離はなれられないのはそうだろうけど、わたしまで留まるようにっていうのはどうしてなのかしら。いや、いいんだけど。いっそ冬になってから帰ろうかなとか考えてたぐらいだけど。……イスカもちょっと調子悪そうだし）

　フローレンスも夏の暑さに参っているが、雪国生まれ雪国育ちのイスカは、もっとあからさまにばてている。隠そうとしている不調が分かってしまうぐらいに。

　なので、彼が復調するまでは元から動こうとは思っていない。

　ここに来るときはセリスの身が──ひいては西大陸の命運がかかっていたかもしれないので、己おのれを奮ふるい立たせて花粉の中でも突とつ撃げきできた。だが帰りにその使命感はない。

　もし急いでラハ・ラドマに帰りたい理由をどうしても一つ挙げるのなら。

「このままでは、約束の半年に間に合いませんわね」

　フローレンスが心に思い浮かべたそれを、ミリアが口にした。

「わたしは構かまわないわよ。世情で前後するのなんて、よくあることだもの」

　ラハ・ラドマに帰る頃には、半年の婚約期間が終わる。

　婚こん礼れいの準備を考えれば正式なお披ひ露ろ目めはさらに遅れてしまうだろうが、本当に気にしていなかった。想いが通じ合った今、焦あせるような理由はない。

　ラハ・ラドマに嫁ぎたかったのは花が乏とぼしい地だから。最初は本当に、ただそれだけだったのに。

「──……」

　フローレンスはそっと、左手の薬指に嵌はまった婚約指輪を撫なでた。一いつ緒しよに思い浮かんだ婚約者の姿に、ほんのりと頰ほおが染そまる。

　好意の形をはっきりと伝え合ったのは少し前。打算でしかなかった結婚に、こんなにも愛いとしさを抱いだくなんて思ってもみなかった。

　フローレンスは今、とても幸福な時を過ごしている。
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「暑い……」

　フローレンスが婚約者との未来に想いを馳はせていた丁ちよう度どそのとき、当のイスカは、隣りん室しつでぐったりとして低い呻うめき声ごえを上げていた。暑さに耐えかね、シャツは胸元近くまではだけている。

　だらしないのは承しよう知ちだが、とても耐えられない。婚約者にはまず見せられない姿だ。

　降りたての雪を思わせる、濁にごりのない艶つややかな白はく髪はつ。瞳は冷たい海の色だと言われる灰かい青せい色しよく。どちらも見た者に凍いてつく寒さを連想させるが、どれだけ色合いが涼しげでも、現実の気温には対たい抗こうできない。

　ときに魔ま性しようにすらたとえられる怜れい悧りで端たん整せいな美び貌ぼうは、夏の暑さに参って陰かげりを帯おびていたが、それで魅み力りよくが損そこなわれたかというとそうでもなかった。──むしろ。

「へばってより色いろ香かが増すとか、つくづく容姿に恵まれて生まれましたね」

「……何か言ったか？」

　側に控ひかえる侍じ従じゆう、アルフルードの呟つぶやきに反応し、イスカはのっそりと首を巡めぐらせる。

「いえ、別に」

　返ってきたのは気のない否定。今のイスカにそれをどうこう追つい及きゆうする元気はないので、息をついて視線を外はずす。

「なぜこんなに暑い……。そうか、皮だな。皮を剝はげば少しは涼しくなる気がするな？」

「殿下、お気を確かに。自分の生皮を剝いでも、別に涼しくはならないと思います」

　母国で一年中晒さらされる寒さには強いが、気温三十度を超える暑さ初体験で壊こわれぎみの主あるじの問題発言を、アルフルードは適当な口調ながらも真しん剣けんに止めた。

　漆しつ黒こくの髪に砥といだ鋼はがね色いろの瞳、褐かつ色しよくの肌を持つアルフルードの出身は、ラハ・ラドマやエスカ・トロネアのある西大陸ではなく、中央大陸に位置する大砂漠帝国。

　昼は焼けるほど暑く夜は凍こおるほど寒い過か酷こくな環かん境きようで生まれ育った彼には、高い気温へも適性がある。

　昼と夜で装そう備びを変えるのが通常運転だったため、ラハ・ラドマの延えん々えん終わらない寒さには土地の人間ほどの耐たい性せいは身に付かなかったが──

「下へ手たに片方だけに慣れるのも面めん倒どうだってことですね。殿下も人間なようで安心しました」

　アルフルードの軽口に、イスカは一言返そうと唇を震ふるわせる。しかし異い議ぎを唱となえる体力を使うのも億おつ劫くうになって、黙ったまま滴したたってきた汗を拭ぬぐった。

　今は喋しやべる気力さえ満足に湧わかない。だが視線と意識を窓の外、東に広がる空白地帯──さらにその先に続く大砂漠帝国へと向けたとき、気掛かりなことが浮ふ上じようして口を開く。

「本当に、大たい将しよう閣かつ下かに会わなくてよかったのか？」

　合かつ戦せんの決着が付いた数日後から、帝国軍を率ひきいてきた軍ぐん務む局きよく局長ウルアトシェは剣の砦に滞在している。彼は皇こう帝てい代理として、セリス、イスカ、騎士団領代表と会談の最中だ。

　といっても話し合いはほぼセリスとウルアトシェの間で交かわされるので、イスカと騎士団長代理であるシグルトは席に就ついているだけの状態だ。

　情けないと言われれば反はん論ろんのしようもないが、国力でも個人としての政治力でも、イスカはセリスに太た刀ち打うちできない。現在できないことに無理矢理口を挟はさむより、互いにとっていい結果が出るのであれば委ゆだねるべきだと思っている。

　今回の件で面識ができた、アルフルードのかつての上官であるウルアトシェの姿を脳のう裏りに描えがきつつ、イスカが言外に再会を勧すすめると。

「……そうですね。会って、謝罪ぐらいはするべきでしょうが」

　実際に会おうとは思っていないと察さつせられる重い口調で、そんな答えが返ってくる。

「そうか」

（会えばきっと、向こうは喜ぶと思うが）

　死んだと思っていた友人が生いき延のびていれば、それだけで嬉うれしいだろう。立場上複雑なのも分かるし、合わせる顔がないとためらうのも無理はないが。

「会談はそろそろ決着がつく感じなんですよね？」

　これ以上触ふれられたくないとばかりに、アルフルードが露ろ骨こつに話を切り替えてきた。本人が拒こばむのなら、イスカが固こ執しつすべき話題ではない。素直に話に乗った。

「ああ。セリス殿下が仰おつしやっていた通り、ウルアトシェ閣下もある程度この展開を予想されていたようだからな」

「そう、ですか。確かに今にして思えば、そんな気配はありましたね」

　もちろん初めからこの結果に落ち着くと決まっていたわけではない。奪うばえるなら奪ってしまえと大砂漠帝国が考えていたのは間違いないだろう。

「ウルアトシェ閣下は皇帝陛へい下かの委任状を持っていたというし、おそらくは」

　白紙に皇帝の印だけが捺おされた書状。そこに書かれる文面は、すべてウルアトシェに一任する、ということだ。

「書かれる内容も、ほぼ決まっていたのでしょうね」

　どちらがどれだけ譲じよう歩ほするか。国主同士、想像したうえでこの結末を選んだ。

　想定外の事態など存在しないとばかりに余裕を失わないセリスの慧けい眼がんには、感服するしかない。だがそれゆえに、イスカの胸に一いち抹まつの不安がわだかまり続けている。

「──姫が引き留とめられている理由は分かりましたか？」

「いや、まだ何も」

　アルフルードも察するものがあったようで不ふ審しんそうに尋ねられたが、イスカは首を横に振ふるしかない。

　戦いは終わった。交渉も問題なく進んでいる。当事者の一人として会談に名を連ねているので、イスカが騎士団領に留まるのは当然の権利だ。建たて前まえだけであっても、イスカが帝国との会談に参加した、という事実は弱小国ラハ・ラドマにとって価値がある。

　だが、あえてフローレンスも名指しで留めさせているのが腑ふに落ちない。

　当面の危険はないし、共に帰ることに否いながあるわけではないのだが──本来、淑しゆく女じよが長なが逗とう留りゆうするような場ではない。

　理由は分からないが、エスカ・トロネア王太子に言われれば従したがうしかなかった。

　セリスからは「必要かもしれないから」という、曖あい昧まいな応答しかもらえずにいる。

（分からないままなのに、俺はこのままセリス殿下に従ってしまっていいのだろうか）

　フローレンスに関わる何かが起きたとき、自分は彼女を守れないのではないか、という懸け念ねんがずっと付きまとって離れなかった。しかし予感だけで逆らえるほど、セリスの意向は軽くない。

（何事もなければいいが……）

　そう思いながら過ごして、交渉も終しゆう盤ばん。憂ゆう慮りよはただの思い過ごしだと、気を緩ゆるめたくなる頃合いだ。

（きっと、何も起こりはしないんだろう。これは俺の気が急せいているから、そのせいで）

　ラハ・ラドマに帰れば、フローレンスと正式な婚こん姻いんを結ぶことになる。その期待のせいで、国に戻りたい気持ちが逸はやっているだけ。落ち着かなければ。

　間違いなく心の内に存在する浮き足だった気持ちのせいで、そして自らの国力を秤はかりにかけて、イスカはセリスへの追及を先送りにしてしまっていた。

　漠ばく然ぜんと抱いていた不安が現実となったのは、その直後。前触れなく扉が叩たたかれ、騎士団領所属の従じゆう騎き士しが声をかけてくる。

「イスカ殿下、失礼いたします。セリス殿下よりお会いしたいとの言こと伝づてを預かって参りました」

　ついに露あらわになった変化によって、束つかの間まの平へい穏おんが終わりを告げた。
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（何が起こったんだろう）

　セリスからの呼び出しは、フローレンスにも届けられた。自然、二人揃そろってセリスの部屋を訪れる形となる。

　思い返してみれば、イスカと一いつ緒しよに行動するのは久しぶりかもしれない。交渉のために留とどまっているイスカの都合が最優先だったし、あまり体調が優すぐれないと分かっていて煩わずらわせることはしたくなかったから。

　同じように感じてくれたのだろうか。フローレンスと顔を合わせたとき、イスカはほっとした様子で瞳ひとみを和なごませ、温かく微笑ほほえんでくれた。

　間が空あいたせいで妖よう魔ま耐たい性せいが消え失せてしまったか、それだけでフローレンスの鼓こ動どうが跳はねる。

（くぅ……っ。静まれ……！　とりあえずお兄様の部屋に着く前には！）

　──多分、間に合った、と思う。

　セリスの部屋に到とう着ちやくした二人が訪れを知らせると、すぐに中へと通された。

「お兄様、お呼びと伺いまして、参りましたわ」

　まず部屋の主あるじであるセリスへと挨あい拶さつをする。

　セリスはフローレンスと同じ陽ひ色いろの金きん髪ぱつと緑の瞳を持つ、優ゆう美びな面おも立だちをした青年だ。隣となりに並べば二人の血けつ縁えんを悟さとれない者などいないほど、似通った雰ふん囲い気きがある。

「よく来たな。まあ楽にしてくれ」

「はい」

　セリスに促うながされ、フローレンスはイスカと並んでソファに腰かけた。互いに呼び出された理由に心当たりがなかったので、緊きん張ちようの面おも持もちでセリスの言葉を待つ。

「さて。万一のためにと二人には騎士団領に留まってもらっていたわけだが、見事に必要性が生まれてな。こうして声をかけさせてもらった」

「何があったのでしょう？」

　自分たちに関わる事態とはどのようなものか──。フローレンスとイスカは揃そろって身構えた。

「休戦条約に一項付け加えるようにと、帝国から要よう請せいがあった」

「無茶なものなのですか？」

「いいや、まったく」

　セリスの答えにますます戸と惑まどう。それでも喜べない内容であるのだけは充分伝わってきた。大砂漠帝国の要求で、二人に投じられた波は紋もん──。

　その答えは。




「フローレンス。皇帝がお前を名指しで所しよ望もうしてきた」




「……え？」
















　向けられた言葉の意味が吞のみ込こめなかった。口が勝手に、呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきを零こぼす。

「元々、休戦条件の中にエスカ・トロネアの姫を嫁とつがせる話は入っていたんだ。結ゆい納のう品ひんの名めい目もくでいろいろ贈おくれるしな」

　困こん窮きゆうする帝てい国こくに対する施ほどこしではなく、当然の習わしという形でエスカ・トロネアの国こく威いを見せ付けることができる。

　仕し掛かけた側の賠ばい償しようとして、帝国からは金銀宝石が騎士団領に贈られるのだという。分配がどういう形に落ち着いたかをフローレンスは知らないが、直面している事態と比べればどうでもいい。

　帝国からすれば買い手の付かない宝石類を一気に金と物に替かえる機会、といったところだろうか。──人質の姫を得るのと同時に。

「大だい砂さ漠ばく帝国ならお前の花アレルギーも出ないだろうし、ラハ・ラドマと条件はそう変わらない。皇こう妃ひとして遇ぐうすることも確約されている。安心しろ」

（安、心……？）

　──何、を？

「だからお前とイスカとの婚約は、現時点をもって破は棄きされる」

「っ、な、ま──、待ってください！」

　フローレンスと同じく愕がく然ぜんとして話を聞いていただけのイスカは、はっきりとした結果を告げられて慌あわてた声を上げる。

「エスカ・トロネアは皇帝の意を受け入れる。ラハ・ラドマは拒こばむのか？」

「！」

　突きつけるように国名を出され、イスカははっとして息を吞んだ。

（だから、なのね……）

　ようやくセリスの言葉が頭に染しみ込んできて、フローレンスは唇くちびるをわななかせた。

　ラハ・ラドマは地形風土から天然の要よう塞さい。しかも軍の強さを今回の戦いくさで見せつけた直後。

　イスカがフローレンスとの婚約解消を拒きよ否ひした場合、武力行使で要求を撥はね付けられないように、あえて二人を騎士団領に引ひき留とめていたのだ。

「イスカ、お前が思い煩わずらう必要もない。過か失しつがあっての破棄じゃないから、エスカ・トロネアとラハ・ラドマの友好は変わらない。お前には第三王女であるヴァレリアを嫁がせてやる。だからこれまで通り『義あ兄に』でいいぞ、義おと弟うと」

　柔やわらかい声こわ音ねで続けられた内容に、フローレンスは再び凍こおりつく。

　イスカに、自分以外の女性が嫁ぐ。しかも。

　──妹が。

（どう、して……!?）

　フローレンスが瞬しゆん間かん的てきに抱いだいたのは、なぜ自分なのかと、理り不ふ尽じんだと憤いきどおる黒い感情だった。

　同じエスカ・トロネアの王女。ならばすでに婚約している自分ではなく、ヴァレリアが皇帝に嫁いでも構かまわないではないか──

（……──わたし、は。今、何を）

　妹を犠ぎ牲せいにすることを即そく座ざに思い浮かべた自分に、フローレンスは嫌けん悪お感かんで顔を歪ゆがませた。敵国に人ひと質じちとして送られるなんて、妹だって嫌いやに決まっているのに。

（でも！　でもわたし──っ）

　なぜ、今なのだ。

　もっと前、それこそイスカと出会う前の話なら、怖おそれはあったとしてもきっと嫌だとは思わなかったはずだ。王女としての務つとめを果たすのだと、そう誇ほこることで自分を誤ご魔ま化かせただろう。

　しかし今のフローレンスの心は、ただただ強く、拒否感が占しめるのみ。

「俺が望むのはフローレンスだ！　エスカ・トロネアの姫なら誰だれでもいいわけじゃない！」

　国と立場にそう違いがないのだから、埋うめ合あわせになるとでも言いたげなセリスの言葉に、イスカは激はげしく反発する。

　代わりのように娶めとるなど、それこそ御ご免めんだ、と。

　だがセリスは呆あきれた眼まな差ざしをイスカへ送っただけだった。

「お前、あれだけの真ま似ねをしておいて、自分たちは無害な弱小国です、が通じると思ってるのか？」

「は……？」

　言われた意味が分からなかったのだろう。イスカはセリスに返す言葉を紡つむげなかった。

「お前はラハ・ラドマが大砂漠帝国と同等──いや、それ以上の武力を持つ国だと証明したんだ。下手に他国にその力を共有されるのは困るんだよ。お前の妻はエスカ・トロネアの王女だ。絶対に結婚してもらう」

「な……!?」

「第一王女がいいってなら仕方ないが、俺はあいつと折り合いがよくないんだ。そのときは俺を敵にする覚かく悟ごをしろよ？」

　微び笑しようを作って告げつつも、己おのれの意志に反した結果を認めるつもりがないのは、瞳の奥に宿る冷れい徹てつな光で明らかだ。

「それと、お前の弟だが」

「セクトが、何だと」

「近日中に婚約者候こう補ほを斡あつ旋せんしてやる。その中から相手を決めろ」

　選ばせてやるのがせめてもの恩おん情じようだと、容よう赦しやなく突きつけてくる。

「そん、な、横おう暴ぼうだろう！」

「だからどうした？」

　何でもない様子で非ひ難なんを受け止めたセリスには、いささかの揺ゆらぎもない。

「安心しろ、義弟。逆らわなければ、他の煩わしいことのすべてから、俺がラハ・ラドマを守ってやる。ま、勝手な婚約破棄の代価だとでも思え」

「……っ!!」

　望みはそんなものではないと、イスカがどれだけ叫さけぼうと届かない。セリスは感情で政まつりごとを動かす人ではないのだから。

「お前たちには感謝してる。おそらく皇帝もな」

「皇帝……？」

　侵しん略りやくの邪じや魔まをしたラハ・ラドマに、なぜ皇帝が感謝などするというのか。戸惑うイスカに、セリスはさらに残ざん酷こくな予測を告げた。

「かつての仇きゆう敵てき、鬼き人じんの王国の王太子から婚約者を奪い取る。悪くない箔はく付づけだろう？」

「!!」

　ラハ・ラドマ王太子の婚約者であったエスカ・トロネアの王女。大砂漠帝国が戦利品として掲かかげるには最高の姫君だ。

（まさか……。このため、だったの）

　自分とイスカの婚約を、兄が後あと押おしした理由は。

（初めから、皇帝にとって都合のいい経歴を付けるため……？）

「誤ご解かいはするなよ？　鬼人の件は半世紀も前の話だ。皇帝がそんなものに今更拘こだわる保証はない。興味を示さなければそれでいいとは思ってたさ。だがラハ・ラドマが活かつ躍やくしてくれたおかげで、絶好の条件に昇しよう格かくした」

（なら、もし……行動を起こしていなければ、わたしは、今頃）

　ラハ・ラドマで結婚式の準備を進めて。恋心を抱いた相手と、心からの誓ちかいを交かわして──幸せに。

「話は終わりだ。下がっていい。フローレンス、お前の部屋は今から俺の隣だ」

　凍りついた二人に構わず話を締しめ括くくり、セリスは退出を促した。

「──っ、断……！」

「イスカ！」

　瞳に覚悟を決めた色を宿し、声を上げかけたイスカを遮さえぎったのは、より強いフローレンスの声だった。

（駄だ目めよ！）

　セリスに逆らえるような力は、ラハ・ラドマにはない。

　歯の根が震ふるえる。心中は嫌だと叫んで荒れ狂っていた。それを押し止めたのは、隣にいる人への想い、ただ一つ。

（見せてはいけない……！）

　そんなことでセリスの意志が変わるはずもなく、きっとイスカはフローレンスのために無茶をする。

「フローレンス……!?」

　まるでフローレンスさえもイスカを拒んだように響ひびいたのだろう。彼が衝しよう撃げきを受けたことに嬉うれしいと喜ぶ心が少しだけあって、けれど大部分が苦しかった。

　……もう、応こたえられない関係になってしまうから。

「他の場所で、二人で話しましょう」

　真まっ直すぐにイスカを見つめて、頼み込むような心地ここちでそう言った。

「……分かった」

　フローレンスが自分に逆らわないことをセリスは知っている。イスカの説得のための時間を、兄は最後に黙もく認にんしてくれるようだった。

「それではお兄様。失礼いたします」

「ああ」

　フローレンスに倣ならってイスカも一礼し、二人でセリスの部屋を辞す。そしてすぐ隣──フローレンスに新たに与あたえられた部屋へと入った。

　そこはすでにしっかりと設しつらえられていて、フローレンスの胸がまた痛みを訴うつたえる。

「なぜ止めたんだ」

　扉とびらを閉めた直後、急せいたイスカから問いかけられた。

「お分かりでしょう？　断れるはずがありません」

　国の都合で姫が人質として要求されることは珍めずらしくないし、西大陸はむしろ歓かん迎げいするはず。ましてセリスは初めから、フローレンスを大砂漠帝国に嫁がせる展開を見み越こしていた。エスカ・トロネアが拒む理由はない。

　弱小国ラハ・ラドマにもエスカ・トロネアの王女でしかないフローレンスにも、抗あらがう術すべはなかった。

「短い間でしたが、お世話になりました」

　震えを抑おさえ、指から婚約指輪を外はずそうとする。が、その手を上からイスカに押さえ付けられ、容易たやすく動きを封ふうじられてしまう。

　──この瞬間に、時が終わればいいのに、とフローレンスは願った。

「諦あきらめたくない」

　イスカに捕とらえられた手が逃のがれる努力を放ほう棄きし、温ぬくもりに甘あまえてしまいそうになる。すぐに振ふり払はらわなくてはいけないのに、できない。──フローレンスの想いも、同じだから。

「俺も帝国との交こう渉しようの席に着く権けん利りを持っている。だから、エスカ・トロネアと帝国を説得できれば」

「可能だと、本当に思っていらっしゃる？」

「……試ためしてみないと分からないだろう」

「余地があるなら、お兄様は対話の形を取ったでしょう」

　セリスは無む駄だに敵を作りはしない。すべての行動は一番高い利を生み出す選択のみと徹てつ底ていしている。そこに情の入る余地はない。

　決定事じ項こうとして通告された。その事実がフローレンスに教えるのだ。足あ搔がくことさえ許されないと。

　そしてイスカや自分がセリスの上を行き、彼の考えを覆くつがえせるとはフローレンスには思えなかった。きっと、言っているイスカ自身も。

「だが！」

「貴方あなたは一国の王太子です！」

　声を荒あららげたイスカに、フローレンスも負けないように声を高くする。その言葉にイスカは顔を歪め、先を詰つまらせた。

「貴方が、好きです。でもわたしは、エスカ・トロネアの王女なのです」

　王族として生まれた責任がある。

「わたしは皇帝に嫁ぎます。初めて帝国と和を結べようという快かい事じですから、抗うべきではありません。……だから」




　──言わなくては。




　妹を娶れと。そして、ラハ・ラドマにとって一番いい選せん択たくをしてほしいと。あの優しい国を守るために。

　けれど、唇に言葉を乗せようとした一いつ瞬しゆんで、ラハ・ラドマでの日々が脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

　怯おびえと緊張と期待で始めた打算尽づくしの婚約生活。即そつ行こうバレてしまった秘密の体質。嘲あざ笑わらわれると覚悟したのに、優しく受け入れてくれた。これまで諦めて、押し殺してきた感情を、この人に救ってもらった。

（──い、や）

　イスカと離れたくない。

　内側から湧わき上あがってくる想いが、理り詰づめの正しさに反はん抗こうする。

　悲ひ涙るいが形を成そうとするのを懸けん命めいに堪え、代わりのように口から出てきたのは。

「一年間、どうか、貴方の時間をください」

　気持ちに負けた、理性の言葉。

「一年？」

「離り縁えんしていただけるよう、努力します。皇帝陛へい下かがわたしを求めたのは、ただ都合がよいから。都合を求める必要がなくなれば、もしかしたら許していただけるかもしれません」

　皇帝の人となりをフローレンスはまったく知らない。だがフローレンスから断る手段がない以上、皇帝からの離縁に賭かけるしかない。

　必死に働きかけようとは思う。けれど冷静な部分は告げてくる。叶かなわない公算の方がはるかに大きい、と。

　それぐらい、このエスカ・トロネアの王女と帝国皇帝との婚こん姻いんには意義がある。

（王族として、こんなことを望むのは間違っている。それでも、どうか）

　後の人生で何が叶わなくなっても構わないからと、本気で思った。

「だから、一年間の猶ゆう予よを、ください」

「フローレンス、俺は──」

　重ねられたイスカの手に、力がこもる。離されたくないと願うフローレンスの気持ちを、そのまま写し取ったかのように。

　納なつ得とくし難がたい様相でイスカは何事かを言いかけて、しかし途と中ちゆうでフローレンスの顔を見つめて言葉を切り、先を吞み込んだ。

「……分かった」

　代わりに落とされたのは、フローレンスの望みを了りよう承しようしたもの。

　ほっとして、同時に心苦しさを感じる。

　一年などと簡単に言ったが、それはセリスの意に反する一年だ。さぞ厳しい日々になるだろう。想像できるからこそ、もう一つ約束しなくてはならない。

「そしてもし一年が過ぎても離縁が叶わなかったら、どうかラハ・ラドマにとって一番良い選択をしてください」

　ヴァレリアを娶れ、とは、心が拒きよ絶ぜつしてどうしても言えなかった。

「それは約束できない」

　先さき程ほどイスカは、フローレンスの意志を汲くんでくれたはず。なのに今度ははっきりと断られてしまった。

「貴女あなたを待つ権利はありがたくもらっておく。だが未来に諦める約束はできない」

「……イスカ」

（ああ。わたし、本当に駄だ目めだわ）

　同じ王族として諫いさめなくてはならないのに、歓かん喜きに震える心がわきまえるべき分別を見失う。

「貴女は俺より、ずっと潔いさぎよい人なんだろう。その覚悟を尊そん敬けいする」

（……違ちがうのよ）

　全然潔くなんかない。今だって心は嫌だと泣き叫んでいる。表に出さないように必死なのは、本当の気持ちを形なり振ふり構わず伝える勇気を持てないだけ。

　全部を噓うそにしてしまわないと繕つくろえないぐらいに弱い。ただそれだけなのだ。

「それでも訊きかせてほしい。王族として相応ふさわしくない俺の行為は、迷めい惑わくか？」

「いいえ……。いいえ！」

　区切りなんか付けたくない。帰れる場所がイスカの隣に欲ほしい。

　しがみつきたい気持ちに揺さぶられる。けれどそれ以上に、ここで流されれば自分が許せなくなるだろうとも、分かっていた。

「嬉しい。でも、きっと苦しい」

　縛しばられていてほしい。でも、縛り付けたくない。

　相反する気持ちはどちらも真実。だったらきっと『正しいこと』を選んだ方が、痛みは少ないはず。

　イスカのためにもラハ・ラドマのためにも。──フローレンス自身のためにも。

「苦しまなくていい」

　そこに罪ざい悪あく感かんは必要ないとイスカは断だん言げんし、そっとフローレンスの頰ほおに触ふれ、その熱を慈いつくしむように撫なでた。

「貴女に拒絶されなかったことが、何より幸いだ」

「──」

　答える言葉を、フローレンスは発せなかった。

　代わりに自らの手もイスカに重ねる。もう許されない行為を喜びをもって甘かん受じゆしたことが、互いへの答え。

　そのままそっと、フローレンスは目を閉じた。

（覚えておこう）

　求めてくれた人の温もりを。自分が真しんに欲ほつしている人の感かん触しよくを。

　これからその未来を手に入れるために戦いに行くのだと、己を奮ふん起きさせるために。
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　感情を押し殺し皇帝へ嫁ぐ覚悟を決めたフローレンスは、輿こし入いれの準備に追われていた。

　今回はラハ・ラドマへ向かったときとはわけが違う。ドレスはふんだんに贅ぜいを凝こらしてきらびやかに。結納品も結納金もそれだけで馬車行列を成すほど豪ごう勢せいだ。

　嬉しくもないドレスを新調している最さ中なか、唐とう突とつにそれは起こった。

「何……？」

　外が騒さわがしい。フローレンスが不ふ審しんに眉まゆを寄せていると、ラッパでファンファーレが鳴り響く。特別な、敬けい意いを払われるべき何者かが騎士団領を訪れたのだ。

　しかしこの慌てよう、きっと予定外だ。フローレンスも何も聞いていない。

「……どなたがいらっしゃったのかしら」

「確認して参ります」

　フローレンスの呟きを拾って動いたのは、セリスが呼んだエスカ・トロネアの侍じ女じよだ。元からの側付きであるミリアは、彼女たちが来てから仕事が激げき減げんし、役割といえばフローレンスの話し相手ぐらい。

　防衛拠きよ点てんである騎士団領に、宮きゆう女じよがこうも揃うなど中々あるまい。本来ならば一度エスカ・トロネアに戻って支し度たくを──という流れになっておかしくないが、持病のあるフローレンスには無理な話だ。エスカ・トロネアに帰った瞬間に花アレルギーで面会謝絶となり、準備など遅ち々ちとして進まなくなってしまう。

　セリスもそれを分かっているから、人手を騎士団領へと呼び寄せた。表向きは、病弱なフローレンスに短い期間で過か酷こくな往復をさせないため──という説明になっている。

　環境ががらりと変わってしまった。正直に言えば、ミリアと二人で話す機会を失って鬱うつ屈くつした気分が溜たまっている。

（イスカとのこと、話したかったんだけど、な）

　叶わない想いを、せめて吐はき出すぐらいはミリアなら許してくれると知っていた。けれどセリスに付けられた侍女の前で、そんな迂う闊かつな話はできない。

（落ち着かないうえ、滅め入いるわね……）

　侍女たちのせいではないので失礼な考えだが、気持ちに噓はつけなかった。

　──出て行った侍女はややあって戻って来て、来らい訪ほう者しやの名前を報告する。

「フローレンス様。お出いでになったのは聖せい王おう陛下にあらせられます」

「え……!?」

　侍女が告げた名前に、フローレンスは思わず声を上げてしまった。

　聖せいソエル・メイカルダ正教会の頂ちよう点てん、アリオン・ディ・ソエルメイカルダ。

　神しん託たくによって聖王に選ばれた彼は、現在十三歳。尊とうとき御ぎよ坐ざについてから、十二年間一度も外部に出てこなかった神しん秘ぴの聖王である。そのアリオンが来るとは、余よ程ほどのことだ。

　そして今、確かにエスカ・トロネアは余程のことをしようとしている。

（わたしの輿入れに関して、以外にはあり得ないわね）

　正教会は国ではなく、西大陸の南端、人じん類るい発はつ祥しようの聖地と言われるサイエアに聖王庁を構え、大陸の各国に影響力を持つ一組織だ。

　エスカ・トロネアの王族は、古き時代に神の使徒となって偉い業ぎようを成なした英えい雄ゆうの子孫だと言われ、中でも特に多大な功績を残した七人を、正教会は聖せい人じんとして祀まつっている。

　正教会が尊ぶ七聖人の子孫が、大砂漠帝国という異い教きようの地ちの皇こう族ぞくと繫つながり血縁が生まれる事態を、どうあっても阻はばみたいに違いない。

　とくり、とフローレンスの胸が高鳴った。だが、慌てて己おのれを戒いましめる。

（馬ば鹿かなことを）

　この胸に宿る気持ちは、期待などであってはいけない。

　皇帝はフローレンスを名指しで求めてきたのだ。その望みを撥はね付つけ、万一にでも休戦協定が破棄されるような要因になってはならない。

　けれどもし、正教会が否いなと言ってくれれば。もしかしたら──。そんなエスカ・トロネアの姫として、抱いてはいけない気持ちが滲にじみ出でてしまう。

「ずいぶん慌ただしい訪問ですこと」

「これも皇帝が、わざわざフローレンス様を求めたりするからですわ。ヴァレリア様なら今頃はもう帝国に発たっておりましたのに」

「面めん倒どうなことにならなければよいのですが……」

　侍女たちも正教会が快く思うはずがないと分かっているので、そこはかとなく不安げだ。

　何といっても、帝国皇帝への輿入れである。決定してからフローレンスは沢たく山さんのドレスを作ることになり、騎士団領の滞たい在ざい期間は優ゆうに二ふた月つきを越こえていた。持ち上がった婚姻がサイエアに伝わって正教会が動いても仕方がないだけの時間が経たっている。

「ヴァレリアは皇帝との婚姻をどう言っていたの？」

　ふと、この政略をフローレンスより先に求められたヴァレリアのことが頭を過よぎった。

　明確にセリスが言ったわけではないが、今の侍女たちの話で確定した。もっとも、初めからエスカ・トロネアの王女を嫁がせる予定だったのなら、役目を負わせる相手はヴァレリア以外になかっただろうと、フローレンスにも想像がつく。自分と望ましくない関係性となっている異母姉あねを、セリスが帝国に送るはずがないのだから。

　話を持ち込まれ、すぐに撤てつ回かいされただろうヴァレリアはどう思っただろうか。王女の務めを奪うばわれたと、面おも白しろくない気持ちになっただろうか。それとも。

「毎日泣き暮らしていらっしゃいましたわ」

「……そう」

　やはり妹も嫌がっていたらしい。それを誰にはばかることなく表に出す──というのはフローレンスにとって若じやつ干かん理解し難い行動だったが、気持ちは分かる。

「時間をかければ正教会が動くのはお兄様も分かっていらっしゃったはずよ。その上でドレスを仕立てているのだから、わたしたちが気にする必要はないわ」

　兄の──国の判断に従したがうだけだとフローレンスは淡たん々たんと告げ、侍女たちを鎮しずめた。

「さすが、セリス殿でん下かと母君を同じくする王女殿下ですわ。帝国に嫁がれるのがフローレンス様で、わたくしどもも安あん堵どいたしましたもの。ヴァレリア様では……ねえ」

「あれでは……ねえ」

　くすくす、と侍女たちはさざめき、笑い合う。人を嘲あざける仄ほの暗ぐらい喜びを唇に乗せて。

　自分と同い年の異母妹いもうとへと向けられた侮ぶ辱じよくに、フローレンスは特に何も感じなかった。感じられるだけの付き合いがそもそもないのだ。

　フローレンスはヴァレリアの姿をかろうじて見知っているが、向こうはこちらの顔さえ知らないのではないだろうか。フローレンスが引きこもっていたせいもあるが、その程度の間あいだ柄がらだ。

　それはそれとして──人を貶おとしめる口さがない内容は、聞いていて愉ゆ快かいなものではない。フローレンスはさっさと話題を変えてしまうことにした。

「聖下は尊い立場に相応しく、見ただけで心が洗われるような清せい廉れんなお姿をしていらっしゃるそうだけれど、実際はどうなのかしらね」

「まだ幼おさなくていらっしゃいますもの。今がお美しくても、将しよう来らいは分かりませんわ」

「あら。でも期待はできるわ」

「それより、護ご衛えいの聖騎士の中に一人目立って素敵な方がいらっしゃったわ。赤毛の──」

　最後に聖王一行を直接見てきた侍女が話に加わって、場は一気に盛もり上あがった。品はないかもしれないが、今度は純じゆん粋すいに楽しんでいる話題なのでよしとする。

（それにしても、具体的に聖王は何をしに来た──いえ、連れてこられたのかしら）

　幼くして聖王に据すえられた少年は神託という名の都合で選ばれたただのお飾かざりだと、誰の目にも明らかだ。今回も彼自身の意志など介かい在ざいしていないのだろう。

　だが即そく位いしてから一度も外に出さなかった、神秘の聖王をあえて連れてきたのだ。絶対に何らかの思おも惑わくがある。

　王女の婚姻に文句を付けたいなら、国へ行き王に戒かい告こくするべきだ。なのに直接乗り込んできている。その行動も気にかかった。

　──とはいえ。

（正教会が何を企たくらんでいても、お兄様が描えがく展望は変わらないでしょうけど）

　セリスは負けない。いつでも、誰が相手であっても。

　だから自分に待つ未来が、誰かに委ねたままで変わるとは、フローレンスも思っていなかった。

　欲しいなら、自分で動いて摑つかみ取る。ただし、兄の目的と外れない範はん囲いで。

　──でなければきっと、叶わない。
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　聖王が来て事態を変えようと正教会が働きかけるとしても、その相手はセリスであってフローレンスではない。挨拶を交わすのがせいぜいだ。

　しかし逆に言うなら、挨拶せずには済すませられない。

　やるべきことをこなすべく、フローレンスはセリスと共にアリオンの部屋を訪れた。部屋の中にいたのはまず主であるアリオン。そして年若い侍女と、護衛の聖騎士が二人。

「フローレンス姫は、気分が優れぬようだが」

　互いに挨拶を交わした直後。唐突にアリオンからそう言われた。

　柔らかそうな金の巻き毛に、澄すんだ青空の瞳。まだ頼たよりない華きや奢しやな体に重たそうな白の聖衣を纏まとった少年は、厭いとわしげな表情を隠しもせず、フローレンスに対しては憐れん憫びんの宿った声をかけた。

「其方そなたもさぞ、不本意であろう。異い郷きように嫁ぐなど気が進まぬのも当然」

「いいえ。そのように思ってはおりませんわ、聖下」

　顔に出していたつもりはなかったし、アリオンもフローレンスの内心を悟ったわけではないようだ。

　そうに違いない、という思い込み──己の常識に則のつとって出てきた言葉だろう。

　心情はどうあれ認めるわけにはいかない。フローレンスは笑えみを崩くずさずに否定する。

「わたしは良き縁えんに恵まれたと考えております。この婚姻を機に、大砂漠帝国にも尊き神の教えを伝えられましょう」

　エスカ・トロネア側の建たて前まえはこれだ。

　王女を差し出すのではない。異教の蛮ばん徒とに七聖人の子孫が教えを説ときに行くのだ、と。

「本当にそうであるか？　余よは望まぬ信徒に犠牲を強いるつもりはない。神の代理人たる余に、偽いつわりは罪であるぞ。心の内を申してみよ」

　尊そん大だいな物言いだった。しかもアリオンに自覚はない。自分が神の代理人であり、現世では最も尊き存在だと、一ひと欠片かけらも疑っていないのだ。

　周りのすべてからそう教育され、扱あつかわれてきたから。

（わたしが否と言えば、正教会は婚姻を阻む大義名分を得てしまう。本意はどうあれ、それだけはしてはならないわ）

　フローレンス個人としてなら、いっそそうしてしまいたいぐらいだ。だがそれではエスカ・トロネアの面めん目もくを潰つぶしてしまう。フローレンス自身も、無責任で愚おろかな王女と悪評を被こうむる羽目になる。

　正教会の目的がまさにそれだと分かっているのに、意い図とに乗るような真似はできない。

「誓って、偽りなど申しておりませんわ。聖下」

「……」

　フローレンスの答えに、アリオンは不可解そうな、そして不快げな顔をする。信徒が異郷の地に嫁ぐのを嫌がらないとは、彼にとっては不ふ信しん心じん極きわまりないのだろう。

（可か哀わい想そうな子）

　偏かたよった情報だけを与えられ、己で考える自由さえ得られずに育つ、籠かごの鳥。

「ならば、よい」

　ややあって、アリオンはまったくよくなさそうにそう言った。

「其方がその身を懸かけて民たみに正しき教えを説いてこようというのなら、その敬けい虔けんなる志こころざしを称たたえよう」

「聖下御おん自ら祝福をいただけること、光栄に存じます」

　どうやら正教会は、フローレンスが否を口にしなかった場合は、反発せずにエスカ・トロネアの建前に便乗する心積もりでいたらしい。

（下へ手たに反発して、エスカ・トロネアを従わせられなかった、という事態の露ろ呈ていを防ぐためかしらね）

　エスカ・トロネアに逆らえない事実を認めるも同然だが、言い訳が立つ分、否を唱えて意思が通らないよりはマシ──というところか。

　もっとも目の前のアリオンはそこまで考えてはいまい。聖席に座す誰かに教えられた内容を、忠ちゆう実じつになぞっているだけだ。

「其方の、帝国での健勝を祈いのっておる」

「ありがとうございます、聖下」

　気味悪げな目でフローレンスを一いち瞥べつしたアリオンに、謝意を一言だけ返す。

　──挨拶としては充じゆう分ぶんだろう。フローレンスを紹介するために同席していたセリスも同様に思ったようで、退出を切り出した。

「それでは、聖下。本日はお時間をいただき、ありがとうございました」

「うむ」

　鷹おう揚ようにうなずいたアリオンに一礼して、セリスと共に部屋を辞す。控ひかえの間で待機していた侍女が扉を開き──通り過ぎ様ざまに護衛の聖騎士と目が合った。

　かなり大おお柄がらで、筋きん肉にく質しつな体つきの男性だ。肩けん章しようから彼が聖騎士の中で唯ゆい一いつ聖席に座す、筆ひつ頭とう聖騎士であると読み取れる。

　フローレンスに無ぶ遠えん慮りよな視線を投げかけた騎士に、側らにいた赤毛の聖騎士が何事かを囁ささやいて──つい、と目線が外された。

　微かすかに何かが引っかかった気がしたが、思し索さくするような場ではない。フローレンスはそのまま足を進めて部屋を出る。

「フローレンス、少し付き合え」

「はい」

　自室に戻る前にセリスから誘さそわれ、フローレンスは兄の部屋についていく。フローレンスも話したいと思っていたので、即そく答とうして従った。

　アリオンの部屋よりは余程ほっとするセリスの空間に一息つき、感想を口に出す。

「聖下はまた、聖席の皆様方にとって大変都合よくお育ちになりましたわね」

「籠の中の鳥が与えられた言葉しか喋しやべれないのは仕方ないさ。それより、フローレンス。正教会の意図は読めたか？」

「いくつかは」

　うなずき、フローレンスは正教会が起こした行動から己の考えを口にした。

「わたしが皇帝との婚姻を拒めば、実力行使でこの場から救出されたかもしれませんわね」

「わざわざ筆頭聖騎士まで来ていたしな」

　もしフローレンスが正教会が狙ねらった通りの姫君で、国に逆らえず泣く泣くこの場にいたのなら、感動の救出劇になったかもしれない。あくまで『助けられたお姫様』にとってだけだが。

　正教会は零れい落らくした自分たちの現状を嘆なげかわしく思っている。実利主義のエスカ・トロネアが力をつけ、教義を軽かろんじながら大陸の権けん威いとなっている情勢を快く思っていない。

　そんな正教会にとって、エスカ・トロネアの失しつ態たいは喉のどから手が出るほど欲しいだろう。

　フローレンスが個人的感情で逃げ出し、西大陸の多くの人々が期待する和平を潰すことは、正教会にとって望ましい展開なのだ。正教会が異教に対し排はい他た的てきなのは周知の事実なので、そちらへの非難よりも身勝手なエスカ・トロネア王女の愚ぐ行こうが目立ってしまうはず。

　だがそのためには、フローレンスが婚姻を望んでいないという事実が必要だ。勝手に妨ぼう害がいしただけでは、正教会が民の不ふ興きようを買って終わる。

　しかしフローレンスは正教会の思惑に嵌はまらなかった。

　だからといって指をくわえて帝国との婚姻を認めるなど絶対にできない。教義としても、これ以上自分たちの発言力を落とさないためにも。

（だから、きっと……）

「次じ策さくはわたしの暗殺になるのでしょう」

「ああ、多分な。そして正教会にとっては、むしろそちらの方が最さい善ぜんだ」

　皇帝との婚姻など論ろん外がいだが、正教会にとってはフローレンスが罪深き奴ど隷れいの国であるラハ・ラドマに嫁ぐのも、充分面白くない事態である。どこに転がっても迷惑な王女、という認にん識しきだろう。

「さらに言うのなら、帝国内で、帝国民の手によって害されるのが望ましい……」

　休戦の象しよう徴ちようとしての輿入れを、最悪の形で白紙にする。正教会にとって一番有用な手段だろう。西大陸側の反感すべてを帝国へと向けられる。

「皇帝の政せい権けんは完全に安定したとは言い難い。付け入る場所は充分にある。──他国に諜ちよう報ほう員いんを送ってない国などないからな。まして正教会にとって帝国は駆く逐ちくすべき敵だ。中に潜もぐり込んでいる人員は、他所より精力的だと考えていい」

　帝国の内ない乱らんをより激しく扇せん動どうし、長引かせるための工作さえしかねない。

　それを実行するには相応の力が必要だ。帝国に潜せん入にゆうしている人員が有能であるのなら、すでに地位か、あるいは組織力を得ているはず。

　その仮定が正しければ、正教会は培つちかった力を全力でフローレンスへと向けてくるだろう。

「皇帝はお前にうちからの護衛を付けるのを許さなかった。まあ、皇帝の意図は自国に敵軍を入れたくない、ってだけだろうが」

「正教会にとっては、大変都合のいい状況ですわね」

　フローレンスの護衛に付くのは帝国軍のみ。これで安全が保ほ障しようされるかといえば、首を傾かしげざるを得ない。

（わたしは帝国軍を敗北に追いやった一人だもの。むしろ敵意を持たれていると思った方がいいわ）

　──だがそれでも、行くしかない。皇帝はフローレンスを求めてきたのだから。

　フローレンスの護衛には、帝国軍大たい将しようウルアトシェと准じゆん将しようハルシュラが共に当たることに決まった。彼らが率ひきいるのは己の直じき卒そつ部隊のみ。

　今回騎士団領を攻せめてきた帝国軍兵士の多くは、すでに自国へと帰き還かんしている。

　積極的に話を進め休戦に意い欲よく的てきなウルアトシェと、帝国民に対して純粋に誠せい実じつであるハルシュラなら、間違いなく力を尽くしてフローレンスを守ってくれるだろう。その点だけは幸いだ。

「さて。先行きはいろいろ不安もあるだろうが、お前なら上う手まくやれるだろう。向こうに行っても体には気を付けろよ、フローレンス。帝国は過酷な地ち域いきも多いからな。元気で、つつがなく過ごせ」

「……はい。お兄様」

　何より国の事情を優ゆう先せんする兄だが、その中で最大限妹を愛しているのは偽りではない。

　だからフローレンスもうなずき、ただ従じゆう順じゆんに答えた。

　今戦うべき相手はセリスではない。

　フローレンスは東へと視線を流し、まだ見ぬ皇帝へと静かに闘とう志しを向けた。
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　日が過ぎる度たび、フローレンスの出しゆつ立たつの時が近付いてくる。

　会談も決着がつき、すでにイスカが騎士団領に滞在する理由はなくなっていたが、未いまだに退たい城じようは許されていなかった。その目的はイスカを拘こう束そくするために違いない。監かん禁きんとまでは言えないが、監かん視し付きで自兵とも隔かく離りされ、外部と連れん絡らくが取れない状況だ。

　セリスに反意を見せてしまったから警けい戒かいされたのだろう。力ちから尽ずくでの強行を一瞬でも考えなかったかと言われると否なので、慎しん重ちように過ぎるとは言い切れない。

　フローレンスが帝国の領内深くにまで入り、イスカの手出しができなくなるのを待っているのだ。

　セリスから婚約解消を宣せん告こくされ、フローレンスも国の決定に従う姿勢を見せた。

　正しいのだろう、とイスカも思う。

（一年、か）

　フローレンスは国に咎とがめられないだろう範囲で、イスカとの未来を勝ち取るための努力をしようとしている。では、自分には何ができるのか。

　イスカに考えられたのは、正しくないにもほどがある方法のみだった。

（俺はあまり、賢かしこくはない……。下手に動けば彼女の邪魔になる可能性さえある。至し事じを迎むかえたいのなら、きっとフローレンスに従った方が望みがある……の、だろう）

　だったら言われた通り、ただ待っているべきなのだろうか。

　フローレンスが選び取る最善は、皆にとって納得ができる均きん衡こうの取れたものだろう。その結末が限界だったと受け入れられるような。

　けれど、考えてしまう。

（俺は本当に、彼女の力になれないのか）

　──ただ待っているだけが、一番迷惑にならないのか？

　行動せずにいられないという焦あせりは、イスカ個人のものだ。王太子として間違っている。

（下手な真似をして露呈したとき、責任を問われて苦しい思いをするのは、俺自身よりも国民だ）

　分かっている。けれど力を尽くしたい。二人で歩みたい道なのだから。

（どうすればいい）

　気持ちの答えは出ている。理性で出した答えも。だから、辛つらい。

　イスカが強く拳こぶしを握にぎり、葛かつ藤とうを必死で押し込めていると──不意に部屋の扉が叩たたかれた。唯一側そば仕づかえを許されたアルフルードが確認に行き、告げてきた相手の名は、今は純粋に歓迎できない人のものだった。しかし断る理由もなく、招まねき入れる。

　顔を合わせると、セリスは朗ほがらかに微笑んだ。

「どうした、義弟。顔色が悪いな」

「……そうでしょうか」

　先日のやり取りなどなかったかのように態度の変わらないセリスに、どう接していいのか迷う。イスカに向けられるセリスの笑みはとても柔にゆう和わだ。もっとも、彼の表情と発される内容の温度差は激しいので、安心は一いつ切さいできないが。

　イスカの警戒など意に介さず、セリスは口を開く。

「俺はな、義弟。王族としての栄えい華がは極めるつもりでいるが、人としての幸福は手にする資格のない人種だ」

「は……？」

「お前はきっと、そうじゃないんだろうな。フローレンスも」

　向けられたセリスの声音は、優しい。作られた穏おだやかさで心地よく響く以上に、滲み出る思いが聞く者に彼の真意を伝える。

「ほんの半年前まで、あいつは俺の劣れつ化か品ひんだった。それが今では俺の志向からかけ離れた別物だな。あいつが信じたのは、お前だから」

「──」

　利によってはっきり区切られた数字の正しさではなく、決まった器うつわに納おさめることのできないイスカの無む謀ぼうな理想を、フローレンスも共に願ってくれた。

「イスカ・ヴァル・ラハラドマ。忘れるな。帝国との和議は絶対だ。崩すことは許さない」

「……はい」

（だがそれは、必ずしもフローレンスを犠牲に差し出さなければ成り立たないものではないはずだ）

　わだかまっていた思いが、ようやく明確な己の意志へと変わる。

　その変化を見て取って、セリスは続けた。

「その上でお前が、フローレンスが信じたお前を裏切らないのなら、この件に付ふ随ずいする面倒事は俺も手を貸してやる」

「！」

　物事は動き出してしまえば取り返せない。変化した状況を元の形に治めるには、途と方ほうもない労力が必要となる。

「ただし、行動の責任はお前自身で持ってもらうけどな？」

「もちろんです」

　帝国で問題が起きても擁よう護ごはしない。手も貸さない。けれど黙認できる範囲を、セリスは示してくれた。

「じゃあな、義弟。今度会うのは結婚式かな」

　誰との、とは言わない台詞せりふを置き土産みやげに、セリスは部屋を去って行った。

（俺は、馬鹿だ）

　セリスを見送ってから、イスカは改めて彼とのやり取りを嚙かみ締しめる。

（ここでフローレンスの手を離してただ見送ることは、彼女が望んでくれた俺の信念への裏切りだ）

　なぜならそれは、イスカが本心から「最善だ」と言える結果ではないから。

　フローレンスはイスカが行動することを絶対に喜ばない。けれどきっと、イスカの信じる理想がゆえに、認めてくれるだろう。

「アル」

「……もの凄すごく嫌な予感がするんですが」

「そうだろうな」

　アルフルードが付けた察しは、おそらく正しい。

「帝国に行こうと思う。皇帝と話がしてみたい」

　個人的なことから公的なことまで、皇帝としたい話は山ほどある。

「直接話してみなければ、人の真意など分からない」

　伝えることさえしていない。今はまだ、始まってすらいないではないか。

「だからといって密みつ入にゆう国こくは無茶です」

「分かっている」

　帝国でイスカの容よう貌ぼうは間違いなく目立つ。身元が知れれば大騒ぎになるのも目に見えている。地理にはまったく明るくないし、皇帝と会う算さん段だんなどありもしない。

　──それでも、もう何もせずに退ひこうとは思えなかった。

「だからこそ、きっと話せる」

　公的な訪問ではないからこそ、互いにそのつもりがあれば、腹はらを割わった公おおやけにならない話ができる。

「俺一人で帝国をうろつくのは無謀だ。だから、アル。お前も共に来てほしい」

「それ、断ったら一人で行くんですよね？」

「そのつもりだ」

　迷いのないイスカの言葉に、アルフルードは息をつく。

「だったら、うなずくしかないでしょう」

「ありがとう。助かる」

「では、今はとにかく大人しくしておくことですね。一旦姫を見送ってラハ・ラドマへと北上してから、引き返して帝国領に入りましょう」

「そうだな」

　常じよう道どうであっても吞み込めない。

　望みを絶たつことなどできない想いと、案外諦めの悪い自分を、イスカはこの件で初めて思い知った。
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　帝てい国こくへ向かう花嫁の見送りは、ほぼ騎き士し団だん領りようの騎士たち、という何とも物々しい上に略りやく式しきの式典となった。

（まあ、内情からすれば妥だ当とうよね）

　優ゆう雅がで壮そう麗れいな式典を執とり行おこなわれても白しらけた気持ちになっていただろう。参加する人たちにも申し訳ないから、これでよかったのだ。

　控ひかえ室しつへと向かう途と中ちゆう、ウルアトシェのもとに赤毛の兵が一人駆かけ寄よっていくのを見るともなしに目線が追い、すぐに通り過ぎる。

「閣かつ下か！　すべての準備、滞とどこおりなく終しゆう了りよういたしました！」

「お前……。……そうか、分かった。持ち場につけ」

「はッ」

　フローレンスの護ご衛えいに当たる部隊の話だろうか。

（本当に滞りなく、準備万ばん端たんならいいんだけど）

　もうすぐ出発──という事実が逃のがれようもなく突つき刺ささってくる。心が拒きよ絶ぜつし、体にまで影響を与あたえる前に、諦あきらめを言い聞かせて思考をすり替かえておく。今はただ目的地に無事辿たどり着つけることだけを願おう。

　控室に入ってしばらくして、嬉うれしい人の訪れがあった。ジゼルが最後の挨あい拶さつに来てくれたのだ。

　イスカが動きを封ふうじられているせいで、同じくこの地に留とどまることになったジゼルには窮きゆう屈くつだっただろうが、フローレンスは彼女と挨拶を交わせて良かったと思ってしまう。

「フローレンス様。ご一いつ緒しよできないこの身を口くち惜おしく思います」

「そう言ってもらえて嬉しいわ。ありがとう、ジゼル」

　ラハ・ラドマの侍じ女じよであるジゼルが、大だい砂さ漠ばく帝国へと嫁とつぐフローレンスに付いてくることはできない。悔くやしく思ってくれる彼女の真情が温かくて、自然と表情が和らいだ。

「そうだ、あのね。これ、イスカに渡しておいてもらえる？」

　言いながらフローレンスは、婚こん約やく指輪をハンカチに包んで返そうとする。

　セリスに婚約破は棄きを言い渡されて以来、直接イスカと会う機会はなかった。もっと早く、人ひと伝づてにでも渡すべきだったのだろうが、下手な人の手に預けたくなくて、こんな間ま際ぎわになってしまった。

「フローレンス様、それは……」

「けじめは、つけなくてはね」

「……」

　ジゼルは受け取るのを断りたそうな沈ちん黙もくを落とす。しかし否いなと言える立場ではない。

　しばしフローレンスが手を引いてくれるのを期待するような間が空あいた。微び笑しようのまま差し出され続ける指輪に、やがてジゼルは残心を消し切れない表情のままでうなずく。

「分かりました」

「ありがとう。短い間だったけれど、とても楽しかったわ」

「わたしもです。日々楽しくお仕つかえさせていただきました」

「どうか、元気で」

「はい。フローレンス様も。……あの、お幸せに、なられることを……祈いのっています」

　言いたいわけではないのだろうが、結婚しに行く姫君に贈おくるのに他に言い様ようもない。想いが叶かなわないのならせめて、という気持ちもあるだろう。

　祝福しきれないジゼルの祝辞を、フローレンスは同じ気持ちで受け取った。

「ありがとう」

「では、失礼いたします」

　近しい侍女であったためか挨拶を許されたが、それでも長々と時間は取れない。一礼してジゼルは立ち去り、残ったフローレンスは肩を落とした。

　出しゆつ立たつの時は、すぐそこに迫せまっている。
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　街かい道どうの上を、ゆっくりとした歩みで馬車が進む。揺ゆれは予想していたほど酷ひどくはない。整備はきちんとされているようだ。

　騎士団領と大砂漠帝国の間にある、どちらの領土でもない空白地帯を抜ぬけると、徐じよ々じよに風景が様変わりしてくる。

　草木の丈たけが短くなり、間かん隔かくは疎まばらに。やがて赤味の強い土つち肌はだが姿を表し、荒こう涼りようとした景観を見せる。

　──花は、ない。

（最も早はや救いはそれだけね）

　このうえ花粉にまで苦しめられたら堪たまらない。

　フローレンスの鬱うつ屈くつとした気持ちは、旅に入ってから増すばかりだ。それに加え、馬車の中は大たい層そう息苦しい。隣となりのミリアも表面上は穏おだやかだが、全身が警けい戒かいしている。

　緊きん迫ぱくの原因は、護衛を担になって同乗している正面の青年のせいだ。

　晴れた夜空の深い青を溶とかし込こんだ黒くろ髪かみと、意志の強そうな翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみ。大砂漠帝国における標準の褐かつ色しよく肌はだを持つ彼は、腕と脚あしを組み、不ふ機き嫌げんそうな表情でむっつりと押し黙っている。射い抜ぬかれそうな眼光で睨にらまれ続けていれば、気を楽にしろという方が難むずかしい。

　いや、初めは努力していたのだ。これから嫁ごうという国の人間──しかも皇こう帝ていと直接面識があるような立場の相手とは、可能な限り友好でありたい。

　だがその奮ふん励れいは、この旅が始まってすぐに断念せざるを得なかった。何しろ相手にその気がない。顔を合わせるようになって数日経たった今も、初日から一向に変化なしだ。

（わたしの立場が複雑なのは分かるけど……。他の人選とか……がないからこの状態なのよね）

　青年の名はハルシュラ・ステュピア。齢よわい十八にして『弓きゆう神じん』の異い名みようを持つ勇ゆう士しだ。

　そして先の戦いでフローレンスの策さくのもと、イスカが直接降くだした相手でもある。

「……何も、ハルシュラ将しよう軍ぐん自みずから護衛をされることはないのではありませんか？」

　人を替えてもらえないか──その方がお互いのためではないかと暗あんに訴うつたえたミリアを、ハルシュラは呆あきれた目で見返してきた。

「浅せん慮りよなことを。陛へい下かの妃きさきに万が一も許されん。オレで妥当だ」

（諸もろ々もろ、仕方ないみたいね……）

　腹の中でどれだけ不服であっても、ハルシュラは本気で護衛をこなすつもりらしい。居い心地ごこちの悪さは耐えよう、とフローレンスは視線でミリアに告げた。ミリアも自分の立場は分かっているので、不安げな様子は払ふつ拭しよくできないながらもうなずく。

　その後、ハルシュラは何事かを続けようと口を開きかけたが──結局言葉を発することなく、フローレンスから顔を逸そらした。

　だが意識が向けられたままなのは痛いほど感じる。

（な、何？）

　自分で口を噤つぐんだくせに態度がやたらと物言いたげだ。もっともこちらに振りたい話など、ハルシュラからすれば文もん句くしかないだろうから、自制した結果なのかもしれないが。

（ああ、早く解放されたい……）

　フローレンスがげんなりした心地ここちで目線を宙ちゆうにさまよわせたとき、外がにわかに騒さわがしくなる。次いで警戒を促うながす笛がけたたましく鳴なり響ひびいた。

「！」

「うろたえるな」

　フローレンスとミリアが顔を強こわ張ばらせると、ハルシュラに手を振って行動を制される。そして彼自身は微かすかに窓を開けて外を窺うかがった。途と端たん、遮さえぎられてくぐもっていた周囲の音がはっきりと耳に入ってくる。

　近付いてくる馬の足音、金属音、怒ど号ごう、悲鳴。後方ではすでに交戦が始まったようだ。

「襲しゆう撃げきしてきたのは誰？」

　予測できる相手が多すぎる。危険度を計はかるためにも情報が欲しい。

　冷静に問いかけたフローレンスにハルシュラは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をして、それから苦い表情になる。彼らを負かした相手であると、はっきり意識させてしまったかもしれない。

　適当にあしらわれるかも──と思ったが。

「旗がないから断言できん。一見賊ぞくのようだが統とう率そつが取れすぎている。少なくとも指し揮き官かんは軍属の人間だな」

　意外に、きちんと答えが返ってきた。

「心当たりは？」

「ある。未いまだに陛下の即そく位いを認めていない連中もいるからな」

　帝国の世情はセリスから与えられた情報に違たがうことなく物ぶつ騒そうなようだ。正教会の思おも惑わくが入り込む余地にも事欠くまい。

　ハルシュラが忌いま々いましげに答えた直後、がたんと大きく馬車が揺れた。そして前方から聞こえてくる、混こん乱らんした馬の嘶いななき。

「ちッ」

　馬車がいきなり速度を上げて隊列から離はなれ、道すらも外はずれようとしていた。御ぎよ者しやが流れ矢か何かに当たって制せい御ぎよを失い、馬が暴走したのだ。

「じっとしていろ、顔を出すなよ！」

　揺れの酷ひどさに声を出すことすらままならず、フローレンスはミリアと寄より添そいながら、うなずき返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　ハルシュラは扉とびらを開け、御者席へと移っていく。その際扉は足で蹴けって閉じられたが、行ぎよう儀ぎがどうとか言っている場合でもない。

　その間にも天てん井じようにガツガツと矢の当たる音が響くが、幸いまだ突つき破やぶってくる気配はなかった。矢は届くが威い力りよくは伴ともなわない距きよ離り、ということだ。

（でも、届いてしまうのなら……）

　嫌いやな想像は的中する。外から「火矢だ！」という警けい告こくの声が上がった。

　その瞬しゆん間かん、フローレンスは確信する。

（少なくとも、物もの盗とりの線は消えたわね……！）

　金品を狙ねらう賊ならば火矢を使うはずがない。馬車を集中的に狙っている気配からしても、これはおそらく、フローレンスを殺害するための襲撃だ。

　執しつ拗ように追いかけてきた火矢が、ついにその目的を果たす。馬車に火が移ったのだ。焦こげた臭においが鼻を刺し激げきし、フローレンスに危機的状じよう況きようを教える。

　ハルシュラもすぐに気付いたのだろう。すぐさま馬車の速度を落とすと、ややあって勢いよく扉が開かれた。

「でかい的まとに乗ってたらいい獲え物ものだ！　こっちに移れ！」

　車を引いていた馬に乗り換えてきたハルシュラに指示され、フローレンスは扉に手をかけると外を見渡す。ハルシュラから少し離れた所にもう一いつ騎き、帝国軍の騎き馬ばが向かってきているのが見えた。ミリアはそちらで救出してもらえるだろう。

　ならばと即そく座ざに決意して、周囲の騒そう音おんに吞のみ込こまれないように叫さけぶ。

「言っておくけれど、わたしの運動能力は壊かい滅めつ的てきよ！」

「素しろ人うとの能力なんざ、高くても低くても大して違わん！　さっさと跳とべ！」

　乱らん暴ぼうなまとめ方をしたハルシュラに、一応申しん告こくはしたのだからと、フローレンスは受け止めてもらえる前提で遠えん慮りよなく飛び移った。
















　華か麗れいさには程ほど遠とおいフローレンスの跳ちよう躍やくを着地点で受け止めたハルシュラは、「ぐえ」と女性を受け止めた男性が決して出してはならない類たぐいの悲鳴を上げる。

「くっ、お前、意外と重」

「ふ、普通よ！　失礼ね！」

「そんなわけあるか！　女ってのは羽根のように軽いもんなんだろ!!」

「人間がそんなわけないでしょう!?　どこで覚えたのその間ま違ちがった知識！　というかなんで貴方あなたの年でまだ信じてるの！」

「う、うるさい！　知り合いが言ってたんだ！」

「それ絶対からかわれ──きゃっ」

　唐とう突とつにハルシュラに頭を押され、その上を危あやうく矢が通過していき、ぞっとした。

「──振り落とされるなよ！」

　叫ぶなりハルシュラは拍はく車しやをかけ、馬の速度を上げて場を離れる。後ろを振り返れば、ミリアが別の兵の駆る馬に飛び移るところだった。ついでにはっきり周囲の状況も見えてしまって、どくりとフローレンスの心しん臓ぞうが大きく脈打つ。

「本隊から離されているわ！」

「分かってる！」

　馬が暴走した際に空いた隙すき間まに敵の隊列が割り込み、フローレンスたちは数人の護衛兵と共に孤こ立りつさせられていた。

「お前、馬は操あやつれるか」

「できない！」

「役に立たん女だな！」

「淑しゆく女じよを戦場で役立たせようって方が間違っていると思うわ！」

「だったらせめて邪じや魔まにならないようしがみついてろ！」

　言いい捨すてるとハルシュラはフローレンスの後ろで体を反転させ、馬の尻しりを正面にする形で座り直した。手た綱づなは当然放置だ。

「ちょ……っ」

　フローレンスは慌あわてて、言われた通りに馬の首にしがみつく。怖おぞ気け立たち血の気が引いたが、すぐに馬が制御を失っていないことに気付いた。ハルシュラは己おのれの腿ももだけで馬を操っているのだ。

　そしてそのまま、馬上戦用の短弓を引ひき絞しぼる。不安定極きわまりない姿勢をものともせず、平然と矢を放った。接近しようとしていた賊ぞく軍ぐんを次々と射抜いていく。

　だが、数量差が圧あつ倒とう的てきに過ぎた。

「合流は無理そうよ……！」

　割り込んできた敵の部隊層がかなり厚い。しかも彼らは自分たちの退路を一いつ切さい考こう慮りよしていない勢いで追おい縋すがって来る。目標を仕留めさえすればいい。そんな執しゆう念ねんを強く感じた。

　──このままでは突とつ破ぱよりも先に囲まれる。

「やむを得ん。この場から離り脱だつするぞ！」

「はッ！」

　命じたハルシュラに応こたえ、周囲の帝国兵は一気に駆ける速度を上げた。人数が少ない分こちらの方が身軽である。なおも執拗に追ってくる数すう騎きをハルシュラが射い落おとしつつ──戦場は遠ざかっていった。

　そうして完全に襲撃の脅きよう威いから逃れたあとには、大自然が立たち塞ふさがる。

「大だい丈じよう夫ぶなの……？」

　敵を振り切るために駆かけ抜ぬけたせいで、予定していた街道からは大きく外れてしまったはず。フローレンスの目に映うつる地面は自然のままの大地がむき出しで、人の行来がほとんどないことが明確だった。

　下手な場所で迷えば、野の垂たれ死じにも充じゆう分ぶんあり得る。不安に耐たえかね、つい口に出して訊たずねてしまう。

「命があるんだから大丈夫だろ。とにかく、昼夜を凌しのげる場所を探す。兄あに者じやと連れん絡らくがつくまで乗り切らなきゃならん」

　内容はかなり切せつ羽ぱ詰つまったものであるはずなのに、ハルシュラの言い様は日常を語るそれと変わりない。

（大砂漠帝国に嫁いだあとの大変さは、ラハ・ラドマの比じゃなさそうね）

　異い常じよう事態に慣れている軍人と共にいる。喜べる状況ではないが、今はまず、生いき延のびられそうなことに感謝しておく。
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　幸いにして襲撃地点はまだ砂漠の入り口──どちらかといえば荒こう野やと呼ぶ方が相応ふさわしい土地であったため、身体的な負ふ担たんは砂漠地帯の真っただ中よりもはるかに軽い。秋口ではあるが、この地は花粉の危険領りよう域いきに及およんでおらず、個人的にも安全だ。

　風雨で削けずられた崖がけ下したの洞ほら穴あなを見つけ、そこで一いつ旦たん腰こしを落ち着けることに決定する。

　洞どう窟くつの最さい奥おうで護まもられつつ、フローレンスはすぐ手前のハルシュラに声をかけた。

「貴方、襲撃者に心当たりがある、と言っていたわよね？」

（ただ己の目的にのみ向かう、狂きよう気きじみた執しゆう着ちやく……。帝国内にわたしの命を狙う理由がある人もわんさかいるでしょうけど……）

　出立前にセリスと話した内容が思い出される。

　狂きよう信しんに突き進む正教会信徒の一部なら、己の命を顧かえりみない無む謀ぼうさでフローレンスを狙ってきてもおかしくない。

「陛下の即位を認めないとかほざいている反逆者どもの誰かだろ。でなきゃ国軍であるオレたちを襲おそうわけがない。それがどうした」

「どうしたって……」

「弓を引くなら即座に射返してやる。それだけだ」

「……明めい快かいね」

　ハルシュラは根っからの軍人気き質しつのようだった。敵になるなら殺す。そして敵かどうか以外の分類には興味を持たない。

　フローレンスとしては相手の目的と正体を知っておきたいところだったが、ハルシュラが興味を持っていないのならば話はここで終わりだ。どちらにしろ、敵だと一ひと括くくりにしてしまえばその通りだし、情報もなく考えたところで答えも出ない。

「何だ。騒ぎ立てて逃げ帰りたくでもなったか」

「いいえ」

　ハルシュラの剣けん吞のんな眼まな差ざしを受け、フローレンスははっきりと否定する。

「帝国の過失でわたしが逃げ帰るわけにはいかないわ」

　過失、と言った瞬間ハルシュラは不快そうな顔をしたが、反はん論ろんはしてこなかった。フローレンスが帝国内で襲われたとなれば、間違いなく帝国側の失態となるからだ。

（わたしが逃げ出すだけでは、これまでイスカと交かわした言葉の何もかもが噓うそになってしまう）

　西大陸と帝国との和議は、フローレンスも全面的に賛成だ。互いの関係を改かい善ぜんする方向へと舵かじを切ったこの好こう機きを、個人的感情を差さし挟はさんで壊こわすわけにはいかない。

「せっかくまとまった和平よ。継けい続ぞくさせるために力を尽つくすわ」

「それならいい」

　ほっとした様子でハルシュラはうなずく。

　自分を邪魔に思う者の存在は予想できていた。命を守る手段は講じるべきだが、不備を言い立てたところで意味はない。フローレンスの目的は、あくまでも和を崩くずさないままで皇帝と離り縁えんを果たすことなのだから。

（まずは無事に皇こう都とに着かなくてはね）

「本隊との合流方法はあるの？」

「一ひと晩ばん捜そう索さく犬けんを待つ。来なければ多分兄者が狼煙のろしを焚たく。問題ない」

「そう」

　こういう事態への取り決めもされているらしい。ハルシュラに動どう揺ようがないので、フローレンスも然さ程ほど焦りを感じずにすんだ。

「なら休ませてもらうけれど、構かまわない？」

「そうしろ。倒れられる方が困る」

　ハルシュラたちは一晩中警戒を続けるのだろう。だからといってフローレンスにできることは何もない。ならば明日の移動でさらなる足手まといにならないよう、体力を養っておくべきだ。

　若じやつ干かん気は引けるが間違っていない確信があるので、フローレンスが壁に背中を預けて休もうとすると。

「……あ」

　ふと何かを言いかけ声を上げたハルシュラに、フローレンスは目を向けた。丁度視線が嚙かみ合あうも、すぐに慌てた様子でそっぽを向かれる。

「何？」

「な、何でもない！」

「何でもない態度ではないでしょう。馬車の中でも物言いたげだったわ。時間もあるし、言いたいことがあるならどうぞ」

　腹はらに溜ため込こまれる方があとで面めん倒どうだ、と思って促す。

「っ……」

　それでもハルシュラは迷い、フローレンスの瞳から逃にげたそうな素そ振ぶりで視線をさまよわせる。煮え切らない態度にいらつきを覚えるとほぼ同時に、腕を組んだハルシュラの肘ひじに、血が滲にじみ出ているのを見付けてしまった。

「ちょっと、怪け我が！」

　原因に心当たりがある。おそらく、フローレンスの頭を貫つらぬくはずだった矢から守ってくれたときのものだろう。

　具合を確かめようと、彼に近付いて手を伸のばす。フローレンスの突然の行動に対応できず、ぎょっと目を瞠みはったハルシュラは、フローレンスの指先が腕に触ふれた瞬間。

「っぎゃああぁぁぁッ!!」

　およそ武人らしくない悲鳴を上げて仰のけ反ぞり、飛びのいた。

（……は、い？）

　びたっ、と背中を壁に張り付けて取った距離を維い持じしたまま、ハルシュラは肩で息をしつつフローレンスを威い嚇かくしてくる。なぜか。

「き、き、気安く男に触れるとはどういう了りよう見けんだ！　お前はそれでも女か、淑女なのか!!　恥はじを知れ！」

「……」

　薄うす暗ぐらい洞窟の中。さらにハルシュラの肌の色が濃こいせいもあって断言はできないのだが、顔が赤い──気がする。

（まさか、照れたの？　あれくらいで？）

　フローレンスは傷きずの具合を確認しようとしただけだ。他意はない。ハルシュラもそれぐらいは分かっているだろう。

「な、何だその呆れたような顔は！　オレを侮ぶ辱じよくするつもりか！　おかしいのは貴き様さまだろ！　男に気安く触さわる女の方が変へん態たいだ!!」

（ちっ。無む駄だに目がいい……）

　うっかり思ったままが表情に出たのを見られてしまった。

　尋じん常じようでない叫びに何事かと目を向けてきた他の兵士たちが、続いたハルシュラの言葉にそっと顔を逸らして持ち場に戻る。彼らのそれは、果たして優しさなのか。

　失敗したと思いつつ、何事もなかったかのようにフローレンスは微笑ほほえんだ。

「ただ、傷の具合を診みようと思っただけなのだけれど、先に断らなかったのは確かに不作法だったわね」

「…………こんなもの、何でもない」

「そう。でも、できる手当てはしておいた方がいいわ」

　言いつつ、フローレンスは常備しているハンカチを取り出す。あの場を離脱するだけで精一杯だったので、手当てに使うのに充分な道具はない。だが放置よりはマシだろう。

「貸せ」

　軽く眉まゆを寄せつつ、ハルシュラは怪我をしたのとは逆の手をフローレンスへと突き出した。自分でやる、ということだろうか。

「大丈夫？」

「傷なんざ、女に見せるもんじゃない」

「……」

　フローレンスに傷の手当てをした経験はない。生なま傷きずを見ても絶対に取とり乱みださない、と言える根こん拠きよはなかった。

「……じゃあ、はい」

「……ああ」

　ハンカチを受け取り、レースで飾かざられた明らかに女性物の可か愛わいらしさにまた顔をしかめつつ、ハルシュラは少し体の角度を変え、患かん部ぶをフローレンスの目に触れさせないように止し血けつを始め──意を決したように、口を開く。

「お前に一言、言っておきたいことがある」

「どうぞ」

　さあどんな文句だ、とフローレンスが構えると。

「部下の処しよ刑けいを止めてくれたと聞いた。感謝する」

「えっ」

　発されたのは思ってもみなかった内容で、フローレンスは驚いた。

「……わたしも、元げん凶きようなのだけれど？」

　口に出した瞬間、これまで考えまいとしてきた思考に囚とらわれそうになる。

　──参戦していなければ、今頃こんなことにはなっていなかった。

　過よぎった考えを慌てて振り払う。この戦はイスカが望み、フローレンスも添そうことを選んだ結果だ。後こう悔かいなどしてはいけない。

　そうでなければ、信じて戦ってくれた兵にも、フローレンスの策によって命を喪うしなった大砂漠帝国の民にも失礼極まりないではないか。

　一瞬にして沈しずみ込んでしまったフローレンスをどう思ったのか、ハルシュラは強い口調で否を告げた。

「驕おごるな、女。鬼き人じんに負けた敗北の咎とがはオレのものだ」

（……え……、っと？）

　言い方がきつくて尊そん大だいなので、まったくそんな感じはしないのだが、その真意は──。

（もしかして、気き遣づかってくれた？）

　あの戦争において、フローレンスには間違いなく、喪われた命に対する責任がある。誰だれに何を言われようと、それが事実だ。

　けれど。

「お前のおかげで、助かった」

　ハルシュラから与えられたその言葉は、捕ほ虜りよの処刑に対することだけではない気がした。

　フローレンスが軍ぐん師しとして、どのような勝ち方を望んだか。選んだ方法を認めてくれたのだ。

「……そう。それなら、よかった」

　そして一騎打ちを受けてくれたハルシュラの考えも、イスカとフローレンスと同じ。

「否定しないんだな」

「え？」

「兵から聞いたときはまさかと思ったが、襲撃を受けたときの冷静さといい、お前が戦場に関わっていたのは事実のようだ」

　捕虜の処刑を止めるために、フローレンスは騎士団領の騎士たちや帝国兵の前で軍師の名乗りを上げた。ハルシュラに伝わっているのも当然か。

　淑女が軍師を務めるなど前ぜん代だい未み聞もんだろうから信じ難がたかったのだろうが、ハルシュラは認めることにしたらしい。

（助かった、と思ってくれた人がいる。それは素直に嬉しい。でも）

　──望んだ結果は、これではなかった。

　国同士の関係における最さい善ぜんは勝ち取ったと思っている。代わりに、知らずのうちに想いを重ねた相手──イスカとの未来を潰つぶしてしまった。

　後悔はしたくない。二人で共に納なつ得とくしてのことなのだから。けれど心が、『どうして』と悲鳴を上げるのも、もう抑おさえられなかった。

　吞み込んでいた想いが、何気ない他者の言葉であっさりと崩れ、涙が溢あふれ出す。

「!?」

　ぎょっとしたハルシュラが仰け反って、強したたかに後頭部を壁にぶつける。中々にいい音がしたが、フローレンスの頭は目の前で起こっていることを理解するのに、いつもより大分時間をかけた。

「ちょ、おま、何……っ」

　意味なく腰を浮かせたハルシュラは、おろおろと周囲に視線を巡めぐらせる。続いて自分の服の何かを確かめるようにぱたぱたとはたいた。次いで腕に巻いたハンカチに目を留とめるが、一いつ拍ぱくの間まのあと、絶望的な表情で首を左右に振る。

「？」

　あまりに挙きよ動どう不ふ審しんで理解不能だったが、探し物の予想はついた。持病のため持ち合わせに事欠かないハンカチを、もう一枚ハルシュラに差し出してみる。

「……」

　もの凄すごく複雑そうな顔をして、引ひっ手た繰くるようにハンカチを奪うばうと、ハルシュラは怖こわ々ごわとフローレンスの目元を拭ぬぐった。

（へ、わたし!?）

「いきなり泣くな、驚くだろ！」

　しかもなぜか怒ど鳴なられた。

「……泣くような話じゃなかっただろうが」

　戸と惑まどいつつ、しかし自分の言葉の何かが原因だとは思ったのだろう。ハルシュラはばつが悪そうにそう続けた。

「……ええ。そうね」

「だったらどうしてだ」

「少し……不安になっただけよ」

　会話の流れとしては唐突だが、フローレンスが置かれている状況を考えればおかしくはないだろう。

「要いらん心配だ。お前の身はオレが命に代えても守ってやる」

「命って」

　ハルシュラが真しん摯しに護衛を務つとめてくれているのは分かったが、そこまで言われると逆に当とう惑わくする。だがハルシュラはフローレンスの驚きに、一切頓とん着ちやくせずに言い切った。

「オレは貴様には命を懸かけるに相応ふさわしい価か値ちがあると思っている。だから必ず、陛下のもとまで無事に連れていく」

（そこまで……!?）

　この婚こん姻いんにそれだけの意味をハルシュラも見み出いだしているのだ。

（っ……）

　ちり、とフローレンスの胸の中で、罪ざい悪あく感かんが疼うずく。でも、譲ゆずれない。

　ハルシュラの覚かく悟ごは、フローレンスに冷静さを与えてくれた。

（……そういえば、皇帝についての情報はほとんど聞いていないわね）

　そもそも国交が断だん絶ぜつしていたので当然である。今がいい機会かもしれない。

「陛下はどのような方なの？」

「強い方だ！」

「…………そう」

　瞳を輝かがやかせて放たれた一言に、フローレンスはハルシュラから有益な情報を得るのは無理かもしれない、と半はん眼がんになった。

　フローレンスの冷めた態度に、ハルシュラもはっとして咳せき払ばらいをすると、皇帝についての話を続ける。

「陛下なくして、帝国は最早立ち行ゆかん。知ちと武ぶに優すぐれた、この時代に生まれるべくして生まれた覇は者しやだ。そんな方の正せい妃ひになれるんだから、もっと喜べ」

（とりあえず、慕したう人間はいるのね）

　ほっとした。もし皇帝が血も涙もないような冷血漢なら、こうも純じゆん真しんに慕われまい。

　非道なことを行う人間の性しよう根ねまで残ざん忍にんだとは限らない。期待を──していいだろうか。

（話ができる人であれば……）

「──ただ」

　そこで初めて表情を曇くもらせ、ハルシュラはフローレンスへと真しん剣けんな目を向ける。決して侵おかしてはならない領域を伝える深しん刻こくさで。

「陛下は己に逆らう者に容よう赦しやはしない」

「……」

「せいぜい、陛下の邪魔にならんよう気を付けろ」

「……ええ」

　どうやら何をするより前に、皇帝にとって許容できるものとできないものの線引きを、きっちりと見極める必要がありそうだ。
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　凹おう凸とつのある岩の地面に、寝しん具ぐはマント。お世辞にも睡すい眠みんに適した環かん境きようとは言えない中、それでもうつらうつらすることを繰くり返かえしていたフローレンスの耳に、犬の吼ほえ声が届いた。

「！」

　はっとして飛び起き、息を潜ひそめる。

　迎むかえは敵か、味方か。ハルシュラと彼の部下たちが黙って弓を引き、洞窟内がにわかに緊きん張ちようする。

「やあ、ハル、フローレンス姫。迎えに来たよ」

　そんな中で発された言葉に、まずハルシュラが反応した。戸惑った顔をしつつ、だが警戒を解いて弓を下ろす。将しようの対応に部下たちも倣ならった。

　犬の手綱を引いて現れた男の声と口調は、フローレンスにも聞き覚えがあるもの。……しかし状況を差し引いても歓かん迎げいしたくない気分になるぐらいには、嬉しくない相手。

　逆光になっていたせいで容よう姿しが判別し難かった男が洞窟に入って来て、思った通りの人物であることが確定し──フローレンスは、反射的に神経を尖とがらせる。

　赤しやく胴どうの髪と、夜空を駆ける雷かみなりを彷ほう彿ふつとさせる鮮せん烈れつな紫むらさきの瞳。精せい悍かんな顔立ちに毒の艶つやを滲ませた二十代半ばのその青年は、間違いなく現王朝に所属する人間だった。
















「カフィエズ！　お前、どうしてここに!?　正教会でとっ捕つかまってるはずだろ！」

「いつの話をしてるのさ。向こうでやりたい用事が片付いたから、帰ってきたんだよ」

　驚いた声で投げかけられたハルシュラの疑問に、カフィエズは予想通りの反応を見たとでもいうような、満足そうな笑えみで答える。対して、フローレンスはがっくりと脱だつ力りよくせざるを得ない。

（凄く、さっくり脱だつ獄ごくされてる……!!）

　正教会にしっかりしろと言うべきなのか、今は助けとして喜ぶべきなのか迷いどころだ。

「やりたい用事ってのは何だったんだ。戦争放り投げて帰ってこなかったぐらいだから、さぞ重要な用件なんだろうなあ！　大体お前、いつ合流したんだ」

「え。ずっといたじゃないか。ねえ、フローレンス姫」

（え!?）

　いきなり話を振られてフローレンスは内心慌てた。ずっと、とは一体いつからか。まったく心当たりがない。

　反応しなかったことで、彼にも伝わったのだろう。少し冷めた様子でカフィエズは肩を竦すくめる。

「どうして気付かないのさ。君なら分かるかなってぐらいに素だったよ？　仕方ないなあ」

「……どうせ、変へん装そうしていたのでしょう？」

　正体を見破れなかったのは確かにまずいと思うが、人目を晦くらますためにやっていたことなのに、分からなかったからといって責められるのは理り不ふ尽じんだ。

「君は気付いてくれてよかったんだよ？　もう敵じゃなくなるわけだし。何ならセリス殿でん下かに紹しよう介かいしてくれるかなとか期待してたんだけど」

「！」

　そこでようやく、彼が変装していた人物に思い当たった。

「聖せい下かの護衛の聖騎士ね!?」

　そうだ。噂うわさ話ばなしにもなっていた。赤毛の聖騎士がちょっと素す敵てきだとか──

「くっ、ふ。正解。──駄だ目めだよ、ハル。万を超える大軍ってわけでもなし。自分の部隊じゃないからといっても、一緒に行動してるんだから。余分な人間が一人増えたのぐらい気付かないとね。ウルはすぐ僕だって見抜いたよ？」

「ぅぐう……ッ！」

　指揮官としては失態以外の何ものでもないので、ハルシュラはカフィエズの指し摘てきに悔しそうに唸うなったが、言い訳はしない。

「そうそう、僕の用事の話だっけ。せっかくラハ・ラドマからサイエアまで運んでくれるっていうし、正教会の身分が欲ほしかったから、手て頃ごろなのを見み繕つくろっておこうと思ってね」

「……」

　つまりそれは、カフィエズに成り代わられた『誰か』がいるということで──

　何とも言えない気分になったが、今カフィエズを責めてもどうにもならない。どこの国も、程度の差こそあれやっていることだ。

「僕が抜けた穴は部下が埋うめてるから問題ないし。むしろ今の問題は姫の方だからね。僕の同類さんも本格的に人員補ほ強きようしてきたし」

「同類って……」

「くっ、ふ。暗部専門職な皆さんだよ。ぞろぞろ人を引き連れてこられる聖王がわざわざ騎士団領くんだりまで来たの、どうしてだと思ってたの」

　アリオンが騎士団領で行ったことといえば、フローレンスに祝辞を贈っただけである。とても聖王自ら赴おもむかなければならない用件ではない。聖王が騎士団領へ行く行こう為い、そのものが重要だったのだ。

（聖下の護衛ともなれば筆頭聖騎士が部隊を引き連れてきてもおかしくない。正教会が戦力を備えてきたのは、わたしが聖下に縋った場合の備えだったのでしょうね）

　フローレンスが皇帝との婚姻を受け入れていたため、無用となったが。

　しかしその中に紛まぎれ込ませて連れてきた、暗殺専門の特とく殊しゆ部ぶ隊たいを大砂漠帝国に潜せん入にゆうさせることは容よう易いになっただろう。

「サイエアで少し手間取ったから心配だったけど、君がいてくれてよかった。会談が終わる前に、陛下の申し入れが間に合ったんだね」

「間に合った？」

　何を指しているのかが分からず、フローレンスは聞き返す。その彼女にカフィエズは実に晴れやかに笑って──

「僕が君を陛下にお薦すすめしたんだよ」

　とんでもないことを言ってきた。

「……は？」

　とっさに意味が吞み込めない。啞あ然ぜんとするフローレンスへ、カフィエズの陽気な声が降ふり注そそぐ。

「エスカ・トロネアの姫を皇こう妃ひにするなら、絶対君が楽しいよって。悪くない付加価値も付いてるし、陛下が花嫁を君に替えてくれて本当によかった！　これからよろしく、フローレンス姫」

　──聞いているうちに、頭がしっかりと理解してくれた。




（お前のせいかあぁぁぁッ!!）




　悪びれないカフィエズの言い様に、フローレンスは内心で絶ぜつ叫きようする。

　自分が皇帝にとって都合のいい経歴を得てしまったのだとは理解したが、すでに話がついていたであろう妹から、土ど壇たん場ばで変更された不自然さは感じていた。それがしっくりと腑ふに落ちる。

（余計なことを……！）

　腹の底から憤いきどおりが湧わく。今すぐその襟えり首くび摑つかんで揺さぶってやりたい。しかし──しかしありありと脳内に描き出せる。振り払われもせず、実に楽しげな笑顔で見下ろされる自分の姿が！

　それならばと諦めきれずに足元を見る。が、こちらも駄目だ。カフィエズの履はく軍ぐん靴かの革は厚く、爪つま先さきは金属補強までされている。表面には見えない仕込みがされている可能性も考こう慮りよすべきだ。踏ふみ付つけて苦く痛つうを与えるのも難しい。

「くっ、ふっ。君のそういう一いつ矢し報むくいてやろうって気き概がい、大好きだよ。そんなに悔しかった？　イスカ殿下と引き離されて」

「！」

　反応すればカフィエズを喜ばせてしまうと分かっていた。しかし繊せん細さいな部分を容赦なく突つかれたフローレンスは、怒いかりと屈くつ辱じよくで顔が熱くなるのを止められない。

「君の今の顔、凄く可愛いと思うよ」

「わたし、心の底から貴方が嫌きらいだわ」

「僕は好きだよ」

「貴方本っ当に人の気持ちを考えないのね！」

　自分が他人からどう思われようと興味がないのだ。とことん厄やつ介かいな人種である。

「おい、くだらない話はもういいだろ」

（くだらなくないでしょ全然ッ!!）

　フローレンスが振り向いて睨み付けると、ハルシュラはびくっとして僅わずかに身を引く。

（いえ、待って違う。ハルシュラに八やつ当あたりしても仕方ない……）

　ここにいる誰に何を言おうと、状況は何も変わらない。

　大きく深呼吸をして自らを落ち着かせ、フローレンスは言葉を選ぶ。

「ええ、その通りね。実のない話は切り上げて、早く皇都へ向かいましょう」

「お、おぉ」

「くっ、ふふっ。じゃ、そうしようか」

　ハルシュラは打って変わったフローレンスの様子に不思議そうに、カフィエズは心理を読んで面おも白しろそうに、それぞれがうなずいた。

「身をもって知っただろうけど、帝国は君にとってかなり物騒だから。基本、僕かハルかウルと行動するようにね」

「分かったわ」

（貴方を選ぶのは最終手段にしたいけれどね！）

　可能な限り近くにいたくない本音を、私し的てきには最さい優ゆう先せんしたい。





[image: ]






　皇都ラグリマは帝国領内最大の水すい源げんとなっている竜りゆう涙るいの泉いずみを抱かかえた大都市である。

　泉の形が涙型をしており、神の使いである竜が大地の渇かわきに苦しむ人々を哀あわれんで流した涙が泉となった──という神話があり、都みやこの名前の由ゆ来らいとなっている。

（西大陸では竜といえば邪じや悪あくなものだけど、中央大陸では神しん聖せい視しされているのよね……）

　これも長年のいがみ合いが生み出した結果だろうか。

　馬車の窓から見える景色は、くすんで黄色い。風が吹けば乾いて軽い細かな砂すなが舞まい上あがって、周囲のものを一色に染そめる。そのせいで建物すべてが黄ばんで見えるほどだ。

（植物の少なさも、聞き及んでいた通りね）

　領内最大のオアシスを抱えている皇都ですら、水源から少し離れればこうして大地は乾いてしまう。

　町を眺ながめているうちに、緑が異い様ように偏かたよって存在しているのに気が付いた。おそらくその地下に水路があるのだろう。他には干かんばつに強い樹じゆ木もくが建物の間から顔を覗のぞかせている程度だ。

　花の気配は、今までフローレンスが見知ってきたどの地ち域いきよりも薄うすいかもしれない。

　──けれど、嬉しくはなかった。

（本当に水が足りないんだわ）

　ラハ・ラドマの王都スノウフラウへ向かうときは、南部でそれなりに耕作地帯を見たし、人口の少なさも知っていたから危き機き感かんを覚えたりもしなかった。

　けれど、帝国は違う。本当に足りないのだ。人が生きていくためのあらゆる物が。

（とてもじゃないけどアレルギーが出ない、やった！　なんて喜べる状況じゃないわね。でも……）

　決して豊かとはいえない帝国の内情を目まの当あたりにしてきたフローレンスだが、切実な焦りはなかった。皇都に近付くにつれ、通る町々で活気を感じられたからだ。

　商業の中心部、布市場ベゼスタンを取り巻く区画ですら、場所が余って空白が少なくない。だが商あきないをしている主人や店に足を運ぶ人々の表情や足取りは決して重たくなく、希望を灯ともした熱がある。

　長きに渡る内ない乱らんを終え、国を建て直すのだという意気込みが感じ取れた。

　それは民が前を向けた──今の体制を受け入れた証あかしだ。

（帝国の民にとって、皇帝は間違いなく英えい雄ゆうなのだわ）

　そうして道を進み、ややあって辿り着いた宮きゆう殿でんは、実に立りつ派ぱな様よう相そうをしていた。

　ここだけは意地でも毎日砂を洗い流されているのだろう。壁は白はく亞あと呼んで差さし障さわりのない輝きを保っている。彫ほり込こまれた緻ち密みつな彫ちよう刻こくは、この広い面積すべてを埋めるのに一体何百年かけて完成されたものか。長い歴史を持つ国のみに存在する、最大の贅ぜいである。

　即そく物ぶつ的てきな富も劣おとってはいない。装そう飾しよくには金や銀、宝石類が何気なく、実にふんだんに使われていた。帝国は金属や良質な石材が豊富に採とれる国で、通貨に使われる貴き金きん属ぞくも含がん有ゆう量りようが多く良質なので、交換比レート率が高い。

　門を潜くぐり、馬車が停とまる。乗り入れた前庭は石材によって整えられ、その両りよう脇わきには水路から引かれた水が流れていた。石の床ゆか以外の地面は背の低い芝しばが絨じゆう毯たんを作っており、乾いた光景を見続けた者にとって、まさに楽園に見えるだろう。

　従じゆう者しやによって馬車の扉が開けられ、まずハルシュラが降おりた。その先に待っていた人物を認めると、フローレンスのエスコートを譲って帝国側の隊列に加わる。

　ハルシュラの代わりにフローレンスへと手を差し伸べたのは、この場に揃そろった帝国側の中で最も高位の人物──軍務局局長ウルアトシェだ。帝国に男性が女性をエスコートする習慣はなかったはずだが、ウルアトシェはわりと自然にフローレンスを導いた。

　帝国が西大陸の貴き婦ふ人じんと接する機会は、ここ数十年皆かい無むであったはず。だからウルアトシェが備そなえた礼れい儀ぎはフローレンスのためだけに覚えたものだろう。生き真ま面じ目めな気質が窺える。

　月の光が淡あわく照らす、闇やみを僅かに薄めた黒髪と、星を連想させる、美しいが硬こう質しつな瑠る璃り色いろの瞳。均整の取れた造ぞう作さくの顔立ちとそこに宿る雰ふん囲い気きは、自然と周囲の人間の背せ筋すじが伸びるような、鋭するどく厳きびしいものだった。

　フローレンスの後ろにミリアが控ひかえてから、ウルアトシェは歓迎の言葉を述べる。

「過か酷こくな旅をよく耐えてくださいました。まずはごゆっくり旅の疲つかれを癒いやしてください。後日改めて、陛下にご挨拶をしていただきます」

「はい。お気遣いいただきありがとうございます、閣下」

　フローレンスが微笑んで礼を言うと、ウルアトシェの後ろでハルシュラが露ろ骨こつに嫌な顔をした。

「何だ、その態度。兄者とオレでずいぶん違う……。気色悪い猫ねこ被かぶりめ」

（言われてみればそうだったかも？）

　敬けい語ごを使わなかったのは身分的な理由だが、ハルシュラへの態度は素に近かったことにフローレンスは今更気付く。構えていないハルシュラとは、話しやすかったせいだろうか。

　ついでにかなり雑な性格をしていそうで、肩かた肘ひじ張る必要がないと思わせる何かがある。イスカとは別方向で気が抜けてしまうのだ。不用意な発言をしないよう、用心しておかなくては。

「ハル」

「どうした、兄者」

「お前、まさか道中でもずっとフローレンス姫にその態度を？」

「……へ？　あ、いや。今のは」




　ゴッ！




　何事かを言い訳しかけたハルシュラを遮ったのは、ウルアトシェの拳こぶしだった。仰あお向むけに吹っ飛び、背中でしばし石の床を滑すべったあと、ようやく停止しぱたりと腕が落ちる。

「未み熟じゆく者ものが。受け身ぐらい取ってみせろ」

　軽く手をはたきながら、ウルアトシェは仕方ない、とでも言いたげな口調で呟つぶやく。

（世の中、人外結構多くないですか……）

　ハルシュラを殴なぐり飛とばすとき、一瞬だけ膨ふくれ上あがったウルアトシェの獣けものじみた威い圧あつ感かんは、今はもう消え失せている。切り替えが恐おそろしく早い。

「義ぎ弟ていの礼を欠いた振る舞い、お詫わび申し上げます、フローレンス姫。あれは幼い頃から軍しか知らぬ世間知らずなのです。それが免めん罪ざい符ふとなるわけではありませんが、ハルシュラの弓は必ず姫のお役に立ちましょう。どうぞ、ご厚こう情じようを賜たまわりたく存ぞんじます」

　頭を下げたウルアトシェに、フローレンスは慌てた。来て早々、皇帝の寵ちよう臣しんに膝ひざを突かせるなどとんでもない。

「お、お詫びの必要はございませんわ、閣下。この道中もハルシュラ将軍のおかげで心強く乗り切ることができました。わたしこそお礼をお伝えするべきです」

　事実である。襲撃後の旅は順調に皇都まで辿り着けた。

　必死な心地で言うフローレンスだが、その中にウルアトシェを追い詰める要素が含まれているのに思い当たったのは、言ってしまったあとだった。

「道中、王女殿下の身を危険に晒した我が軍の不ふ手て際ぎわ、お詫びの言葉もございません」

（しまったあぁぁ！）

　合流した直後も、ウルアトシェからは誠せい意いある謝罪を受けていた。そして元よりフローレンスに襲撃時の対応を責めるつもりはない。

　その件は話し合い、合意を得たはずなのだが──印象通り、どうやらウルアトシェは大分融ゆう通ずうの利きかない性格をしているようだ。

「閣下、どうぞもう、お気になさらずに……っ」

（め、面倒くさい……!!）

　本来美点であるはずの気質でも、過ぎれば欠点になるんだなと痛つう感かんさせてくれる。

　この場をどう繕つくろおうかうろたえるフローレンスを援えん護ごしてくれたのは、ようやく到とう着ちやくした後列隊から歩み寄ってきたカフィエズだった。
















「そうそう、滅めつ多たなことをするものじゃないよ、ウル。君は軍ぐん閥ばつで人気があるんだから。その君を跪ひざまずかせたとか、フローレンス姫に妙な悪評が立つよ？」

「過あやまちを知って詫びぬ方がおかしい」

「こういう場合、経けい緯いは周囲に伝わらないものなんだよ。伝聞で残るのは悪意に脚きやく色しよくされた結果だけ」

「……お前の言げんは、不快だがおそらく正しい。軽けい率そつだった。フローレンス姫、申し訳ございません」

　ウルアトシェの謝罪に、フローレンスは首を横に振る。

「いいえ。閣下のお気持ちはとてもありがたくいただきました」

　答えた言葉は本心だ。彼らはフローレンスを自国の皇妃として丁てい重ちように扱あつかおうとしている。もっと形式的な扱いでも仕方がないと覚悟していたのに。

（彼らに慕われるような主あるじなら、話ができるかもしれないわ）

　心に灯った希望の火が強くなる。

　その後すぐにウルアトシェによって案内の侍女を付けられ、彼女の先導のもと、宮殿内部へと足を踏み入れた。フローレンスとミリアに続いて、ちゃっかりカフィエズまでついてきている。

　……心情的にはあまり側にいてほしくないのだが、ハルシュラはウルアトシェの一いち撃げきで伸びたままだ。来て早々、万一が起きても困る。

　フローレンスはため息をつく代わりに、宮殿内に入ってすぐに目に留まった疑ぎ問もんを侍女へと投げかけた。

「先程から空からの花か瓶びんが目に付くのだけれど……。あれは装飾品として置いてあるの？」

「くっ、ふふっ。まさか」

　侍女に訊いたのに、答えを返してきたのはカフィエズだった。

　つけたい文句をそのまま視線で訴えカフィエズを睨むと、満面の笑顔で撥はね返される。

「だって君、花があったら困──いや、嫌いだろう？　陛下にもそのことは伝えてあるから、心配しなくていいよ」

「…………は？」

　──今のは、空耳か。いや、空耳であってくれ。

　足を止め、啞然とした表情で凍こおりついたフローレンスを、カフィエズは喜き色しよくに輝やく瞳で見ていた。仕し込こんだイタズラに見事にはまった相手を見て、笑い出す直前のような顔をしている。

「陛下も喜んでたよ。宮殿の庭園、今野菜と果物で埋まっててほぼ花とか育てる余裕ないからね。花が育つ土地があるならまず食える物を植えておけって状況だし。余計な土地を取られなくて済む、大変好ましい姫君だって」

　荒涼とした砂漠の中で浮かび上がる、緑の大地。心を癒やす花々。

　それらは帝国にとって富と権けん力りよくの象しよう徴ちようで、皇こう宮ぐうになくてはならないものだった。

　帝国で花があるとすれば庭園だけなので、とにかく、でき得る限り近付かずにおく心積もりでいたのは確かだが──

「君の体質を知ってる僕が手を配ってあげないとね。気が利くだろう？」

　フローレンスがそう思うはずがないと分かって言っている、憎にくらしいほど爽さわやかな、作った笑顔。

（どこが！　何が！　ただの嫌がらせでしょうが!!）

　フローレンスが人に知られるのを忌き避ひしていると、分かってやっているのだ。嫌がらせ以外の何だというのか。

　……いや、実際助かってはいるのだが、明らかに親切心ではない感情が見えるので、やっぱり腹が立つ。

（殴りたい、めっちゃ殴りたい！　くぅ……！）

　非力なこの身が口惜しい。

　作った拳が震ふるえるが、不可能なので実行はしない。そのフローレンスを見やって、カフィエズは物足りなさそうに首を傾かしげる。

「アレ？　思ったよりも痛いた手でになってない？」

（……ん？）

　言われてフローレンスも自覚した。

　羞しゆう恥ちは感じているし、カフィエズに苛いら立だちを覚えているのも間違いないが、心は意外と凪ないでいる。何としてでも知られたくないと、怯おびえて縮ちぢこまっていた症しよう状じようなのに。

（もちろん人ひと様さまに知られたいとは思わないけど……。だったらどうだって思ってるわたしもいる）

　だってそれは過か剰じように自分を追い詰めるようなことではないと、言ってくれた人がいたから。

　自分が変わった理由に思おもい至いたれば、より強くなれた。フローレンスは不満げなカフィエズに微笑みを返してやる。

「そうね。まあ、よく考えれば助かったのは事実なのだし。やりようは他にもあったでしょうけど、貴方がそれしか思いつかなかったのならば、責めるのは酷こくというものね？」

「くっ、ふっ。そうだね。次はもうちょっと考えてみるよ」

（考えんでいいわッ!!）

　内心では絶叫するが、笑みは崩さず維い持じした。何をやらかしてくるのか──警戒はしておこう。

　そうこうしているうちに後こう宮きゆうへと辿り着く。ここから先は、男であるカフィエズは入れない。

「そうだ、フローレンス姫。第二、第三寵ちよう姫きは反皇帝派だから、本当に仲良くはならないようにね。第一寵姫は本気で皇妃狙ってる野心家だから、風当たり強いかも。侍女勢力は……まあ、後のち々のちね」

　締しめの言葉に違い和わ感かんを覚え、フローレンスは首を傾げた。

「後々って、そんな気軽に会える立場なの？　貴方とわたしは」

「陛下はきっと、君を内ない廷ていに住まわせるから大丈夫だよ。ほら、後宮には観賞用の花が皆かい無むじゃないからね。壁に囲まれた内廷の方がいいだろう？」

　皇宮はまず、町と宮殿を隔へだてた第一の門の先に公的領域である外がい廷ていを置き、ここに聖せい堂どうや官かん庁ちよう、優れた技術者に与えられる工こう房ぼうなどの施し設せつが建ち並ぶ。こちらは一般市民にも開放されている空間だ。

　続く第二の門に守られた内側が、御ご前ぜん会かい議ぎなどを行うドームを備えた政治の場。さらにその奥、第三の門を抜けた先が皇帝の私的領域である内廷となり、後宮へはそこからしか繫つながっていない。

「僕は内廷に入る許可をもらってるし、会うのはそんなに難しくないと思うよ」

「……そう」

　カフィエズが局長の位を持っていることは以前本人の口から聞いたが、余よ程ほど信が厚いのだろうか。

　カフィエズに見送られ、フローレンスは案内の侍女と共に後宮の門を潜る。

（時間はあまりない。すぐに行動しなくては）

　イスカには一年と告げたが、現実的な限界は、皇妃として衆しゆう目もくにお披ひ露ろ目めされるまでだろう。正式に形になってしまえば、覆くつがえすのは難しい。

　そうなる前に、皇帝と離縁を果たすのだ。そのための糸口を探さなくてはならない。

（──でもまずは、身の安全を確保しないと）

　目的を果たす前に死んでしまっては元も子もない。カフィエズがわざわざ置いていった情報は、フローレンスが放置できず、皇帝にも価値があるもの。

（この手のことには、本当にそつがないのね）

　こちらが積極的に動きたくなるような情報の出し方をしてくる。

（二の寵姫と三の寵姫……。反皇帝派だという彼女たちには、正教会が付け入りやすい要素がある）

　正教会にとって、帝国をまとめた皇帝の存在は邪魔だ。帝国は名目上の脅威であればいい。自分たちが大義を得て聖せい戦せんに踏み切ったときに、確実な勝利を得られるぐらいの。

　帝国の力を削そぐために、反体制派を装よそおって活動している正教会の一いつ派ぱが必ずいる。そしてフローレンス暗殺を目もく論ろみ、侵しん入にゆうしてきただろう新たな人員も、行動の幅はばを確保するために現地工作員と合流するはずだ。

　その組織と寵姫たちが繫がっている可能性は少なくない。いや、わざわざカフィエズが告げてきたのだ。おそらく関わっている。彼女たちと同じ後宮で過ごすフローレンスが看かん過かできることではない。

（それに反皇帝派なら、皇帝にとって都合の悪い情報の一つや二つ持っているかもしれないし）

　脅おどす素材を手にできれば儲もうけもの。

　フローレンスは和平のため、皇妃として奉ささげられた身。フローレンスが皇帝の子を産むことは、西大陸、中央大陸共に益がある。

　──それでも。

（……イスカ。わたしは、貴方でなくては嫌）

　すでにそこにはない婚約指輪をなぞるように、薬指に触れた。

「……姫様」

　痛ましげなミリアの声に手を解ほどいて振り返り、微笑む。

「大丈夫よ。行きましょう」

「はい」

　王族としての裏切りだと承知の上で、望みを叶えるための戦いに。

　言葉にされない主の思いを汲くみ取とって、ミリアもまた、毅き然ぜんとしてうなずいた。





[image: ]






　太陽が中天近くになってから、ようやく皇都ラグリマに到着したイスカは、安あん堵どに深く息をつく。本当は一つ手前の町で休きゆう息そくを取る予定だったのだが──

「危なかった……」

「悪い。まさか町がまるごと一つなくなってるとは思わなかった」

　イスカに詫びたアルフルードの口調は、ラハ・ラドマの王宮内で話すときよりも格かく段だんに荒あらい。

　イスカの身分を隠すためという意味もあるが、こちらの態度の方が二人の関係的にも素だったりする。

「地図の改定がされてなかったんだ。仕方ない」

　砂漠で昼間の移動は自殺行為だ。照りつける太陽の熱で、体力と水分を容赦なく奪われる。夜は夜で日中の暑さが噓のように急速に冷え込み、装そう備びを変えなくては凍こごえ死じぬほどだが、凶きよう悪あくなまでの陽の下よりは移動しやすい。

（本当に過酷な土地なんだな……）

　ラハ・ラドマも決して人にとって住みよい土地とは言えないが、帝国はその上をいく──と思ってから、ふと気になった。

「なあ、アル」

「何だ？」

「砂漠の夜はかなり冷えるだろう。まあ、うちの凍とう季きほどとは言わないが。暖だん季きよりは余程寒いぞ？」

　暖季を迎えたラハ・ラドマをイスカが暖あたたかくなった、と評したとき、アルフルードから否定されたのだ。微び妙みように納得がいかない。

「……あのな、イスカ。周りを見ろ。皆昼夜それぞれ、合わせた装備をしてるだろ」

「そうだな」

「暑くても寒くても、それなりの装備で凌ぐんだよ。寒さだけに慣れたお前らと一緒にすんな」

「……そうか」

　ラハ・ラドマにはそれでも四季がある。冬は冷え込むし、夏には気温が上がる。しかし大砂漠帝国の、特に皇都周辺は一年中気候が大して変わらないのだという。

　帝国の民にとっての慣れは、この一日の寒かん暖だん差さに耐える方にこそあるのかもしれない。

　体力にはそれなりに自信のあるイスカでも、慣れない過酷な環境に厳しさを感じた。やはりアルフルードの方が余裕を持っている。適応能力とは、土地に応じて変化していくのだろう。

「さっさと宿に入るぞ。絶対に顔は晒さらすなよ」

「分かっている」

　この地では空気よりも日光が熱い。蒸むされたとしても、全身を布で覆おおって直ちよく射しや日につ光こうを防いだ方がまだマシなのだ。

　そのためイスカの容姿を隠すのも不自然にならず、助かっている。

　辺境にはまだ整備が行き届いていないようだが、皇都に近くなればなるほど人々の活気をイスカも肌で感じ取れるようになっていた。皇都に至いたっては、雰囲気だけなら西大陸の大都市と変わらないくらいだ。

　路地に入ればまた別だが、表通りは充分に──

「……？」

　何気なく町の様子を眺めていたイスカは、ふと一軒の店に違和感を覚えて目を留める。正確には、店ではなく利用客だ。

　たった今店に入った人間と出て行った人間は、ほとんど同じ雰囲気を醸かもし出だしていた。自然体に見せかけた緊張。併あわせて考えると不ふ穏おんな気配のする同職者であることも、身のこなしから察せられる。

「どうした」

「いや、あの店……」

　イスカが視線で示した店てん舗ぽへと、アルフルードも目を向けた。一見、ごく普通の飲食店だ。昼間は軽食、夜には酒も出す、といったような。密みつ入にゆう国こく者しやであるイスカやアルフルードが立ち寄るにはちょっと遠慮しておきたい、と思うぐらいには、真っ当な店構えだ。

　初めは不可解そうな顔をしていたアルフルードも、しばし観察するうちにイスカと同じ不審さに気付いて眉を寄せる。

　店に入っていく人間のほとんどが、民間人の恰かつ好こうをした軍ぐん役えき経験者だ。動作一つ一つに、型に裏うら打うちされた鋭さが垣かい間ま見みえる。

「どう思う？」

「怪あやしい」

　即そく答とうが返ってきた。いかに帝国が軍役経験者を多く抱える状況とはいえ、九割の確率で客が軍人、というのは偏かたよりすぎだろう。

（密入国の身で、危ういことに関わっていい状態じゃないが……）

　気にかかる。帝国に何かが起これば、皇帝の妃であるフローレンスにも当然危険が及ぶはず。

「様子見だけなら……。客として入れるだろうか」

「お前はやめとけ」

「……やっぱり駄目か」

　イスカが店内に入れば注ちゆう視しを受けるのは確実だ。諜ちよう報ほう活動には向かない。

「とはいえ、きな臭くさい話を放っておけ……って言える状況じゃねえからなァ。とりあえず、宿取ってから様子を見に行ってみるか」

「頼たのむ。……悪いな。俺も何かできればいいんだが」

「気にすんな。捨てはしたが帝国は俺の故こ郷きようだ。せっかく上う手まく回り始めたなら、壊すような真ま似ねはさせたくねェからな」

　言って、アルフルードは小さく笑う。

「むしろ、お前に理由があってほっとしてるかもしれねー」

「そうか」

　ただでさえ、アルフルードを密入国に加か担たんさせているのはイスカの身勝手だ。このうえ負担を強しいるのは心苦しい。心理的にも肉体的にも。

　アルフルードにもこの国を護ろうという気持ちがあるというのなら、気が楽になる。

「だが先に潜せん伏ぷく場所を決めちまおう。行くぞ」

「ああ」

　長く留まる理由はない。アルフルードに付いてイスカも歩き出す。

（これまで見てきた様子では、民は皇帝の支配をすでに受け入れている。現皇帝が統とう治ち者しやとして存在を示したことに、安堵していると言ってもいい）

　──だからこそ、皇帝にとって今が最大の正しよう念ねん場ばとなるだろう。

　納得のできない一部の者が世せ論ろんに窮きゆうし、無謀な行動で爆ばく発はつを引き起こす危うい時期。ここを越えれば、レダ・クートゥール朝は確立する。
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　夜を待ち、イスカとアルフルードはその日のうちに行動を起こした。昼間に様子を窺ったアルフルードが、中に調べてみたい場所がある、と判断したためだ。明かるいうちに家や探さがしはさすがにできない。

　とはいえ今日の目的はあくまでも偵てい察さつ。調べた結果、何もなかった、に落ち着くかもしれない。それならそれでいい。

　閉へい店てんの札が下げられた扉には鍵かぎがかかっている──はずだったのだが。

「……開いてるな。手間がなくなったって言やそうだが……」

　アルフルードには多少の鍵開け技能がある。役に立つから、と帝国時代にカフィエズから教わったらしい。

「閉め忘れたんじゃないのか？」

「ラハ・ラドマと一緒にするなよ。帝国の鍵は侵入者を防ぐためにあるんだ。暴力への危機感を忘れられるだけの時間はまだ経ってねえよ」

　イスカには、というかラハ・ラドマ国民であれば自然に思い浮かぶ発想だが、帝国ではあり得ないことらしい。きっぱりと否定したアルフルードは、眉を寄せて少しその場で考え込む。

「怪しすぎる。どうする？」

「行こう」

「迷わねえな。普通、罠わなだぞ」

「だとしても、今日ラグリマに辿り着いた俺たちをはめるためのものではないと思う」

「……そりゃそーか」

　イスカの言い分には、アルフルードも納得した。

「なら最悪、見つかったら強ごう盗とうのフリだな」

「強盗か……。何となくの想像しかつかないんだが、大丈夫だろうか」

「いや、お前は何もしなくていい。で、とにかく逃げろ。そもそもお前が喋しやべったら一発で貴き族ぞくだってバレる」

　敵の言葉が分からないのは危険なので、西大陸では王おう侯こう貴族や騎士団領に所属する者なら帝国語を喋れる。

　とはいえ辺境のラハ・ラドマではその感覚も薄く、王族でも片かた言ことがせいぜいだったのだが──イスカはアルフルードが来た八年前に習得していた。おそらく西大陸全体で見ても、イスカが操る生きた帝国語は滑なめらかなものだろう。

　だがそれとは関係なく、幼少期から馴な染じんだ、宮きゆう廷てい人にんとしての雅みやびさがまず消せない。さらにイスカは本物の強盗に遭そう遇ぐうした経験がない。役者でもないイスカが想像で演じたところで、漂ただよう作り物感に失笑を買って終わりだ。

　その点、アルフルードは粗そ野やな生活が下地なので余程違和感がない。言われて嬉しいことでもないだろうが。

「……何だか、外交を彷彿とさせるな」

「お前は黙ってた方が大物っぽく見えるんだよ。──芯しんはそれ以上だと思ってるけどな」

　最後は瞳を和やわらげ、アルフルードはイスカに聞かせるつもりのない声量で呟く。しかし申し訳ないことに、イスカの聴ちよう覚かくは常人よりもはるかに優すぐれていた。

「悪い、アル。聞こえた。──ありがとう」

「うっせえ」

　失敗した、とばかりに舌打ちをして、アルフルードはノブに手をかけ、押し開く。軋きしんだ木の音が夜の静せい寂じやくの中に大きく響くが、中からの反応はない。

　店内の様子はごく普通の飲食店と何ら変わらなかった。人の気配もない。閉店後の店舗としては正しい姿だ。

（もし退たい役えき軍人が経営しているだけで、従じゆう業ぎよう員いんも同じ境きよう遇ぐうの同どう僚りようで、ゆえに客も軍人が多かった、という理由なら問題ないんだが）

　調べるだけは調べておきたい。

　アルフルードの警戒心を誘ったのは店の地下だ。店内に入った瞬間から、響く足音が下に抜ける。

　ここの地下はかなり広く作られていそうだ。地上階の敷しき地ちを越えている可能性さえ感じる。それぐらいの空間が確保されていた。

（店として、必要性があるのかもしれない。だからこそ確認しておきたい）

　中身は見てみないと分からないから。

　ぐるりと店を見渡し、まず店の奥、従業員専用に区切られている作業場へと向かった。こちらにも鍵はかかっていない。

　扉の先にあったのは厨ちゆう房ぼうと倉庫。納おさめられている品も食品ばかりで、その点についての不審はない。だがこの時点で奇き妙みようなことが発覚した。建物の作りがおかしいのだ。

　間違いなく存在しているはずの、地下へと続く階段がない。

「隠さなきゃならねェ地下か。いい予感はしねえな」

「探してみよう。ここで待っていてくれ」

　下手に人が動く音が混ざると、聞き取るべきものを逃す懸け念ねんがあった。這はいつくばって地下への扉を探すよりも、イスカには効率的な手段が取れる。

「ああ」

　それを承知しているアルフルードは廊下の隅すみに移動し、その場に黙って立つ。アルフルードにうなずいて、イスカは慎しん重ちように店内全体を歩いた。

　聞き分けるべきは足音が教える反はん響きようの様子。歩ほを進めて──客席があるホールの、隅から少し外れた場所で見付けた。音の反はん射しやが速い箇か所しよ。床ゆか下したに他より狭せまい空間と、硬かたく厚い何かがある。おそらく、階段。

　屈かがんで調べてみれば、巧こう妙みように木目と馴染ませた継つぎ目めがあった。

　一度戻ってアルフルードを手招き、二人で床を暴あばく。手応えも軽い。使用頻ひん度どの高さを窺わせた。

「ただの倉庫その二であることを祈りたいな」

「ここまでやって、見定めずに戻っても意味ねえし。行くぞ」

　持参してきた明かりを持って、地下へと入る。

　階段を下り切った先は、予想していたよりも広かった。同時に最後の楽観的希望も打うち砕くだかれる。

　大きく取られたその空間には、多数の武具と日持ちする食しよく糧りようが蓄たくわえられていた。そして変装用と思おぼしき様々な職種の服ふく装そうや、小分けされた金銭に宝石類。

「穏やかじゃないな」

「逃とう亡ぼう拠きよ点てんってところか？　……向こうの扉は何だろうな」

　地上部分とほぼ変わらない広さの地下には、さらにその先があるようだ。備え付けられた扉の先も確認しておこうと、イスカは迷わず扉を開き、驚く。

　目の前に現れたのは、見通せないほど長く続く通路だった。

「これは、地カ下ナ水ー路ト跡あとか？」

「多分そうだ。まずい所に繫がってるかもしれねェな」

　帝国は水源が非常に限られた地。それは皇都ラグリマも変わらない。

　にもかかわらずラグリマでは人々に乾きへの恐れが薄く、水はかなり豊かに消費される。生活用水はもちろん、庶しよ民みんが使える公ハ衆マ浴ー場ムまでもが町中に完備されていた。

　それらに使われている水は、竜涙の泉から地下水路を伝って引き入れられている。歴代の皇帝たちが民の暮らしを豊かにするために設置した、治水の成果だ。

　帝国では水の支配者が権力を持つ。水を分け与えつつ、奪われる恐れを失わせないのがこの地の支配のやり方だ。

「まさか、竜涙の泉まで繫がってるのか」

「埋めた様子もねえし、おそらくそうだろう」

　竜涙の泉は、宮殿内の敷地にある。

　──つまり、密ひそかに宮殿内に入れるかもしれない。

　この道を維持している誰かの思惑とは違うだろうが、イスカにも、もし宮殿へ入り込めるならと、不ふ徳とくを承知で囁ささやく願望があった。

　そこには、正せい攻こう法ほうで会うことは叶わなくなった女性がいる。

「……おい」

　通路の先に目を据すえたまま動かないイスカに、アルフルードは引きつった声を上げた。

「確かめようと思う」

「待て、正気か!?」

　慌てた様子のアルフルードに、腕を摑んで引き留められる。まったくもってその通りだとイスカも思う。第三者が同じことをしようとしたら、きっとイスカも止める。

「正気ではないかもしれない。お前が正しいとも思っているんだ」

　行き先の確認はしておくべきだ。だがイスカが真っ先に思い浮かべた目的は、そちらではなかった。

「フローレンスを探せるかもしれない」

　言葉にしてしまえばより強く期待と願望が混ざって、明確な渇かつ望ぼうを感じる。

　欠片かけらが覗けば後先考えずに手を伸ばしかねない、飢うえにも似た感覚。間を阻むすべてのものの重要性に、目を瞑つぶってしまうぐらいに──

「ねえよ！　冷静になれ。姫がいるのは後宮だぞ。そんな所に──」

　言いかけて、決して可能性がなくはないとアルフルードも気付いたようで、途中で言葉を切った。

「お前……、自分の立場分かってんのか。身元が知れてみろ。一番害がいを被こうむるのはお前じゃねえ。国だぞ」

「…………ああ」

　肯こう定ていの一言を絞り出すのに、数秒の時間を要した。

　激げき情じように任まかせて行動したところで、フローレンスと会える可能性など無きに等しい。それどころか、未来を潰す行いとなりかねない。

「分かって、いる。すまない……」

「いや」

　項うな垂だれたイスカに、アルフルードも気まずげに首を横に振る。

「本気なんだな。フローレンス姫のこと」

「……そうだな」

　アルフルードの言葉を嚙み締めるようにして、イスカは肯定した。

「婚約破棄を告げられたとき、衝しよう撃げきだったんだ。フローレンスと共に人生を歩むことを、いつの間にか自然に感じていた。だからそうではないと突きつけられて驚いたし、……受け入れたくないと思った」

　感情が出す答えに理り屈くつが入り込む余地はなく、己が抱いだいた感情をイスカは素直に受け入れて──だから、ここにいる。

「そうか。……よかったな。そんな相手と巡り合えて」

「ああ。国やお前には迷めい惑わくをかけているが」

「迷惑被るのに値あたいしねえと思ってたら、こんな所にいねーよ。国が下す評価は知らねーけどな」

「……どう判断されても、覚悟はしている」

　国を任せられないと言われても文句は言えない。

（フローレンスには、また別の迷惑をかけてしまうかもしれないが……）

「やらかしちまったことなんざ変わりゃしねえんだから、今気にすんのはやめとけ。どうしようもねえし。それより、来てよかったとお前が納得できるものを摑んで帰るぞ」

「そうしてみせる。必ず」

　後悔だけが残る出来事にしないように。

「──まあ何にせよ、この道がどこに出るかを見てくんのは賛成だ。役立っちまうことが起こるかもしれねーし」

「ああ。今レダ・クートゥール朝に倒れられたら、皆が困る。護るべきだ」

「……陛下が国をまとめてるのは事実だから、な」

　すべてを認めきれない苦さを含ませつつ、しかしアルフルードは自らを納得させようと声に出して同意した。

「繫がっている場所を確認しよう」

　イスカもまた、目的をはき違えないようにとあえて口にしてから、先に立って歩き出す。

　水路は本来の役やく割わりを一切窺わせないほど乾いていた。その理由が分かったのは、道の終わりに差しかかってから。どうやらここは水路としては作りかけだったらしい。

　繫げる予定だったと思われる本流と道だけは合流したが、水路そのものは繫がっていなかった。

「こういう物は多いのか？」

「皇都に限らず、少し大きい町なら結構ある。この水路を欲しがってた奴やつと、時の為い政せい者しやとの交こう渉しようが嚙み合わなくなって放ほう棄きされたんだろうな」

「……適当すぎないか」

「実際、テメーの金じゃねえから適当なんだよ。当時の帝国は羽は振ぶりもよかったし、いくら使ってもどっかから湧いてくる、みてーな感覚だったんじゃねえの」

　イスカにしてみれば、大変な労力と時間と金額のかかる大おお掛がかりな公共事業を、途中まで作って打ち捨てるなど信じ難がたい話だが、当時、隆りゆう盛せいを極めていた帝国ではよくある話だったらしい。恐ろしいことだ。寒気がする。

　道なりにさらに遡さかのぼり、ややあって目当てのものを見付けた。周囲よりも明らかに年代が新しい、地上へ続くと思われる出入り口。

　かけっぱなしの縄なわ梯ばし子ごを上のぼり、天井を塞ぐ薄い板一枚に手をかけ──耳を澄すませた。

「上はどうだ」

「人の気配はない。多分、大丈夫だ」

　答えて、イスカはそっと板を押し上げる。開けた先には緑の庭園が視界いっぱいに広がっていた。

「……！」

　同じ町の景色とは思えないほど、そこに乾いた気配は存在しない。地下水路から引き上げられた水は地上で人工の小川を作り、周囲に涼りようと緑を与えている。

　見事さに息を吞む。帝国でこれだけの景観だ。間違いなく宮殿のどこかだろう。

　……しかし、正確にどこであるのかはさっぱり分からない。

「どこの国でも、下と上は別世界だな」

　イスカに続いて登ってきたアルフルードは、水を潤じゆん沢たくに使った庭園の様子に眉を寄せる。多少の嫉ねたみは含まれていたが、それほどではない。必要分の水は民にも分け与えられているからだろう。それはそれとして、面白くない思いも本物のようではあるが。

　イスカとアルフルードが出てきたのは、どうやら四あず阿まやの一角のようだった。白大理石の円柱が、見事な細工を施ほどこされて等とう間かん隔かくで建ち並んでいる。

　──そこに、人の気配が近付いてきた。

「！」

　慌てて地面の出入り口を戻し、こういう時にはありがたい、生おい茂しげる草の陰に隠れる。歩み寄ってくる足音は二人分。どちらも軽い、女性のもの。音を殺すという発想さえない、普通の職業の人だろう。

「──この辺りでよろしいでしょうか」

「ええ、そうですわね」

（！）

　初めに口を開いた女性の方は知らない声だったが、続いて答えた相手は、すぐに誰か分かった。

（ミリア……！）

　彼女がいるということは、ここはきっと後宮の一角。となれば、フローレンスも近くにいる──

　抑え付けたはずの願望が顔を出し、イスカの胸を高鳴らせた。忠ちゆう告こく代がわりにアルフルードから軽く小こ突づかれたので、振り向いてうなずく。

　飛び出して行ってフローレンスの近況を訊きたい気持ちはあるが、侵入者の身であることを忘れてはいない。それにミリアの──ひいてはフローレンスの邪魔もしたくなかった。

「人のいない所で話がしたいとは、一体どのような用向きでございましょう」

「主について、ご相談がございます」

　互いへの態度からして、どうやら相手も侍女らしい。

「我が姫は毎日を大変不安に過ごしております。お慰なぐさめするためにもぜひ一度、二の寵姫であらせられるティラファ様と、密みつにお話をする機会をいただければと」

「ティラファ様と、ですか？」

「我わが主の御お心こころに沿うには、ティラファ様との友ゆう誼ぎこそが重要だと考えておりますわ」

　後宮の勢力図が頭にないイスカには、フローレンスが二の寵姫との接せつ触しよくで何を得ようとしているかなど分からない。──相手の侍女は、ミリアの言葉に警けい戒かいを見せた。

「それは、どのような理由で……？」

「一の寵姫様は、我が姫を歓迎してくださらないでしょう。ティラファ様と我が主であれば、共感できることもあるかと思いますわ」

　侍女の見せた警戒など素そ知しらぬ顔で、ミリアは答える。ミリアの言い分に、侍女は納得したようだった。

「圧政のもと、一番に害を被るのは弱き民たみ草くさ。中でも女性や子どもは最たるもの。……どこの国でも、変わらないものですね」

　フローレンスが国の都合で差し出された姫であると、皆が承知している。侍女の声にも同情が滲んだ。

「ティラファ様にお伝えしておきます」

「どうぞ、よろしくお願いいたします」

　言こと伝づてを受け取ると、侍女はそそくさと四阿を後にする。残ったのは見送る側になったミリアだけ。好都合だ。

　ガサリ、とわざと音を立てて注意を引き、ミリアが振り向いたところに、立ち上がって姿を見せる。

「ミリア」

「──!?」

　イスカを見てミリアは大きく目を見開き、危うく悲鳴を上げかけた己の口を慌てて押さえた。それから数呼こ吸きゆうして自身を落ち着かせてから、まだ動揺を消しきれていない声で訊ねてくる。

「なぜ殿下がこのような所に……？」

「後宮にいる事情は省略するが、帝国に来た理由は皇帝と話すためだ」

「ちなみに、非公式です」

「アルフルード様まで……!?　ああ、いえ。──ええ、今の登場の仕方を見れば分かりますわ。と、とにかく人目についてはいけません。ええと……」

　少し混乱した様子でミリアは辺りを見回し、それから軽く首を振ると、再びイスカへと向き直る。

「わたしは、殿下を匿かくまうべきですか？」

「いや、すぐに戻るから必要ない。……ただ」

　その先を求めてもいいものか。

　ここに至って迷い、言葉を濁にごしたイスカにミリアは察したように微笑む。

「では、姫をお連れいたします。ですが外では少々危ういかと……。あちらの建物でお待ちくださいまし」

　ミリアが示した手の先を追うと、少し離れた所に建物が見えた。

「あそこは無人なのか？」

「はい。今の後宮は人が少ないので、いくつか空あいたドームがあるのですわ」

「分かった。……その、すまない。難しいようなら無理は……」

「いいえ、殿下。今このときにわたしと殿下がこうしてお会いしたということは、きっと必然なのです。姫にも心を強く持っていただきたい。ですのでぜひ、お待ちくださいまし」

（……必然）

　そう思っても、いいのだろうか。

「すぐに姫を連れてまいりますわ」

　言ってミリアは身を翻ひるがえし、足早に去って行った。
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　フローレンスが身の安全のために知るべきなのは、二の寵姫や三の寵姫が持つだろう、反皇帝派の情報だ。そしてフローレンスの対応次し第だい、寵姫たちが関わっている組織次第では、さらにその先、正教会とも接触できる可能性がある。

（熱心な信徒であればあるほど、七しち聖せい人じんの子孫であるわたしの裏切りを許さないでしょうね。けれど逆に、自分たちと同調するのなら、好んで殺あやめたいとは思わないはず。教義に従したがうエスカ・トロネアの王女なら、実利もある）

　兄に逆らえずに帝国に来たが、皇帝との婚姻など望んでいない。彼らにはそう言って内部を探るのだ。

　自国を乱す勢力の内部事情は、皇帝にも価値があるはず。脅きよう威いであればあるほどに。

（実際にどの程度煩わずらわしく思っているかは、まだ分からないけれど）

　離縁への足掛かりになるかもしれないものを見み逃のがす理由はない。己の安全のためにも、ようやく平穏を取り戻した帝国の民にとっても、益えきであるはず。

（黙って皇帝との交流を待っていたら、一年なんか一瞬で過ぎてしまうわ）

　区切りをつけた後悔はしていないが、時間が限られているからこそ、早さつ急きゆうに結果を得たい。でも無む闇やみに焦ってもいけない。

（やってみせる。必ず）

　そのためにフローレンスは真っ先に、そして表向きは秘ひ密みつ裏りにティラファと接触を図はかることにした。これは早々に動いた方が彼女に対して行う主張に説得力を増す。

　送り出したミリアの帰りを、乾いた異い国こくの空気に違和感を覚えながら待つ。

　目には緑の影が映るが、アレルギーは起こらない。体における平穏だけならラハ・ラドマと確かに近い。

　──けれど、それだけ。

（症状が出ない環境なら条件は同じ──だなんて、もう思えないわ）

　愛いとしい国は、ここではない。

（空は同じもののはずなのに、違ってさえ見える）

　色いろ褪あせて感じるのは、気候のせいだろうか。それとも。

（……イスカ）

　かの国があまりに鮮やかに刻みつけられているから──？

　心に染み広がる空くう虚きよさが、フローレンスから表情を削そぎ落す。

　重ならない思い出に身を浸ひたしているとミリアが戻って来て、ふわりと自然に微び笑しようが浮かび、彼女を迎えた。

「お帰りなさい。大丈夫だった？」

「はい、滞りなく。──けれど姫様、どうか何も聞かずにわたしといらしてくださいまし」

「え」

　滞りなくと言った側から不穏な気配のする要求をしてきたミリアに、フローレンスは一瞬戸惑うが、すぐに応じた。

「分かった。行くわ」

　何も聞くなということは、とても急いでいて、かつ、誰かに聞かれてはまずい話なのだ。帝国で付けられた侍女は下がらせているが、人の耳を完全に遮しや断だんできる状況ではない。

「ありがとうございます」

　外に出るだけなら、空気を吸すいに行くだけだと誤ご魔ま化かせばすむ。もう一枚外がい套とうを羽織って部屋から出た。途中ですれ違う侍女たちに口実をそのまま伝えつつ、ミリアについて後宮の庭を進んでいく。

　ややあってミリアが足を止めたのは、今は使われていない小宮殿。その内部にある、宮殿に住まう寵姫のための中庭だ。

　一体、ここに何があるというのか──

　人の目と耳を気にしなくてよくなった場所に来て、フローレンスが改めてミリアに理由を訊こうとしたとき。

「フローレンス」

　帝国にいるはずのない人の声が、した。

　円柱の陰に潜むようにして隠れていたイスカが、月明かりの下に姿を晒す。

「──!!」

　おぼろげな光と整いすぎた美び貌ぼうとが重なって、まるでそこだけ幻げん想そうが描えがき出だした絵画のようだった。期待につられて手を伸ばし、触れてしまえば儚はかなく溶けて消えてしまいそうな。

（だって、そんなはずがない）

　先程考えていたから。寂しかったから。想っていたからここにいるなんて、あり得ない。

　だから──フローレンスは、動けなかった。呼吸一つでも空気を乱せば、現れた幻想を崩してしまう気がして。

　なのに幻想は、少し困った顔で微笑すると、自ら首を傾げて均きん衡こうを破る。

「ええと……すまない」

　しかも発せられたのは謝罪だ。

「あの、謝あやまられる理由が分かりません」

　もっと根本的な何かを問わなくてはいけない気がするのに、思考の停止した頭はとっさにそんな受け答えをしていた。

「来てしまった」

「はい。──……えっ」

　うなずいてから、ようやく少しずつ、頭が回り始める。

「あ、あの。──本物？」

「貴女あなたが俺を俺と認にん識しきしてくれているのなら」

「……イスカ？」

「ああ」

　名前を呼べば返事がある。会話している。

　──幻まぼろしじゃ、ない？

　ふらり、と近付いて手を伸ばす。途中で掬すくわれるままに指を絡からめて、触れ合った。温かい。五感が伝える、確かな存在。

「っ……！」

　痺しびれた喉のどは動かなかったけれど、感情は体に強く訴えた。表しきれない想いがそのまま溢れて、瞳から静かに滴しずくが伝う。

「……どうした？」

「分かりません。……ごめんなさい。本当に、分からない……」

　まだ空いている片手で目元を擦こする。一杯になりすぎた気持ちが何を感じているのか、まだ当人であるフローレンスにすら把握できなかった。

　確かなのは、握った手を離したくないと、自然に入った力が訴えてくる主張だけ。

「でも、会いたかった」

「俺もだ」

（ああ。そうか）

　口にした言葉が、要するにすべてだった。

　別れを覚悟した。理性で抑えつけてここまで来た。判断は正しかったはずだ。

　けれど本当は、心はこんなにもイスカだけを求めている。

「許されない立場だと分かっている。なのに結局、貴女と会うことを思い止とどまれなかった」

　その言葉に真っ先にフローレンスが抱いた感想は、『よかった』だった。

「貴方が思ってくれたから、わたしは貴方に会えているのですね」

　じわじわと、ようやく実感を伴って喜びが湧き上がってくる。

「不ふ謹きん慎しんですが──とても、嬉しいです」

　気持ちだけで長年の敵国である大砂漠帝国の、しかも男子禁制の後宮に忍び込み、危険を冒おかして会いに来てくれた。向けられた想いの強さと危うさの両方が、フローレンスの胸を熱くさせる。

「フローレンス。貴女は今、かなり危険なことを口にしている」

「!?」

　身を屈めたイスカの唇が意図的にフローレンスの髪に触れ、熱を残して通り過ぎた。秘め事を告白するために耳に寄せられた吐と息いきが、フローレンスの耳じ朶だをくすぐる。




「──さらってしまいたくなる」



















　髪に落とされた口付けと食はまれた感かん触しよくは、きっと気のせいじゃない。

　本気の滲む、しかし叶わないと理解している切ない声音。

　血が沸ふつ騰とうしたかのように、全身が熱い。めまいを感じるほどの羞しゆう恥ち。そして歓かん喜き。

　──でも。

「……わたし、は、ついて行きませんわ」

「貴女ならそう言うだろうと思った」

「貴方もきっと、しないでしょう？」

「そうだな。貴女が守ってくれた誇ほこりだから、穢けがせない」

　ラハ・ラドマの祖そは、己の子孫のために自らの犠ぎ牲せいも屈辱も甘あまんじて受け入れ、今の国を作った。イスカ一人の我がままで失っていいものではない。

「けれど、駄目だ。思いを断たち切きれない」

「わたしも、諦めてなどいませんわ」

　そのための手段を現在模も索さく中ちゆうだ──と考えて、はたと気付いた。

　喜びで押し流された冷静さがやっと少し戻って来て、フローレンスの胸を侵したのは、焦り。

「というかイスカ、どうして貴方……っ」

　まさか本当にフローレンスに会いに来ただけ、というわけではないだろう。イスカが何を考えて帝国に来たかは、予想できてしまう。

　それは王族として諫いさめるべきことで──しかしフローレンスは言葉に迷った。

　会えたことに、来てくれたことに真っ先に喜びを感じてしまった自分が咎めたとして、果たして説得力があるだろうか。

（な、何を言えばいい？　ええと、一番。一番大切なのは）

「か、帰らなくてはいけませんわ！」

　結果、フローレンスが口にしたのはいろいろ過程をすっ飛ばした結けつ論ろんだけだった。

「すまない。無理だ。やはり俺は直接皇帝陛下と話したいと思う。──貴女のことも」

「……っ」

　イスカらしすぎる返答だったが、実際に言われてしまうと絶ぜつ句くしかできない。

「俺は皇帝陛下と話せる材料を何も持っていないが、だからといって話を聞いてくれないと決めつけることはないだろう？」

「え……。いえ、え!?」

　無謀で、無茶だ。しかしフローレンスはとっさに否定できなかった。不可能だと言えるほど、フローレンスも皇帝の人柄を知らない。

　人伝えに聞いた分には聞いてくれない予感がするが、イスカに対して自信を持っては言い切れなかった。

「まずは、話してみたいと思う」

（……ああ、この人は。そういう人よね）

　イスカは誠せい実じつだ。真正面からの対話を望む。

　でもそれが現実に報われるには、ときに大きな代価を伴う。相手を知らないまま臨のぞめば、勝算など見えない。

（それなら、わたしが）

　──早急に皇帝と会おう。この際そのための理由など何でもいい。

　会えば、自分の中の真実でイスカに告げられる。無理だから諦めてくれと、後ろめたさを感じずに言える。闇やみ雲くもな否定ではなく、イスカとは真実で向き合いたいから。

「──それに」

「？」

　フローレンスが密ひそかに決意を固めたところで、イスカは表情を曇らせ深刻な口調で続けた。

「今の帝国の状況も気にかかる。貴女にも危険が及ぶかもしれない」

「……そういえば、どうやってここまで来られたのです？」

　後宮があるのは、皇帝の私的領域である内廷からしか入れない最さい奥おうだ。おいそれと侵入できる場所ではない。

「ここから少し離れた場所にある四阿と、町のとある飲食店が地下で繫がっている」

「！」

　イスカから与えられた情報に、フローレンスは愕がく然ぜんとする。

「最近作られた通路のようだった。後宮に出たということは、内部に思惑を持った者がいるのかもしれない」

　新しく造られた、皇宮の奥深くに繫がる道──連想する目的は二つ。

　不法侵入のためか、脱だつ出しゆつのための経路だ。

「あり得ます。二の寵姫と三の寵姫は、反皇帝派とのことでしたので」

　協力者を得ておけば、人が少なく、入れる人間も限られる後宮はまさに灯とう台だい下もと暗くらし。逃とう走そう経路が確保されているならますます利便性が高い。

（道を通したのが、誰が何を企たくらんでにせよ、実行の時期は近いわ。カフィエズは把握してるのかしら）

　帝国内の情報を統とう括かつして管理しているのは情報局局長であるカフィエズだ。気は進まないが、共有すべき情報を知った以上、彼と会う必要がある。

　己の住まいの隣に抜け道が見つかったのだ。すぐに対応してもらわなくては困る。明日にも暗殺されかねないではないか。

「殿下。そろそろ戻りましょう。長居は危険です」

　話すべき内容が途と切ぎれたところで、アルフルードから正しいが無情な言葉が告げられた。

　途端、触れ合ったままだったフローレンスの手は、別れを拒こばんで反射的に力を入れてしまう。

「！」

　イスカがそれに驚いた顔をしたので、慌てて、今度は意志の力で手を離そうとする。だが引き留めるようにイスカが離さなかったせいで、叶わない。

「……イスカ」

　想いは同じだ。けれど、今は手放さなくては。そう自分にも言い聞かせる強さで、イスカの名を呼ぶ。

　フローレンスの訴えを、イスカは哀あい切せつの滲んだ微笑でうなずいて。

「フローレンス。一つ頼みがある」

「何でしょうか」

「貴女にこれを持っていてほしい」

　そう言って渡されたのは、布に包まれた小さな品。手の平に載のったそれの形は、とても馴染みのあるものだった。

（指輪……）

　布を解いて現れたのは、半年近く己の指にあった花冠の王女エスカ・トロネアラの意い匠しようが施された婚約指輪。出立前にジゼルに頼み、イスカに返したはずの物だ。

「これは……でも」

「駄目だろうか」

　互いに資格のない、しかし未来への望みが形になった品。

「……わたしを共犯者にするおつもりですわね」

「そうだ。俺一人では、意味のない願いだから」

　二人の気持ちが揃わなくては、抗あらがう理由がなくなってしまう。

「──喜んで」

　一度は叶わないだろう未来への重さに耐えかね、逃げた。けれどこんなにも強く望んでくれるのならば、彼を縛しばり付ける覚悟をしよう。

　フローレンスはしっかりと指輪を手の平で護り、大切に抱えて胸元に寄せ、微笑んだ。

（必ず、貴方のもとへ帰る）

　だから、今は。

　心にしゃんと芯を通してイスカを見上げる。明確になった想いは強さを支えてくれた。

「それでは、イスカ。──また」

　いつになるとも知れない『また』。

　けれどそれは諦てい観かんを切り捨てた宣せん言げんで、約束。

「ああ。──また、な。フローレンス」

「はい」

　せっかくなので侵入場所を知っておこうと、別れる前にフローレンスたちもついて行く。

　彼らが足を止めたのは後宮の中央付近にある四阿。あると知って探せば意外と容易たやすく見つかった、張りぼて感の強い出入り口が開かれる。

「そうだ、イスカ。今はどちらにいるのです？」

　居場所を知らなくては、連絡を取りたくてもどうしようもない。

「ラグリマ市街の宿に泊とまっている」

　城じよう下かの様子はまったく分からないので、教えてもらった場所をしっかり記き憶おくしておく。

　それから地下へと消えていくイスカとアルフルードを見送って、フローレンスは深く、息を吐いた。

「凄い偶ぐう然ぜんだったわね」

　ミリアに頼んで二の寵姫の侍女と接触したのが今日だったこと、そしてその時間と場所。すべてが重なってイスカと会えるなど、なんと奇き跡せき的てきな巡り合わせだろうか。

「偶然とは必然ですわ、姫。己の決断と行動の果てに起こるものですもの。──ですからきっと、大丈夫ですわ」

　偶然の出会いすら引き寄せる必然が、フローレンスとイスカの間にはあるのだから、と。

「……ええ」

　力付けようと言ってくれたミリアに、フローレンスもうなずく。

　はっきりと約束をしたからだろうか。胸が少し、温かい。

「都合よく、信じてしまうことにするわ。ミリア、力を貸してね」

「もちろんですわ、姫」
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　フローレンスと別れ、地下水路を逆に辿たどって飲食店へと戻ったイスカとアルフルードは一階に上がった瞬しゆん間かん──真正面に人の姿を見て息を吞のむ。

　正面に座った男は、どうやら意識を失っているようだ。

　肩は上下しているので、息はある。

（しかしこれは、どういう──）

　男性の安あん否ぴにほっとして、改めて現状を把は握あくしようとしたそのとき。

「やあ、二人とも。久しぶり」

「！」

　正面の異い状じように気を取られ、注意が疎おろそかになった背はい後ごから親しげに声をかけられた。

　聞き覚えがある。慌あわててイスカたちが振り返ると、そこには予想通りの人物がいた。

　赤しやく胴どうの髪と紫むらさきの瞳ひとみ。精せい悍かんな顔立ちに毒の艶つやを含ふくませた捉えどころのない笑えみを浮かべたカフィエズは、椅い子すの一つに座って二人に手を振ふっている。

「テメ……！」

「はいはい、アル、大声出さない。用が済すんだのなら鍵かぎをかけるよ。さ、出ていった出ていった」

「何……!?」

　カフィエズの行動の意い図とは分からないが、不可解だった事象の理由は判明した。この店の鍵を開けていたのはカフィエズだったらしい。

　イスカたちを追い出し一人で店内に残ったカフィエズは、地下へと続く通路の下り口をしっかりと元に戻してから、真新しい鍵を使って施せ錠じようした。

「彼は大だい丈じよう夫ぶなのか」

「大丈夫だよ。傷きずも付けてないし。今夜のことはちょーっと曖あい昧まいになってもらったから、飛び起きたときにうたた寝ねしてた自分に焦あせるぐらいだよ。見張りが寝てしまった、なんて失態を自ら報告したりもしないだろうから、空白の時間はまずバレない」

　仕事柄カフィエズは暗示に長たける。自信のある言い様からしても心配はないのだろう。

「じゃあ、少し話をしようか。君たちが取った宿ででも」

「ちッ」

　一体どこから密みつ入にゆう国こくを知られていたのか。ともあれ見つかってしまった以上、無む視しするだけでは片付かない相手だ。舌打ちはしつつ、アルフルードも諦あきらめている。

　予定外の人間を一人増やして宿に戻ったイスカとアルフルードは、部屋の扉とびらを閉め、改めてカフィエズへと向き直った。

「わざわざ声をかけてきたということは、何か話があるのか？」

「もちろんさ。イスカ殿でん下かには、次に機会があったら絶対に言おうと思っていたこともあったからね」

「何だ」

　どう転んでもいい話であるはずがない。構かまえつつイスカが問うと、カフィエズは自らの髪を摑つかんで見せて──。

「髪。君のせいで短くなった」

「……」

　予想外の文もん句くを付けてきた。

「いや、ええと……。すまなかった？」

　今のカフィエズの髪の長さは、短くなったのは分かるが印象として差さ異いはない、ぐらいにまで戻っていた。だがイスカが切り落としたのは事実なので、つい反はん射しや的てきに謝罪する。

「まったくだよ。人間の体の体積は限界があるんだから、道具の仕し込こみ場所が減ってしばらく面めん倒どうだったんだよ。それに、髪を綺き麗れいに伸のばすのは大変なんだからさ」

　理り不ふ尽じんな不満をさも当然のような口調で責めてくるカフィエズに、イスカより先にアルフルードが正気に戻った。憤ふん然ぜんとして怒ど鳴なり声ごえを上げる。

「んなこたこっちの知ったこっちゃねーだろ！　つかテメーの頭なんざハゲ散らかっててもどーでもいいわッ!!」

「なんてこと言うんだ！　僕はまだ髪を諦めるほど達たつ観かんしてないよ！」

「それで傷付く可か愛わいい神経持ち合わせてんなら、いっそこの場で俺おれが町で目ェ引く奇き抜ばつな髪型にしてやるよ！」

「あ、無理だと思う。アルって絶対常識から抜けられない性格してるよね。君の一番つまらないところだよ、そこ」

「面おも白しれェ……。できねえかどーか、テメェの頭で証明してやらァ！　おいイスカ、鋏はさみ持ってこい！」

「そんな都合よく持ち合わせはない。剣けんならあるが」

「君はそれで僕の頭のどこを切る気なの」

　くつくつと楽しそうに笑って、それなりに満足したらしく、カフィエズは肩を竦すくめて話を打ち切った。

「まあ冗じよう談だんはともかくとして」

　果たしてどこからどこまでが冗談だったのか──存在からして冗談が服を着て歩いているような相手に、追及するのは無む駄だだろう。突つき詰つめねばならない話でもない。

「聞かせてくれるかな？　君たちが地下で見たものを」

「お前は知らないのか？」

　意外に思ってイスカは聞き返した。鍵の複製を所持していたりと、しっかり準備されていたようなのに。

「下に人がいないって確信が持てなかったからね。数日様子を見るつもりだった。君たちを見かけて、どうやら代わりに入ってくれるみたいだったからそれを待とうかなー、と」

「楽な仕事してやがんな」

「くっ、ふ。仕事を楽にして何か悪いのかい？」

　嫌いや味みが堪こたえた様子もなく、カフィエズは平然と笑って返してくる。

「お前が調べていたということは、やはりあの店は皇こう帝てい陛へい下かに反意がある者と関わっているのか？」

「そうだね」

　あっさり認みとめた。

　地下水路を利用し、皇帝側が新しく逃とう走そう経路を用意したにしては作りが雑ざつすぎる。繫つながってさえいればいい、とでも言いたげな有あり様さまは、短期的な用よう途ととしか考えられない。

「より正確に言うなら、陛下への反意を煽あおって帝てい国こく民みんを隠かくれ蓑みのにした正教会と、かな。何人か見覚えのあるのが合流したから間違いない」

　正教会に潜せん伏ぷくし、アリオンの護衛として同行もしてきたカフィエズには、正教会側の間かん諜ちようの顔を覚える機会があった。

「正教会……!?」

　しかしイスカにとっては正教会の関わりそのものが初耳だ。異い国こくの地で聞くとは思わなかった存在の関かん与よに驚くしかない。

「驚くことかな？　正教会にとって、今のフローレンス姫は害にしかならない王女だよ」

「フローレンス!?」

　彼女の名前が出てくれば、驚くだけでは済まない。不安を越えて恐怖を感じた。

「彼女は七しち聖せい人じんの子孫だぞ。それに聖せい王おう自ら、今回の皇帝との婚こん姻いんに祝福を与あたえている。繫がりができれば争う理由も減って──」

「いや、だからだよね。帝国の皇こう族ぞくに自分たちが尊とうとぶ七聖人の血が入ったら、単たん純じゆんな敵にはできなくなってしまうじゃないか」

「……望ましいことだろう？」

　国という観点だけで見れば、文句の付けようがない歓かん迎げいすべき婚姻だ。だからこそイスカもフローレンスも、強ごう引いんに逆らう真ま似ねができなかった。

「イスカ殿下って驚おどろきの平和脳だよね。いや、悪くないよ。面おも白しろくていいんじゃないかな」

「……」

　満面の笑みでカフィエズからはそんな賛辞が贈おくられる。さすがにイスカもそれを純じゆん粋すいに喜べるほど単純ではなかったが。

　憮ぶ然ぜんとした表情で沈ちん黙もくするイスカへ、アルフルードは嘆たん息そくして首を横に振った。

「残念だが、正教会はそう思わねえだろうな」

「何か問題があるのか」

「昨日まで蔑さげすんでた奴やつといきなり平等になれねェって感情部分と、西大陸で力の弱まった正教会にとって、教義に保証されてる強大な敵がいるのは都合がいい」

　正教会は自分たちの復ふつ権けんを諦めていない。そのためには西大陸全体で共有する、正教会が正義になれる強大な〝悪の存在〟が必要なのだ。

　そういった意味で帝国は、正教会にとっておあつらえ向きの悪であり、打ち倒す正義を唱となえられる。それが西大陸の常識でなくなっていることが、すでに納なつ得とくのいかない状態だろう。

　帝国が帝国のままで和を結ぶのは間違っていると、本気で考えているのだ。

「敵がいると楽だよー。多少無理無茶しても、『敵を倒すためなら仕方ない』『負けたらもっと酷ひどいことになる』って思って、多くの人が我が慢まんしてくれるから。あと、皆で平等に苦く難なんに耐たえると結束力が生まれるよね」

　アルフルードとカフィエズが口にした答えに、イスカは愕がく然ぜんとした。

「敵にしておきたいがためだけに、人の命を犠ぎ牲せいにするのか……!?」

　争いを生むために争おうとしている。まったく意味が分からない。

「消費するのが自分の命じゃないからねえ。──ま、今の状じよう況きよう説明はそんな感じ。で、イスカ殿下。君が帝国の国家転てん覆ぷくを狙ねらって密みつ入にゆう国こくしてきたとは思わないけど、目的はフローレンス姫なのかな？」

「っ」

　いきなり自分に話が飛んで、イスカは正直に狼狽うろたえた。皇帝の寵ちよう姫きに手を出すなど重罪だ。身分があるせいで個人の咎とがで済ますことすらできない。

　イスカの反応をカフィエズは楽しげに堪たん能のうしてから、感心した声こわ音ねで続ける。

「フローレンス姫もそんな感じだったね。君と引き離はなされたのが相当不本意らしい」

「──そう、なのか？」

「かなり露ろ骨こつだった。姫は君のことにだけは正直だね」

「……そうか」

　自分との婚姻を望んでくれているのだと、イスカもつい先さき程ほど確認した。だが傍はた目めにも分かるぐらいに──というのは、堪たまらなく嬉うれしい、と思う。

（今の状況で喜ぶべきじゃないんだろうけどな）

　愛いとしいと感じてしまうのは仕方がないだろう。

「安心していいよ。それはそれで面白いものが見られる予感がするから、僕は君たちの目的を止めようとは思ってない。喜き劇げきも悲ひ劇げきも嫌きらいじゃないしね。──そんな君なら、フローレンス姫のために頑がん張ばってくれるだろう？」

「ああ」

　当然だ。即そく答とうしたイスカにカフィエズはうなずく。が、イスカの隣となりでアルフルードは隠すことなく不満げな顔をした。

「便利に使いやがる気だな」

「密入国者に拒きよ否ひ権けんはないねえ。外交問題にしても僕は一向に構わないよ？」

「ちッ」

　アルフルードは苛立たしげに舌打ちをするが、それだけだ。

「ま、それで得られるものはお互い何もないし、つまらないからやらないけど」

「楽しんでる間だけは協力的だよな、テメーは本当」

「だって僕の人生だし」

「……で、今も一番楽しいのは陛下が作る帝国の行き先か？」

「くっ、ふっ。そうだね」

　大局的にはカフィエズは皇帝を裏切らないが、皇帝にとっての最さい善ぜんを選ぶわけでもない。カフィエズは結局、自分の楽しみしか最優先にしない男だ。それでも有能だから、ここにいる。

「ということで、イスカ殿下。報告の続きを頼むよ。地下に何があった？」

「地下水路と繫がっている大部屋だ。逃走用と思おぼしき物資も準備されていた。それと……水路の先は後宮に繫がっている」

　後宮への侵入まで明かしていいかどうかためらったが、フローレンスの命に関わる。隠していていい事態ではない。

「地上は白大理石の四あず阿まやの近くだった」

「後宮か。法に則のつとる必要のない相手には、悪くない場所だね」

　なぜ入ってはならないのか、の理由が自分たちにとって取るに足りない以上、反皇帝派の兵士たちや、彼らを誘ゆう導どうしている正教会信徒には関わりのないことだ。

「すでに表に出る細工まで完かん了りようしていた。事を起こす日は、そう遠くないのだと思う」

「だろうね。一いつ刻こくも早く片付けたいはずだ。陛下の治世が安定すればするだけ、手を出し難にくくなるんだから」

　フローレンスが輿こし入いれしてきた今、帝国の仕業と見せかけてフローレンスを害すれば、間違いなく戦いくさの火種になる。正教会としては、この絶好の機会を逃のがすつもりはないだろう。

「侵入経路はそこでいいとして、肝かん心じんの問題があるんだよね。まだ本ほん拠きよが判明してない」

「むしろそっちの方を潰つぶしとかなきゃいけねえだろ」

　フローレンスの身の安全を確保するためには、帝国に入り込んでいる正教会の指導者を捕とらえるのが先決だ。

「道が後宮に繫がってるなら、寵姫たちの関与は確定だと思うんだよね。──ってわけでイスカ殿下。最後の確認行ってみようか」

「確認……？」

　つまり寵姫たちに直接聞いてみるということだろうが、なぜそこにイスカの名が出てくるのか。

「西大陸に行ってたとき、君の面白い噂を聞いたんだよね」

「俺の、面白い噂？」

「その特技を生かして、情報収集してきてくれないかな。後宮には僕が入れてあげるから」

「は……？」

　話の繫がりが見えない。わけが分からずイスカは眉まゆを寄せた。

「前後の会話がおかしいだろう。そもそも俺の面白い噂とは何だ？」

「……え。この流れで分かんない？」

「カフィエズ、教えてやる。イスカに自覚はねェ」

　沈ちん痛つうな面持ちで、アルフルードは相手の意図が分かっている返しをする。イスカは一人疎そ外がい感かんを覚えた。

　カフィエズはきょと、としてイスカとアルフルードを交こう互ごに見て。

「え、何それ。本当に？」

「ああ」

「そりゃ凄すごいな！　本物だ!!」

　実に楽しそうに大笑いした。

「ちょっと待て、意味が分からない！」

「あ、それならそれで別にいい。要はやってくれさえすればね。それじゃ、アル。あとはよろしく」

「……ああ」

「!?」

　アルフルードはうなずいてしまうが──大丈夫なのか。カフィエズはさらりと言ったが、現げん政せい権けんに反はん抗こうする勢力に属す寵姫たちなら、相当の覚かく悟ごをもって臨のぞんでいるはず。内情を聞かせてくれと言って、さらっと話してくれる人間などいるはずがない。

「準備が整ったら伝えに来るよ。じゃ、今日のところは失礼しようかな」

（本気か？　初対面の人間に漏もらすような話じゃないだろう？　試すだけなら損はないとでも？　いや、絶対無理だろう！）

　イスカは混こん乱らんに陥おちいっていたが、本人を放って話はまとまってしまった。

「にしても、陛下は敵の多いことだな。正教会はともかく国民にまで反感買ってんのは、自じ業ごう自じ得とくの部分もあるんじゃねーのか。味方にも敵にも、恨うらまれるようなやり方してるからだろ」

　立ち去ろうとするカフィエズの背へと、ずっと心に淀よどんでいたものを投げ付けるように、アルフルードが苛立ちのこもった声をかける。

「くっ、は！　君が言うの、ソレ」

　足を止めて振り返ったカフィエズは、愉ゆ悦えつを含んだ嘲ちよう笑しようを浮うかべていた。

「何？」

「君だって、味方の部隊一つ全ぜん滅めつさせてるじゃないか。その家族が、友人が君を恨んでいないとでも？」

「っ、ざっけんな!!　分かっててやったのはテメェだろ！」

　皇帝率ひきいる本隊の勝利のために、アルフルードの部隊は囮おとりとして使い潰つぶされた。

　そうされれば全滅の道しかないのを承しよう知ちでカフィエズは策を実行し、敵をアルフルードのもとまで誘導したのだ。

　来ると伝えられていた救きゆう援えん部ぶ隊たいの到着は時を過ぎ、最後まで来なかった。

　後に生き延のびたアルフルードが勝利に湧わき立つ本ほん陣じんの様を知って、何を思ったか──。

　直接最後の一手を実行した相手へと、アルフルードは怒鳴る。しかし。

「僕じゃないよ」

　カフィエズからは冷れい淡たんな否定が返ってきた。

「あァ!?」

「彼らを死地に選ばせたのは、君だよ？　アル」

「……な、に？」

　真実を伝える平へい淡たんさで発せられた言葉に、アルフルードは吞まれてしまう。声に戸と惑まどいと、怯おびえが滲にじむ。

「君はさっき陛下のやり方を非ひ難なんしたけど──同時に思っていただろう？　ウルならよかったのに、って」

「──っ!?」

「ウルには皇こう位い継けい承しよう権けんがある。陛下はああいう方だから、能力は買われても人がついてくる人ひと柄がらじゃない。あ、僕は好きだけどね」

　最後に擁よう護ごとも言えない一言を付け加えつつ、カフィエズは堂々と主あるじを酷こく評ひようする。

「陛下もそれはもちろん自覚してる。──当時の軍の士気を支えていたのは、ウルと君だった。特に君は貧ひん民みん出身だったから、下にこそ人気があったよねえ」

　軍の戦力の大部分を構成する、民間出身の兵士たちに。

「君が本当は『ウルが皇帝ならいいのに』って思ってたこと、皆知ってた」

「……やめろ」

　先の想像がついたのだろう。アルフルードは声を震ふるわせ、カフィエズの口を止めようとした。

「君が望むならそっちを立てた方がいいんじゃないか、なんて浅はかな声まであった。ウルは臣下としてなら有能だけど、皇帝の器うつわじゃないのにねえ。もし具体的に行動が起こってたらさ──」

「うるせえ、やめろッ!!」

　悲鳴に近い声で怒鳴って、アルフルードは奥歯を嚙かみ締しめる。震える体を抑おさえ込こむように、拳こぶしを強く握にぎり締しめた。

「くっ、ふっ。──で、そんな君がいなくなったんで、めでたく士気はウルに集結した。そしてウルは絶対に陛下を裏切らない。だからまあ、いいところに落ち着いたんじゃないかな」

　ウルアトシェには向けられる尊そん敬けいを受け止めるだけの器があった。ゆえに──軍は何も変わらなかった。結束力が増した効果さえもたらしたかもしれない。

「犠牲の出ない戦いなんかないんだから、気にする必要はないけどね。それじゃ、また」

　蒼そう白はくになったアルフルードを楽しげに見やり、カフィエズは今度こそ、誰に止められることなくその場を後にする。

「……アル」

　立ち尽くすアルフルードにイスカはかけるべき言葉を探して──見付けられずに、ただ名を呼ぶことしかできなかった。

「……だったら、何だ。俺が殺したのか。俺が指し揮き官かんだったから。俺が、ウル様に抱いた夢を捨てねェガキだったから……？」

　呆ぼう然ぜんとした声で呻うめいて、アルフルードは項うな垂だれたまま、動かない。

　部屋はその日、長い時間沈黙に包まれた。
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　今日ついに、フローレンスは皇帝と初の面会を果たす。

　装よそおいは到とう着ちやくしたその日から、もちろん帝国の土地柄に合わせていた。しかし今日は盛せい装そうである。粗そ相そうがあってはならないと、周囲の侍じ女じよたちにも気合いが入る。

　白と金の緞どん子すで織られ、房ふさ飾かざりのついた腰こし丈たけのベスト。フローレンスの背せ丈たけに合わせて作られた、踝くるぶしまでを覆おおうカフタンは銀の花が刺し繡しゆうされた薔ば薇ら色いろ。下にはシャルワールを穿はいており、ほぼ覗のぞくことさえないだろうそれも緞子製。細やかな刺繡には隙すきがない。

　腰に巻まかれた帯はダイヤモンドを中心に貴き石せきが散りばめられ、品のある贅ぜいを主張する。靴くつは仔こ山や羊ぎの白革に、金糸で豪ごう奢しやさを添そえていた。

　頭に飾る帽ぼう子しはこの地の気候に相応ふさわしく、軽かろやかな薄うす絹ぎぬ。帽子と共に彩いろどりを加える髪飾りは、皇帝の瞳の色に染そまった柘榴ざくろ石いしだ。

　──メヘラザーテ・ジス・レダクートゥール。それが大だい砂さ漠ばく帝国を統すべる皇帝の名。

　フローレンスが訪れると見張りの兵が道を開け、謁えつ見けん室しつへの扉を開く。鮮あざやかに染め上げられた紅くれないの絨じゆう毯たんの先にある玉ぎよく座ざで、メヘラザーテはフローレンスを待っていた。

　空気が、痛い。

　謁見の間に満ちる雰ふん囲い気きは、とても冷ややかで息苦しい。直立不動で場に存在する数人の近衛このえも、まるで置物のように人間味がない。そうさせているのは、もちろんこの場の支配者であるメヘラザーテだ。

　設しつらえられた王おう座ざの数歩手前で足を止め、フローレンスは膝ひざを突く。

「顔を上げよ。──後こう宮きゆうでの暮らしはどうだ、フローレンス」

　フローレンスの頭上から淡たん々たんとした声が降ふり注そそいだ。言葉に従したがい顔を上げてから、従じゆう順じゆんに応じる。

「つつがなく過ごさせていただいております」

　すべての色しき彩さいを吞のみ込んで練り合わせたかのような、深みのある夜色の髪。豊かに背に流れるそれは、飾り紐ひもで一つに結ゆわれている。柘ロー榴ドラ石イトの瞳は酷く無む機き質しつで、感情の読めない虚うつろを湛たたえていた。

　メヘラザーテは高こう貴きな血ち筋すじを連想させる整った容よう貌ぼうの持ち主ではあったが、それよりも見通せない深しん淵えんを覗いてしまったかのような、内側から這はい上あがる恐きよう怖ふを覚える方が余よ程ほど印象が強い。彼が整った容よう姿しの持ち主であると気付くのは、一いつ拍ぱく遅れてからだ。

　──正直に言って、意外だった。

（もっと、こう……。野望に向かって邁まい進しんするような、熱のある人だと思っていたわ）

　しかし実際に会ったメヘラザーテから感じるのは、凍いてついた無感動。

「ならば、よい」

　感情の伴ともなわない声で言うと、メヘラザーテはフローレンスが置かれる立場を告げる。

「お前を皇こう妃ひとして娶めとるという、エスカ・トロネアとの約やく定じようを違たがえはしない。しかし、今しばらくお前が私の閨ねやに侍はべることはなく、式も延えん期きする。位も寵姫の一人として過ごせ。だがこのことはお前の地位を危あやうくするものではないとも、宣せん言げんしておく」

「お心こころ遣づかい、ありがとうございます」

　心の底から、安あん堵どを覚える。

　メヘラザーテにとってフローレンスは条件のいい妃きさきだ。だが己の後を継つがせる世よ継つぎの母の席は、まだ餌えさとして空あけておきたいらしい。彼との離り縁えんを目指すフローレンスにとって、これは幸運でしかない。

　メヘラザーテを受け入れられる気が、まったくしない。

　彼だからではない。心に想う人がいる状態で、他の誰かを受け入れるなど無理なのだ。

「お前には特別に、我わが内ない廷ていに部屋を与える」

　メヘラザーテから口にされた待たい遇ぐうは、あらかじめカフィエズから聞いていたのでフローレンス自身は驚かなかった。だが周囲の声に合わせて動どう揺ようは示しておく。

　高官たちの反応は顕けん著ちよだった。彼らがざわつくのも分かる。皇帝の私し的てき領りよう域いきである内廷には、選えりすぐられた小こ姓しようや宦かん官がんしか入れない。メヘラザーテは一部の臣下に入場を許しているが、特別だ。慣習破りでもある。それをメヘラザーテに物申せる官かん吏りはいないだろうが。寵姫とて同じ。本来の居場所は後宮のみで、内廷までは入れない。

　正直なところ、暗殺の危険があるフローレンスにとっては内廷に入れるのはありがたい。しかも皇帝と同じ宮にいられるのなら、話をする機会もあるかもしれない。イスカへの答えを出すためにも、接触は望むところだ。

「己の状況をわきまえた上で、自由に過ごせ。以上だ。下がってよい」

「はい」

　ほぼ必要事項の通達のみで終わった初対面から、フローレンスは一礼して引き下がる。

（政権が安定していないことに救われたわね。でも、内政が落ち着けばいずれは……）

　エスカ・トロネアの王女という肩書きが、重い。

　後宮へと戻ったフローレンスは、ミリアが淹いれてくれたお茶を飲みつつ、一息つく。

「皇帝陛下はどのような方でいらっしゃいました？」

「不思議な方だったわ」

　ミリアの問いにフローレンスは感じたままを答え、先程目にしたばかりのメヘラザーテの姿を思い起こす。

「陛下は自らの意志で荒れた帝国を御ぎよし、皇位に就ついた方よ。そこには何かしら強い思いがあったはず」

　野心でも、責任感でもいい。けれど実際に会ったメヘラザーテからは、何も感じられなかった。目に映うつるすべてに興味がないと言わんばかりの、暗い虚ろな瞳。

　メヘラザーテがイスカとの対話に応じる絵が、フローレンスには思い描えがけなかった。

（絶対に無理、と言えるかはまだ分からないけれど）

　謁見室に満ちた冷ややかさや本人の印象から、望み薄うすである気がする。

「何にせよ、離縁交こう渉しようを模も索さくするのはまだ先ね。今は目の前の危き機きを片付けなくては」

「ええ、そうですわね」

　どうせ一いつ朝ちよう一いつ夕せきでメヘラザーテに近付けはしない。対応する順番を間違えれば、肉体的な意味で破は滅めつする。

　そのために仕込んだ二の寵姫・ティラファとの接触だが、急いで正解だったかもしれない。四阿に設置された抜け道を考えれば、時間の猶ゆう予よはなかったはず。

（抜け道が正教会と無関係であればまだいいわ。純粋な反皇帝派ならば、あえてわたしを狙って害するほどの理由はないのだから）

　巻き込まれる以上の心配はしなくていい。

（でも正教会と繫がっているのなら、一番危ういのはわたしになる）

　とはいえ同時に相手を釣つり上あげる好こう機きでもある。正教会に都合のいい王女と納得させられれば、暗殺を抑よく止しできて、相手方に深く入り込むことさえ可能かもしれない。

　できれば首領まで把握したいと思っている。

（正教会の間かん諜ちようの情報は、陛下にとって絶対価か値ちがあるはずよ……）

　ある意味、正教会のおかげで交渉の余地が生まれると言えた。

（……ああ）

　そこまで考えて、フローレンスは唇くちびるを嚙む。自身が厭いとわしくて。

（悲劇を望んでなどいないつもりなのに。自分の損得で考えてしまうわたしは、本性では望んでいるのかしら。──いいえ）

　嫌けん悪おを感じつつ、沈しずみそうになる心を叱しつ咤たするため、そうではないと言い聞かせる。

（火種を求めているのは、あくまで正教会。止めることは間違っていないし、無む為いに犠牲を生みたくない気持ちにも噓うそはない。わたしの利り己こ的てきな部分があったとしても……）

　現状から導かれる結果の中にあるだけのことだと、滅め入いりかけた気持ちを振り払う。

「──フローレンス様、失礼いたします」

　そこで、一息ついた頃合いを見計らったかのように、侍女が一人進み出てきた。

「今しがたティラファ様より使いの者が訪れまして、こちらをフローレンス様にと」

　差し出されたのは、一通の手紙。

「ありがとう。ご苦労様」

　手紙を受け取って侍女を下がらせ、すぐに中身を読んだフローレンスは、唇に笑みを浮かべた。

「ティラファ様は何と？」

「お忍しのびのお誘さそいよ」

　ミリアの言葉に、フローレンスは満足げに答えた。向こうの行動も早い。いい展てん開かいだ。
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　メヘラザーテと初めての謁見を終えてから、フローレンスは少々忙いそがしい日々が続いた。後宮の部屋はそのままに、内廷に新しく用意された部屋も整えなければならないためだ。

　しかしあまり最初からメヘラザーテに近付きすぎると、反皇帝派であるティラファの不ふ審しんを買ってしまう。惜おしくはあるが──なるべく内廷を避さけて過ごしていたら、メヘラザーテから呼び出しを受けた。

（せっかく賜たまわった部屋を蔑ないがしろにして、不ふ敬けいだと怒おこられるかしら）

　まだ呼び出した当人のいない応接室で、フローレンスは不安な面おも持もちで考える。離縁を目指してはいるが、不ふ興きようを買うのは避けたい。

　──ややあって部屋に入ってきたメヘラザーテを迎え、正面から相あい対たいする。初対面のときと同じく、感情を宿さない冷めた瞳でフローレンスを見やり、彼は口を開いた。

「私はお前に己の立場をわきまえよと言ったはずだが。理解できない愚おろか者ものなのか、申し開くべき理由があるのか、どちらだ？」

　メヘラザーテの問いで、フローレンスは呼び出された理由を理解する。

　ティラファから誘いを受けたとき、フローレンスはこっそり後宮を抜け出すものだと思っていた。ティラファには後宮を管理している宦かん官がんの何人かに伝つ手てがあり、無理を押せば数時間ぐらいは外出を目こぼししてもらえるらしいので。

　とはいえ命を狙われている身としては無む謀ぼうすぎだ。自分を護る理由がしっかりとある護ご衛えいが欲しい。

　それを用意できる当ては──悔くやしいことにカフィエズ一人しかいなかった。

（陛下に伝えるか、黙って楽しんでいるか五分五分だろうと思ったけれど、伝えられてしまったわね）

　こうなった以上はメヘラザーテを説得するしかない。

「理由がございます」

「申してみよ」

「この度の外出は、陛下にとって有ゆう益えきな情報を得る足掛かりになると思っておりますわ」

「献けん身しん的てきなことだ」

　冷れい笑しようと共に下された評価に、フローレンスは微び笑しようで応じた。

「帝国という大きな器に比べれば、我が身などいかほどのものでございましょう」

　フローレンスの身分よりも帝国に益をもたらす情報。それがあれば離縁の交渉ができる。

「……」

　目を眇すがめ、長く息をついたメヘラザーテは、しばしの沈黙を落とした。

「確かに私にも利はある。お前が己の立場を理解した上で行動しているのなら、外出を許可しよう」

「ありがとうございます」

　頭を下げつつ、フローレンスは心臓が縮ちぢむ感覚を味わう。

（読まれた気がする）

　フローレンスが交渉の材料を探していることを。だから許可を与えながらも、メヘラザーテは情報の共有を命じなかった。

　フローレンスから得なくても、勝手に奪うばえる自信があるのだろう。

（こういうところの印象は来る前に抱いていたものと変わらないわね。豪ごう胆たんな方だわ）

　メヘラザーテがやろうとしているのは、フローレンスがティラファにやろうとしていることと同じ。フローレンスを使い、反対抗組織本体の尻尾しつぽを摑む。

（でも、わたしは負けない）

　価値のある情報を摑むのは自分が先。フローレンスも絶対に、譲ゆずるつもりなどない。





[image: ]






　──数日後、フローレンスはお忍び外出用に地味めの装いをして、ミリアと共に内廷にある自室を出た。今日はティラファとの約束の日である。

　メヘラザーテ公こう認にんのお忍びとなったので、護衛はハルシュラが駆かり出だされた。

　とはいえ公認なのはティラファには内密なので、離れて護衛してもらうことになる。

　後宮と内廷の境となる門の前まで移動して、待つことしばし。ややあって、侍女を一人伴ったティラファが姿を見せた。

「ごきげんよう、フローレンス様。では、参りましょうか」

「ええ、よろしくね」

　しかし寵姫が外に出ることをあっさり黙認するあたり、皇帝の関心の低さが窺うかがえる。

（今の後宮にいる寵姫たちからは、世継ぎの生母を選ぶおつもりがないのでしょうね）

　寵姫の名を持つ姫たちは、すべて国こく策さくにおいて意味のある女性ばかりだ。

　第一皇おう子じの生母になる女性は、政情によってあと二、三年のうちに招かれるに違いない。

　──もしくは、今以上の好条件を超こえる女性がいなければ、フローレンスが。

（……）

　そこまで考えて、日ひ除よけのヴェールを強く摑んだ。

「フローレンス様？」

「！」

　いつの間にか、ティラファから数歩遅れて歩いていた。慌てて速度を上げる。

「慣れない土地で緊きん張ちようしていらっしゃる？」

「ええ……。そうかもしれないわ」

　ぼんやりしていたことを誤ご魔ま化かすように、曖昧に笑う。

「西大陸では、こちらの物ぶつ騒そうな話ばかりが伝わっているのかしら？　でも大丈夫よ。最近は……とても、落ち着いてきたから」

（？）

　後半、少し苦いものを含ませたティラファの言い方に引っ掛かりを覚えた。

（帝国が秩ちつ序じよを取り戻しつつあるのは事実。今陛下を喪うしなえば、この国は再び混乱に陥るだろう、なんてことは外から見ただけでも一いち目もく瞭りよう然ぜんよ。それでも貴女たち反皇帝派は、皇帝を降おろそうと画かく策さくしているのでしょう？）

　なぜだろう。すでに計画は形を伴って進行しているだろうに、ティラファには迷いが見える。

　今更といえば今更。けれど、突いてみる価値はある。

「陛下は頼もしい治世者でいらっしゃるのね」

「……ええ。そうだと思うわ」

　認めた声音に、メヘラザーテへの嫌悪は見えない。代わりに辛つらそうな悲しみがある。

　ならばもう一つ、皇帝についての話を振ってみよう。

「けれど、少し怖い方だったわ」

「そうね。とても怖い方。容よう赦しやのない方だもの。敵対した者の、敵になった事情など鑑かんがみてはくださらない……」

（ティラファ妃の出身地は、たしか陛下の敵地だったものね）

　後宮に移ってすでに数日。寵姫たちの簡単な身辺調査は済んでいる。書類上のことはカフィエズに聞けばすぐに分かったし、周囲の評判はミリアが集めてきてくれた。

　ティラファは平民出身だ。親兄弟を内ない乱らんで亡なくしている。

　強制的に徴ちよう兵へいされる民に、上の思想など関係ない。ティラファたちの一家はたまたまメヘラザーテと敵対する勢力の領地に住んでいた。それだけだ。

　その後、反皇帝派と繫がりのある奴ど隷れい商人によって、彼女は後宮に売られてきている。きっと、反意を持って自ら入ってきた女性だ。

　ティラファにとって、メヘラザーテは悪の権ごん化げのようなものだったはず。しかし、今のティラファはどうやら迷っている。

　寵姫教育の中で、一市民として暮らしてきたときとは違う角度でメヘラザーテを観みる機会があったはず。非道であっても仇かたきであっても、彼が成した非道の意味と結果を知れば、ためらいが生まれることもあるだろう。

　──彼女を、取り込めるかもしれない。

（可能性があるなら……。でも、まずは彼女のことをもっと知らなくては）

　ティラファを引き入れられれば様々なことが楽になる。だが必要な協力を仰あおぐには、フローレンスの狙いも明かさなくてはならない。彼女のことを知らずにそこまで賭かけるのは時期尚しよう早そうだ。

　やや長く、沈黙が落ちる。

　ティラファも妥だ当とうではない話だと気付いたのか、微笑を作って話題を変えた。

「それではまずは、フローレンス様に我が国の名品をお目にかけましょうか」

「帝国の名品、というと……」

「こちらよ」

　ティラファがフローレンスを案内した先は、装そう具ぐ店てんだった。

　帝国といえば宝石、鉱石の産出国。貴き婦ふ人じんの気を引き立てるにも有効だ。

　引きこもりだったフローレンスだが、だからといって身み形なりが適当だったかといえば、そんなことはない。相応の装そう飾しよく品ひんは持っていたし、身につけていた。

　しかしエスカ・トロネアの贅を知っているフローレンスをもってしても、店内の様子は驚きよう嘆たんに値あたいするものだった。

「わ……！」

　そこはまさに、輝かがやく貴石の御ご殿てん。

　磨みがき抜かれた宝石は、種類も色も様々。加工前の宝石と、装そう身しん具ぐとして完成された物の両方があり、店内に整然と並んでいる。その洗せん練れんされた佇たたずまいは、場に入った者を圧あつ倒とうする、美しさという迫はく力りよくがあった。

　資し源げんが豊かだとは知っていた。だが目まの当あたりにすることで実感を伴って心が震える。

（凄い、の一言に尽つきるわね……）

　エスカ・トロネアであっても高位貴き族ぞくの館やかたで厳げん重じゆうに保管されていそうな代しろ物ものが、当たり前の顔をして陳ちん列れつされているのだ。

「この店の職人は、宮きゆう殿でんに工こう房ぼうを賜っていた経歴の持ち主よ。高こう齢れいになって後進に譲ったけれど、名工には違いないわ」

「そうなのね……」

　ティラファの言げんにしみじみと納得し、店内を見回す。

「おや、異国の客人かね。珍めずらしい」

　と、フローレンスのヴェールから覗く鮮やかな金きん髪ぱつが目を引いたのか、奥から出てきた老人に声をかけられた。

　店番の青年が老人のために道を開ける。その行動には敬けい意いが窺えた。

「そちらに興味がおありかな」

　一いつ瞬しゆん、老人が何を指しているのか分からなくて戸惑ったが、目線で正面にある商品のことだと気付く。

「あ、いえ……」

　断りかけて──ふと、目の前の指輪に施ほどこされた意い匠しように惹ひきつけられた。

「これは……？」

　銀細工の指輪だった。モチーフの主役はどうやらゼラニウムだが、意匠は控ひかえめである。中央の貴石は涙型の星状青石スターサフアイア。

「皇こう宮ぐうの工房のひよっこどもがな、皇帝陛下のお后きさきになる予定の西のお姫様に献けん上じようする品を作ることになったらしい。何にすればいいかと泣きついてきよるのでな、仕方ない。一いつ緒しよに考えてやったのよ。そいつは物は劣おとるがほぼ同じ意匠だ。どうだね一つ。後のちに自じ慢まんの種になるかもしれんよ」

（これを、わたしに……？）

　フローレンスは品物の形に若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えた。

　すっきりとして品が良く、好ましくはある。しかし物足りない。女性らしい華はなやかさに欠ける──と思考が及およんだところで、理解した。

（そうか。だからわたしに……）

　ゼラニウムの花言葉。それが答えだ。

「素晴らしい品ですね」

「そうかね」

　満まん更ざらでもなさそうに、老人は顎あごを撫なでる。

「西から来たお姫様の国は、花に縁えんが深いらしい。──花は、ラグリマの誇ほこりだ。豊かな西じゃどうか知らんが、帝国では花といえば富ふう貴きの象しよう徴ちよう。戦争が始まって、まったく見なくなっちまったが……。精神的にも現実的にも貧しくなったのがまざまざと分かるってのは、寂さびしいねえ」

　豊かさの象徴、皇こう都との民の誇りだという皇宮庭園には、現在食用となる植物しか植えられていない。

　観賞用の花でこそないが──

「それでも、種は蒔まかれていますわ」

　もう一度、豊かになるために。

「……ああ、そうだね。せっかく内乱が終わったってのに、今度は西と戦争になるなんて話を聞いたときはどうなるかと思ったが……。血の気の多い連中が戦いくさに行ったんで、助かった所も少なくはなかっただろうよ。帰ってきた連中も、こっちでだいぶ飯が食えるようになってるとは思ってなかったみたいで、びっくりしとったなあ」

　敗まけるつもりではなかっただろうが、メヘラザーテにとって過日の一戦は起こすだけで一つの役目を果たしていたのだ。職に就けず食いあぶれた者たちが賊ぞく徒ととして市民を脅おびやかす前に、兵として徴ちよう収しゆうする。その間に国の治安を整え、生活の土ど壌じようを築いていく。

　西大陸は本当に、時間稼ぎに使われたのだ。

　……複雑な気持ちになる。

「最近の配給は、ずいぶんマシになった」

　老人の声は過去を懐なつかしむものも入っていたが、同時に未来へと望みを乗せた明るさも存在していた。それを見るティラファは再び、苦い顔をする。

「金属の加工ができる人間は、みんな揃そろって戦用の剣や鎧よろい、鏃やじりを作っとった。いらん技術が上がったが、その分自分が何を作りたいか見つめ直す機会にはなったかね。やはり職人として一番達成感があるのは、美しい品物を造り上げたときだからなあ」

　晴れやかに、愛しそうに──老人は彼が手て掛がけてきたのだろう、店内の品々を見渡す。

「これで争いが終わってくれればいいんだが」

　そして続けられた言葉は、祈いのり。

「あぁ、いかんな。久しぶりの異国の客人を前に、つい出しゃばってしまった。店のことはとっくに息子むすこに任まかせたというのに、年とし甲が斐いもなく……。すまなんだな、お嬢じようさんがた。老人の世間話に付き合ってくれて、ありがとうよ」

　最後に穏おだやかな笑みを刻きざんで、老人は店の奥へと戻っていく。

　老人の背を見送ったティラファは肩で大きく息を吐はいた。責められていた苦く痛つうからようやく解放された、とでも言うように。

　だがその瞳には苦く渋じゆうと哀あい惜せきが色いろ濃こく残ったまま。

（演技ではない、と思う）

　ティラファの様子を観察していたフローレンスはそう感じた。けれど確信がない。

（イスカなら、こういうとききっと、迷わないのでしょうね）

　何よりもまず、ティラファが抱かかえる苦く悩のうを気き遣づかうだろう。

（……わたしはやっぱり、打算からは抜けられないわ）

　失敗もできない。だからまずは、痛いた手でにならない噓から入る。

「ねえ、ティラファ様。実はわたし、貴女あなたに力ちから添ぞえを頼みたいことがあるの」

「！　あ、ええ……」

　物思いに沈んでいたティラファは、フローレンスに話しかけられてびくりとした。だがすぐにこのお忍びの本来の目的を思い出したのだろう、フローレンスへと向き直る。

　ただしその表情は、やや気乗りしていないように見えた。

「貴女だから正直にお話しするわ。期待をしてくれている両国の民には悪いけれど、わたしに人ひと質じちとしての価値はないと思うの。それに、いつ殺されるともしれない地には尽くせない……」

「……ええ、そうでしょうね。わたしでも御ご免めんだと思うもの」

　ティラファはフローレンスの言い分を否定しなかった。理不尽な死を迎えたくないと思うのは、きっと誰もが同じ。

　だがその理由だけでは、彼女が動きたくなるような材料が足りない。ゆえにもう一つ、フローレンスはティラファに利を注そそぎ込んだ。

「どうあっても国に帰りたい、と思っているわ。そしてきっと、わたしは故国に帰った方が今後の帝国の役に立つと思うの。なぜならわたしにはエスカ・トロネアの姫として、いくつか動かせるものがある」

　実際にフローレンスが動かせるものなど本当に微び々びたるものだが、ティラファには確認できない。この場を信用してもらうための方ほう便べんである。

　少しの間を置いて、ティラファはうなずいた。

「分かったわ」

（これで、彼女と繫がっている相手に正教会の人間が関わっているなら、一旦暗殺は思い留まるでしょう。むしろわたしを助けたいと思ってくれるはず。可能性だけでも感じてくれれば充じゆう分ぶん）

　実利と信しん仰こうの両方で、猶予が得られるはず。

（わたしの意思の真しん偽ぎを確かめるために、正教会なら絶対に接触してくる。首しゆ謀ぼう者しやに辿り着ければ片付くわ。……あとは）

　目線を向けたティラファの表情は曇くもったまま。彼女の見せる憂うれいが気がかりなのも、噓ではないのだ。
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　後宮に侵入して数日後。イスカのもとに、思ったよりも早くカフィエズからの呼び出しが来た。

　落ち合うために指定されたのは宮殿の聖せい堂どう。一いつ般ぱんにも開放されている区画だとはいえ、密入国者に宮殿の門を正面から潜くぐらせるとは、無茶をさせる。

　宮殿には知り合いがいるかもしれない、という理由で、アルフルードは宿で待機だ。カフィエズからの伝言でも用があるのはイスカだけのようなので、問題ないだろう。

（俺が捕つかまったところで、カフィエズなら娯ご楽らくとして笑って済ませるだろうからな。無茶を振られても仕方ないが）

　圧倒的に立場が不利なのでどうしようもない。フローレンスを護るためだと思えば、行かない選せん択たく肢しがあるはずもなかった。

　人ごみに紛まぎれて移動する。それなりに混雑しているのが幸いだ。

　聖堂へと入って端はしに近い席へと歩み寄り、地味な赤毛の青年に声をかける。

「来たぞ」

「うん。じゃあ行こうか」

　姿は変えているが、声は素のままでカフィエズは答えた。イスカに本人である確認をさせるためだろう。

　衛え士じの護る第二の門をするりと通り抜け、連れてこられたのはなぜか衣い裳しよう部べ屋や。

「さて。いきなりだけど、君には今から宦官の扮ふん装そうをしてもらう」

「は？」

「後宮に入れるのは女性と宦官だけなんだから当然だろう？　二の寵姫か三の寵姫か、もしくは彼女たちの情報を持って来られる、近しい侍女を頑張って口く説どき落としておいで」

　──無理だろう！

　危うく出かかった主張を、ギリギリで吞み込んだ。代わりに。

「……要は、情報を盗ぬすめばいいんだろう？」

「いや、僕としてはぜひ現場も見てみたい」

「何の現場だ……？」

　カフィエズはイスカに衣装を押し付けつつ、自身も手早く着替えていく。慣れている。

　もしかするとカフィエズが変へん装そうした姿は、正式に宦官担当者として登録されているのではないだろうか。

　一人で放り込まれても途と方ほうに暮れるだけなので、初日だけでも案内をしてもらえるのは助かる──のだがそれはともかく。

（情報を盗み出す現場、のことだよな？　しかし形として情報を盗めるとは考えにくいから、手口が見たいという意味なのか。……というか、聞き取り技術と呼べるものなど俺にはない）

　カフィエズの方が余程玄くろ人うとだろう。

（俺がやるなら、寵姫が接触している相手を突き止め、辿っていく方が現実的だ）

　しかしカフィエズ自身その情報が摑めていないからイスカに役目を振ってきたのだろうし、専門の人間にできないとすれば、どうすればいいのか。

「まあまあ、気負わずに行こう。無理なら当初の予定に立ち返るだけだし」

「当初の予定？」

「彼女たち自身の体に聞く」

「！」

　ばたっ、と手に持った帯を落としてしまった。

「驚くことはないだろう。彼女たちは元々、そのために後宮に入れられたんだし。ただせっかく君が来たから、その前にちょっと試してみようかなって思っただけだよ。もし噂が本物で、僕にも習得できるならぜひ欲しい技能だし」

「……俺に尋問の経験はないが」

　秘密を暴けるような気の利きいた話術など持ち合わせていない。せいぜい軽んじられないようにするので精せい一いつ杯ぱいだ。

（だが……）

　カフィエズはさらりと口にしたが、冗談でもなければ口調のままの軽い事態でもない。彼は間違いなく実行する。弟を洗せん脳のうし使し役えきしたやり口を思い出し、胸きよう中ちゆうに焦りが生まれた。

「やる気になってくれたかな？」

「……情報を聞き出せたとして、その寵姫たちはどうなる」

「処しよ刑けいされるだろうね。国家を脅かした反逆者だし。でも楽に殺してあげるぐらいの慈じ悲ひなら掛かけ合あってあげてもいいよ」

「皇帝陛下の考え方は、未いまだ戦時のものなんだな」

　味方の裏切りは、絶対に許されない。

「陛下にとっては戦時中さ。西大陸との休戦に応じたのだって、国力を養うための時間稼ぎだし。二、三年後には本ほん腰ごし入れて侵しん略りやくに取りかかるんじゃないかな」

「何……!?　待て、ならフローレンスは……！」

　和平のために招かれた西大陸の姫は、どうなるのだ。

「さあ、どうだろう。彼女が帝国で皇妃として何をしてくれるのか、僕としてはとても見み応ごたえがあって楽しいだろうと思っているけど」

　内容にはまったく相応しくない、好みの娯楽を目の前に、ただ純粋に楽しんでいる声音。カフィエズの本気を悟さとって、イスカは寒気を覚える。

（皇帝の目的を知れば、フローレンスはきっと、西大陸との和平を護ろうと立ち上がる）

　皇帝を説得し、成なし遂とげるかもしれない。フローレンスにはそう思わせる力があった。

　きっとそれは、現在の情勢で最も正しい選択だろう。

（だからこそ、フローレンスを得たいという個人感情を満たすなら、犠牲の上に成り立つものであってはならない。今、俺にできることは……）

　結局、原点に立ち戻るだけだ。

「皇帝陛下は、帝国をどう導くつもりなんだ」

「くっ、ふ。それは君が頑張って、陛下から直接聞いたらいいんじゃないかな」

「そうだな」

　カフィエズと話しても、皇帝に齟そ齬ごなく伝わるわけではない。

　真意を語り合うのならば、直接でなければどうしたって歪ゆがみが入る。

　皇帝と会って直じかに話したい。──より強く、そう思った。

「じゃ、行こうか」

「……分かった」

　覚悟を決め、イスカはカフィエズの後について部屋を出る。

（だが、たとえ何を知ったとしても、彼に伝えるわけにはいかない）

　寵姫たちの存在理由を失わせてはならない。そして、根本的に解決するには──

（……駄だ目めだ。思いつかない）

　しかしこれは諦めていいことではない。何とかしなくては。

　ややあって、後宮の門へ辿り着く。その場を護っている衛士たちは、カフィエズの姿を見てあっさりとイスカを通した。カフィエズが連れている見慣れない人物、というのは珍しくないのかもしれない。

「誰の変装だと思う？」「いや、分からん」「化け粧しようで化けるのって女だけじゃないんだなあ……」「俺もちょっと教わってみようか……」という会話が背後から聞こえてくる。やはりなくはない事例らしい。

　二度目の後宮の土を踏みしめつつ、考える。

　盗み聞きに役立つ技能なら、確かにイスカは持ち合わせていた。気配を消すのも優すぐれた聴ちよう覚かくも有効だ。

（反勢力の決行日が近いから、外部からの接触が必ずある、という判断か？　だとするなら機会は一度。常に周囲に気を張っておかなくては……）

　カフィエズの意図をイスカなりに察して納得したあたりで、向けられる視線に気が付く。後宮に勤つとめる侍女たちだ。

　新顔であり、イスカの容姿が珍しいのは当然だろうから、気にはならない。

　帝国は大多数の民が褐かつ色しよくの肌を持つが、北部属州の一部などには白い肌を持つ者もいるという。西大陸とは顔立ちに若干の差異があるが、ぱっと見の印象はそう変わるまい。珍しさから注視されても、せいぜい辺境から田舎いなか者ものが出てきたな、という程度だろう。

「うーん……。歩くだけでも華があるのか。所作の綺麗さが絶対条件なのは分かるけど、なんでだろ。完かん璧ぺきに模も倣ほうしたらいけるのか？　妖よう魔まだから、で理解を諦めるのは好きじゃないんだよなー……」

「？」

　隣で深しん刻こくそうな呟つぶやきを零こぼすカフィエズが気になって、顔を向ける。

「何だ？」

「いや、君ってやっぱり人が目を逸そらせない雰囲気があるんだなあと。どうやって醸かもし出だしてるの、それ」

「……警けい戒かいされている、ということか？」

　怖いものほど目を離せないという、あれか。

「そうじゃなくて。彼女たちの顔が君を警戒しているように見えるのかい？」

　一瞬だけ視線を滑すべらせカフィエズが示した人たちを確認する。彼女たちは皆、頰ほおが赤く、瞳も熱を持って潤うるんでいる。意識すべてを視線に込め、イスカを見ていた。

「普通だと思う」

「異常だよ!?」

「どこがだ？」

「いや、人間普通、あんな思考放ほう棄きした顔しないからね。あの状態になるのは医者が治せない病やまいにかかったときだけだからね」

「彼女たちは病気なのか!?」

　驚きよう愕がくの事実を聞いてしまった。

　何ということだ。同様の症しよう状じようをイスカは数多く見てきた。今までイスカが出会ってきた淑しゆく女じよのほとんどは、病の身をおして外交の務つとめを果たしていたというのか。

（なぜそんな酷こくな行いを……!?　気付かなかった俺も愚かかもしれないが……。いや、そもそも治ち療りよう不能の病が大だい流りゆう行こうしているなど聞いた覚えがないが……!?）

　いかにラハ・ラドマが辺境でも、そこまで西大陸を席せつ巻けんしている病なら、話ぐらいは伝わってくるはず。

　──一体何が起こっているのか。

「……いや、何かもう、面倒だからそれでいいかな。帰ってからアルにでも訊けばいいと思うよ」

「そうしよう」

　前々からこの手の話はどうにもアルフルードと嚙み合わないのだ。病の話は新しい切り口だった。少しは相そう互ご理解が進むだろうか。

　帰ってすぐに確かめたいところだが、今すぐ回れ右をするわけにはいかない。

　カフィエズについて後宮を進んでいき、寵姫たちに新しい管理人として紹介されていく。

（……というか、この役をこなすならフローレンスにも会えるんだろうか……）

　一の寵姫への挨あい拶さつを終え、この場所にいる彼女の姿を思い出し、つい考えてしまう。

「ちなみに、今日フローレンス姫は後宮にいないよ。内廷に行ってるからね。いやあ、不幸なすれ違いだねえ」

　駄目だった。

（くっ……）

　明らかに見み透すかされている上、そもそも会ってはならない身の上なので何も言えない。

「ついでに、君が後宮に入ってる目的を忘れないように。フローレンス姫と接触する必要は皆かい無むだからね？」

「……分かっている」

　可能性を頭に過らせただけで、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰された。

「さて。次が二の寵姫が暮らすドームだよ。僕としてはここを攻こう略りやくしてくれると助かるなと思ってるんだけど」

「繫がりが深いのか」

「まあ、そうだね」

（ならば細心の注意を払はらって臨むべきだろう）

　カフィエズが訪れを告げると、侍女たちは慌てた様子で二人を招き入れ、客間へと通す。

　後宮の主は寵姫たちだが、管理人は宦官だ。外界との唯ゆい一いつの繫がりであり、相応の権けん力りよくを持つ宦官たちとの関係を寵姫たちは重じゆう視しする。彼らと通じていれば便べん宜ぎが図はかられる、という利が実際に存在するのだ。後宮に持ち込む品や、外との連絡なども。

　すぐに茶や菓か子しなどがテーブルの上に並べられた。

「主の到着まで、少々お待ちくださいませ」

「急な訪問になってしまいましたのでね。申し訳ない──っと」

　間違いなくわざとだろう、カフィエズは卓上の茶を袖そでに引っ掛けて倒す。

「まあ、大変！」

「すぐに濡ぬれた布を持って来てちょうだい！　それと、新しいお茶を──」

「ああ、大丈夫。失礼、そそっかしいもので」

　気が抜けそうな、人好きのする笑みを浮かべたカフィエズに、侍女たちも小さく、ほっとしたように笑う。周囲の空気がふっと緊張から抜け出た絶ぜつ妙みような瞬間に、カフィエズは首を傾け皆の意識をイスカへと誘導した。

　張り詰めていた糸を緩ゆるめられた彼女たちの多くは、そこではっと息を吞む。そしてイスカと目が合った途と端たんに頰を赤くし、焦ったように目線を逸らす。だが意識はこちらを向いたままだし、逸らされたはずの視線は頻ひん繁ぱんに投げかけられてくる。

（──？）

　何が彼女たちの気を引いたのかイスカには分からなかったが、侍女の多くが自分に関心を寄せたことだけは理解した。

「せっかくなので、熱い珈コー琲ヒーをお願いしてもよろしいですか？」

「え、ええ！　もちろんです」

　カフィエズの要望に応えすぐに淹れ直された珈琲は注文通りに熱く、口をつけるには適さない。自然、間を持たせるための会話が始まった。積極的に話をしてくる侍女たちに、先程カフィエズがカップを倒した理由にようやくイスカも納得する。

　和なごんだ空気が場に満ちたとき──ふと、侍女の一人が表情を曇くもらせた。

「あの。……来月初めの日、貴方あなたは……」

「？」

「あ、い、いいえ！　何でもありません」

　周囲が不思議そうな顔をしたのに気が付き、侍女は慌てて続く言葉を吞み込んだ。だが様子は落ち着きがないままで、視線はイスカと部屋を交互に行き来する。

（言いたいことがありそう、だが）

　目をカフィエズへと向けると、彼は唇に笑みを浮かべてうなずきかけ──だがすぐに首を横に振る。理由はイスカにも思い当たった。今、部屋に近付いてきている数人がいる。おそらく寵姫が来たのだろう。席を外はずす時間はなさそうだ。

　知らせが行ってからさほど時間は経たっていない。それだけ寵姫にとって宦官とは重要な存在なのだ。反抗勢力と繫がっているティラファには後ろ暗い事情があるため、余計にかもしれない。

　現れたティラファは不安げな面おも持もちで、挨あい拶さつの後、落ち着きなく言葉を続けた。

「いかがなさいましたの？　当ドームの宦官長から、何か……？」

「ああ、いえ。新しく後宮に配属される者をご紹介に参りました。長官の下での勤務になりますので、寵姫様方とはあまり顔を合わせないかと思いますが、どうぞ、お見知りおきを」

「そうでしたか」

　心の底からほっとした様子でティラファはうなずいた。彼女の顔色を見て、イスカはどうにも訝いぶかしく思う。そう感じてしまえば、訊たずねずにはいられなかった。

「失礼。寵姫様は大分お疲れなのではありませんか？」

　もしそれが身体的な不調なら、話を長引かせるような真似はしたくない。心ここにあらずで暗く沈んだ瞳の光が、イスカには精神的な苦痛を訴うつたえているように見えたのだ。

「え？」

　問われたティラファは予想外の言葉を投げかけられたかのように頼たよりない声を上げ、それから慌てて首を横に振った。

「いいえ、何も……。嫌いやですわ。疲れているように見えまして？」

　女性から『くたびれて見えるのか』と問われれば、事実はどうあれ否定するべきである。親しくもない相手であれば当然。

「はい」

　だがイスカは己が見たままの事実を肯こう定ていした。

　そこに宿るのは、ティラファが冗談や上うわ辺べの気遣いで逃げようとしたあざとさを、一いつ切さい考こう慮りよしない真しん剣けんなもの。

「無理をされているように見えます」

「──っ」

　ぐ、とティラファは言葉に詰まった。彼女の瞳は心細げに揺ゆれている。

（やむを得ない事情があるのかもしれない）

　けれど、もし彼女が自身の行動に苦しんでいるのなら。

（貴女はまだ、留まれる）

「ティラファ様」

「えっ、あ──。え、ええっ。はい！」

　名前を呼べば、妙みように焦った様子で答える。それだけで動揺するとは、余程の心的負ふ担たんを抱えているのだろう。

　いたわしい、と思う。

「苦しいと訴える心に無理をさせるほど、貴女はご自身を追い詰めているのですか？」

「──」

　ティラファは一瞬、イスカに縋すがりたそうな目を向けた。

「どうかご自身にこそ目を向け、労いたわって差し上げてください」

　やるべきこと、やりたいこと、やってはならないこと。

　心が出しているだろう答えに、無理に噓をつかないでほしい、と思った。

　引き返していいのだ。脇わきに逸れてもいい。目の前の道にだけ囚とらわれる必要などない。道など、どこにでも延のびていくのだから。

　イスカから逃げるように顔を俯うつむかせ、ティラファは意識して唾つばを飲み込み、言葉ごと嚥えん下かする。次に顔を上げたティラファは、微笑ほほえんでいた。必死に。

「確かにここ最近、忙しくしていたかもしれません。ありがとうございます。たまには心の欲よつ求きゆうに従って、のんびり過ごしてみますわ」

「……そうですか」

　ティラファは間違いなく、自分の行動を再さい認にん識しきした。その上でイスカの勧すすめを拒こばんだのだ。引き返す岐き路ろを排はい除じよして。

「分かりました。どうか、無理をなさらずに」
















　自分を追い詰めて、傷付けてしまっている。きっと自覚もあるはずなのに、気持ちに蓋ふたをしてしまう頑かたくなさが心配だった。誰しも、心に噓をつくのは辛い。望んでいないことをするのは苦しい。

　ティラファは帝国の混乱を望んでいない。加か担たんせずにいられない気持ちよりも、間違いなく存在している良心を選んでほしかった。が──

（難むずかしいのだろうな）

　相反する想いの片割れが強ければ強いほど。

　イスカも同じだ。正しくないのを理解してなお、感情のみでここにいる。人を諭さとせる立場ではない。

　挨拶をして部屋を辞し、ドームを後にしようとしたところで、後ろから駆けてくる足音に気付く。何かと思って足を止めると、イスカたちを追いかけてきたらしい相手は、先程の物言いたげだった侍女だ。

「ああ、よかった追いついた！　あの、ティラファ様はああ仰おつしやったのですが──わたし、ぜひご相談したいことがあるんです。どうかお時間をいただけないでしょうか」

　手を組み、一心に訴えてくる年若い侍女は、じっと熱い目でイスカを見上げている。

「もちろんです」

　断る理由はない。頑ななティラファの様子は気がかりだった。急には難しいかもしれないが、侍女の信しん頼らいを得られれば引き止める可能性が生まれるかもしれない。

　うなずいたイスカの後ろでカフィエズが笑いを嚙み殺しつつ、僅わずかに空気を震わせ「凄いな！」と言っていた。人が真剣に相談事を持ちかけようとしているというのに、それを笑うとは。

（彼の感性は、一生分からない気がする）

　あまり分かりたくはない、と思ってしまった自分を、イスカは否定できなかった。
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　お忍しのびから数日間は、平和に過ぎた。フローレンスが内ない廷ていに出向いている間に、大たい層そう見み目め麗うるわしい宦かん官がんが就しゆう任にんの挨あい拶さつに来たとかで侍じ女じよたちがはしゃぎ、ついでに後宮全体もずっとふわふわ落ち着きがなかったのだが──まあ、平和だった。

　それから間もなく、ティラファから再度外出の誘さそいが来て、フローレンスの状況にだけは変化が訪れる。フローレンスに会わせたい人がいるというのだ。

　──間違いない。ティラファが関わっている組織は正教会と繫つながっている。

（帝てい国こくのみを視し野やに入れた純じゆん粋すいな反皇こう帝てい派なら、自国に帰りたいだけの王女と直接会う理由はない）

　ティラファを経由した接せつ触しよくで充分だ。

　なのにあえてフローレンスを招まねいてきた。これで確定だ。

　ティラファが渡りを付け、先方が求めてきた日時は、国にとって少し特別な会議の開かい催さい日び。

　帝国の政せい策さくはすべて御ご前ぜん会かい議ぎと呼ばれる場で、高官たちの話し合いによって決定する。意外なのだが、政治を動かすこの会議に、皇こう帝ていは基本、参加しない。事前に大だい宰さい相しようへと勅ちよく令れいによって意思を伝える、会議そのものは上階から眺ながめる仕様だ。

　しかし月に一度だけ趣おもむきを変える。月初めの一日だけは皇帝が直接采さい配はいを振ふるうのだ。

　御前会議の場は非ひ武ぶ装そうが義務付けられている。それは皇帝も例外ではない。

　メヘラザーテを襲しゆう撃げきするのに、これほど打ってつけの日はないだろう。

（つまりその日が──おそらく、蜂ほう起き決行日）

　正教会が御前会議の日を指定してきたのは、フローレンスを騒乱から引き離しておこう、という考えからに違いない。

　ティラファによってもたらされた外出の誘いは、その日付だけでフローレンスに決定的な情報を与あたえてくれた。

　事が起これば、後宮だけが難なんを逃のがれるなどあり得ない。いや、抜け道が直接繫つながっている以上、騒そう動どうの中心と変わらないほどの害を被こうむる可能性さえある。

（わたしの暗殺には不要となったとはいえ、あの侵しん入にゆう口ぐちは有用だわ。まあ、陛へい下かは抜け道をご存ぞん知じだから致ち命めい的てきな被害は出さないでしょうけれど）

　呼ばれる先は帝国における正教会の本ほん拠きよではないだろう。エスカ・トロネアとの関係を思えば、フローレンスを見定めるための面会でしかないはず。メヘラザーテたちに伝えるのはまだ早い。

　そう思っていたのに、御前会議の日を目前にして、問題が発生してしまった。

　メヘラザーテに呼び出されたフローレンスに、面めん倒どうな命めいが下されたのだ。

「わたしも……会議の場に、ですか？」

「そうだ。お前を守るのに都合がいい」

（ということは、陛下もその日に蜂起があると察していらっしゃるのね）

　フローレンスを囮おとりに使うことさえさほど迷わず実行するメヘラザーテだが、抜け道の存在を知って即そく座ざに内廷へ移動させたり、外出の護衛にハルシュラをつけたりと、身を守る手しゆ段だんは講じてくれている。今回もしかりだ。

　──しかし、困った。

（陛下が仰おつしやっている回かい避ひ方法は納得できるわ。そうですね、って言っちゃいたいぐらい効率的よ）

　会議の場と、後宮、もしくは内廷──メヘラザーテとフローレンスを別々に護まもる人手を割くよりも、一緒にいた方が都合がいい。それだけの理由だろう。

　それで寵ちよう姫きを政治の場に連れ込む豪ごう胆たんさには驚きよう嘆たんするが。

（でもその日、わたしは正教会の招待を受けているのよね……）

　メヘラザーテに話してしまおうか？　と頭に過よぎったが、否いなだ。これまでのやり方からして、フローレンスの外出は許すかもしれないが、尾び行こうを付けられたら──それが正教会に発覚してしまったら、すべてが水の泡あわになる。

　皇帝とフローレンスが組んでいるかもしれない。そんな疑念を抱いだかせた段階で内部へは入れなくなる。

　この機を逃がして潜せん伏ぷく先を変えられたら、また暗殺に怯おびえる日々が続く。帝国にとっての脅きよう威いも残ったまま。そしてもう、フローレンスでは近付けなくなってしまうだろう。つまりは本題であるところの、メヘラザーテとの離り縁えんに使えるかもしれない材料を失うことにもなる。

　……だがきっと、いいえは通じない。

「承知いたしました」

「以上だ。下がれ」

　やはり必要事じ項こうの通達のみで退出を命じられ、フローレンスは一いつ瞬しゆん迷ってから、従したがう以外の言葉を口にした。

「お伺うかがいしたいことがございます」

（き、拒きよ否ひされたら大人しく帰るけどね！）

　訊たずねる一言を発するだけで、こんなにも緊きん張ちようするとは。怯えを押し隠しつつ、返事を待つ短い間を異い様ように長く感じていると、メヘラザーテは気に留とめた様子もなくうなずいた。

「申してみよ」

　ただし、相も変わらず一いつ切さいの興味を持っていなさそうだが。

「陛下は、反意を示した者たちを、どうなさるおつもりですか」

「処しよ刑けいする」

　当然の帰き結けつを告げる口調だった。

　犯おかした罪の罰ばつとして、間違いなく相応ふさわしい。反逆者にこそ徹てつ底ていした罰を与えなければ、後から同様の輩やからが湧わき出る可能性がある。

　──だがそれは果たして、今の帝国に望ましい形をもたらすだろうか？

「……彼らは、貴方あなたの民たみなのです。仁じん恕じよを与えることはできませんか」

「私を皇おうと認みとめぬと騒さわいでいる連中だ。民ではない」

　苛いら立だちを覗のぞかせ、メヘラザーテは断言した。

　民に認められない皇は皇ではない。逆さに当てはめ、己おのれを皇だと認めない民に対して皇としての義務などないと言われれば──否定できない。

（正しくはあるのかもしれない。でも、それでは負の連れん鎖さは終わらない）

　ティラファの苦く悩のうに満ちた顔が脳のう裏りを掠かすめる。このまま突き進めば、彼女と同じ顔をした誰かが、延えん々えんとメヘラザーテの前に立ちはだかるだろう。

　……悲しい、と思う。とても。

「だからこそ、陛下の民にするべきではありませんか？　陛下は充じゆう分ぶんに国内外に威いを示されてきました。そろそろ慈じ悲ひによる懐かい柔じゆうを考えてもよろしいのではございませんか？」

　むしろ今の帝国に必要なのは、メヘラザーテの寛かん容ようさを見せることではないのか。

「不要だ。獅し子し身しん中ちゆうの虫を飼う趣しゆ味みはないのでな。それでは軍が成り立たぬ」

（軍……!?）

　国と言われたならメヘラザーテの考え方として、納なつ得とくできる。けれど軍を出されてしまうと、それだけでは済すまない。

　つまりメヘラザーテは──未いまだ出兵を視し野やに入れているのか。

　ならばその相手は、間違いなく西大陸だろう。長大な砂さ漠ばくを越こえ、高原を支配する騎き馬ば民みん族ぞくを抜いた先で栄さかえる東ではなく。

「なぜ、そこまで」

　西大陸を手に入れたいのか。

　──理解ができない。

「陛下は帝国の行く末を、どのようにお考えなのですか？」

「祖国が心配か」

　当然だ。侵しん略りやくを示し唆さされて気楽に構かまえていたら、そちらの方がどうかしている。

　動どう揺ようを抑おさえ込こんだフローレンスを見み据すえたメヘラザーテの目は、やはり冷めていた。野望を語る人間のものとは思えない。

「私の望みは世を統一することだ。後にも先にも、誰にも成し得ぬ完全な覇はを、私は摑つかむ」

「陛下はすでに覇は王おうの名に相応しい偉い業ぎようを成なし遂とげておられます。これより先は──人の身で統とう治ちするには、いささか余るのではありませんか」

「構わぬ」

「！」

　現状でさえ帝国は一国が支配するには広大すぎる領土を持つ。なのにさらに拡かく大だいしようだなどと、到とう底てい人の手には収おさまらない規き模ぼだ。

　しかしメヘラザーテは理解をしながら問題ないと言い切った。

「一度でも成せればよい。後のちに同じことをする者が出なければ、我が名は永久に世界の歴史に刻きざまれる」

（お兄様も似たような話をされていたけれど……）

　なぜだろう。メヘラザーテの言葉は、セリスのそれとは根本的に違う気がする。

「理由を、お伺いできませんか」

「……理由、か」

　つまらなさそうに呟つぶやいて、メヘラザーテはフローレンスの問いに応こたえなかった。

　その反応に、違い和わ感かんを覚える。

（陛下の真意は、目的そのものにはない……？）

　達成には強く意い欲よくを見せるのに、根底にあるべき理由への冷め方はどうだ。

（どういうことなの？）

　帝国の覇は者しやとなったのは、間違いなくメヘラザーテの意志であるはず。行動に矛む盾じゆんもなかったから、フローレンスも疑うたがいを持たなかった。

　だが実際に会ったメヘラザーテからは、違和感しか覚えない。

「陛下はなぜ、覇を求めていらっしゃるのです」

「名を刻むため、と言ったが？」

「陛下がそうお思いになった原点をお訊ねしております」

「……」

　さらに踏み込んだフローレンスへ、メヘラザーテが返してきたのは沈ちん黙もくだった。しかしさほど不快に感じている様子はない。あるのはむしろ──戸と惑まどい、だろうか。

「妙みような関心を持つものだ」

「わたしには、陛下が仰ったままの覇を求めていらっしゃるようには思えないのです。何より、貴方はその支配は人の手には余ると、維い持じできるものではないとすでに結論付けていらっしゃる。なのに、無理をしようとされている。どうして、そのような……」

「皇帝でない私に、存在価か値ちはない」

　暗く陰かげった瞳ひとみで、メヘラザーテは起き伏ふくが欠けつ如じよした声のまま、告げた。

「母は、皇こう位いを望めぬ私を罵ののしった」

「！」

　フローレンスはメヘラザーテ出生の情報を思い起こす。

　彼の母は美び貌ぼうを買われた女奴ど隷れい。しかし彼女がメヘラザーテを身ごもったときには、すでに上の兄たちは成人を迎えていた。

「来る日も来る日も、恨うらみ言ごとしか口にしない女だった。私を身ごもっている間に皇帝の寵ちようが離はなれてしまったと、なぜ胎はらに宿ったのかと喚わめいては、周囲に当たり散らした。父は若く美しく、新しい娘を好んだゆえ、どちらにしろ母が寵を失うのは自然であっただろうが、疎そ遠えんになる時期を早めたのが私であることは、否定しない」

「……」

　フローレンスの父であるエスカ・トロネア王は、とても多た忙ぼうだ。部屋から出てこられない娘を構う暇ひまなどないほどに。母も王おう妃ひとしてやはり忙いそがしく立ち回っていたし、優ゆう先せんされるのは王太子である兄のセリスなので、第二王女のフローレンスが最後に顔を合わせた記き憶おくはほど遠い。

　──けれど、疎うとまれていたわけではない。

　関心が薄かっただけで、エスカ・トロネアにはフローレンスを養うのに充分な富があり、存在を否定されたりはしなかった。ミリアやセリスはフローレンスの持病も気にせず愛してくれた。

「そのうち、母は父の寵が移った姫に嫌いやがらせをし始め、いよいよ父に煙けむたがられた。辺境の離り宮きゆうに静養の名目で送られるだけで済んだのは、まだかろうじて父に情があったからかもしれぬ」

　不幸中の幸いというべきか、その巡り合わせはメヘラザーテの命を救った。もし皇こう宮ぐうに居続ければ、抗あらがう力を持たなかったメヘラザーテは、激げき化かする内ない乱らんの中でとっくに命を落としていただろう。

「母は辺境に移って間もなく死んだが、最後まで私を宿したことを悔くいていた」

「……陛下」

「実に、くだらん」

　何を言えばいいのか──言葉に詰つまったフローレンスをよそに、メヘラザーテは冷れい笑しようを浮かべて己の母を切り捨てる。しかしその声は酷ひどく乾かわいていた。

「証明してくれる。我が生はこの世で最も偉い大だいであったのだと。世界に我が存在を刻み付けてくれよう」

　くつくつと、狂きよう気きを含んだ声でメヘラザーテは笑う。目の前に存在し続けた絶望から逃げ、見えない、しかしどこかにあるはずの希望に縋すがる、虚うつろな瞳で。

　──胸が、痛い。

　フローレンスの人生は、メヘラザーテに比べればずっと温かい。けれど役に立たない王女に存在意義などないと囁かれるたび、フローレンスの心は追い詰められてきた。

　だから分かってしまう。メヘラザーテの執しゆう着ちやくを。

　同時に止めたい、とも思った。

（陛下。貴方が望んでいるものは、それではない）

　今メヘラザーテが追い求めている勲くん章しようは、彼を癒いやすには足りない。フローレンスは身をもって知っている。

（イスカ。貴方なら、陛下に何を言うのかしら……）

　己を救ったイスカの温かさを、強く、恋しく思った。
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　時は巡めぐり、月初めのその日がやって来た。

　フローレンスは支し度たくを済ませて自室を出て、表で待機していたウルアトシェに一礼する。

「お待たせいたしました」

　今日の装よそおいはヴェールを被かぶって顔を覆おおい、露ろ出しゆつを最大限控ひかえたもの。西大陸ではそこまで過度に意識されないが、帝国の女性は慎つつしみ深ぶかくあれ、と教育されるらしい。

　夫となる皇帝やその近きん侍じだけならともかく、正式なお披露目を前に大勢に顔を晒さらすのは皇こう妃ひとして好ましくない──という理由で、このような装いをしている。

「本日はよろしくお願いいたします」

「もちろんです。招いてからずっと姫に多大な心労をおかけしていること、申し訳なく思っております。御おん身みは必ずお護りいたしますので、どうぞ、ご安心を」

「はい」

　微かすかな緊張は含ませつつも、フローレンスの声こわ音ねは落ち着いていた。ウルアトシェはほっとした顔をする。恐きよう慌こう状態に陥おちいって、予想外の行動に出られるようでは困るからだろう。

「さすがに我が軍を打ち破った女じよ傑けつですね。貴女あなた以上に陛下に相応しい女性はおられないでしょう」

「……光栄ですわ」

「では、参りましょう」

「ええ」

　ウルアトシェと共に内廷を出て、公的領りよう域いきへと入る。中庭では木こ陰かげで休むハルシュラが見えたが、素す通どおりしてドームの中へ。すでに多くの官かん僚りようが揃そろい、近くの者と今後についての見解を盛さかんに話し合っている。

　若い世代が多いからだろうか。場には強い熱意が満ちていた。

　望ましい姿だ。復興にはきっと、この熱量がいる。

　ウルアトシェに促うながされ、フローレンスは室内の奥に据すえられた皇帝のための長なが椅い子すに、やや端はしに寄って腰かける。そして待つことしばしで涼すずやかに鈴すずが鳴なり響ひびいた。

　途と端たん、全員が立ち上がって拝はい礼れいの姿勢を取る。間もなく姿を現す皇帝に対してだ。

　臣下たちが頭を下げる中心を突っ切り、長椅子に腰かけたメヘラザーテは、いつも通り、淡たん々たんとした口調で会議の開始を宣言した。

「では、会議を始める。政務局長。北部における灌かん漑がい設備復興の進しん捗ちよくはどうだ」

「キエラ山脈の山やま裾すそまで進みました。五の寵姫様より一筆いただきましたおかげで、キエラ族もようやく協力的になりましたゆえ、今月中には水路を確保できるでしょう」

「よくやった。西部沿えん岸がん地ち域いきはよいとして、残るは南部か。どうだ、財務局」

「急ぎたくはありますが、これ以上国庫を圧あつ迫ぱくするのは危険かと思われます。長く荒あれた地ゆえ、最も早はや人もほとんど住んでおりませぬ。今年は北部に集中し、一年力を蓄たくわえ、それから着手した方がよろしいかと」

「両者とも、概がい算さん額を上げておけ。──次に、情報局。昨今皇こう都とに蔓延はびこる輩やからについて、そろそろ実のある話を聞きたいところだな」

　続いてメヘラザーテに視線を送られたカフィエズは、しおらしく一礼をして答える。

「申し訳ありません。今しばらく時をいただきたく存じます」

「時は有限だ。いつまでも猶ゆう予よがあると思うな」

「は……っ」

　政務局と財務局の報告のときとは打って変わって、場に同情を含んだ張り詰めた緊張が流れた。

　今日起こる騒動を、メヘラザーテは予見している。その上で二人は知らぬ風を装っていた。宮殿内にいる裏切り者に伝わらないように、直前になっても偽ぎ装そうを貫つらぬいているのだ。

　演出によって圧迫感を増した部屋の外が、不意に騒そう々ぞうしくなる。

「何だ……？」

　扉に近い、末席に座っている幾いく人にんかが動揺に小さな声を上げた。その直後。

「陛下！　至し急きゆうのご報告がございます！」

　泡を食った叫び声を上げ、兵士が一人、御前会議の場に飛び込んできた。大きく開かれたせいで、扉の脇わきに衛士が倒たおれているのが誰の目にもはっきりと映し出されてしまう。兵士の報告を遮さえぎろうとする者はいなかった。

「申してみよ」

　平時と何も変わらないと言わんばかりの、メヘラザーテの抑よく揚ようのない声音が報告を促す。兵士は駆け寄り──しかし、足を止めるべき位置までをも通り過ぎた。

「偽ぎ帝ていよ、死ねえッ!!」

　怨えん嗟さの叫びを上げた兵士が、メヘラザーテに向かって素早く抜き放った短たん剣けんを突き出す。同時に宮殿内と外で鬨ときの声が上がった。

　──蜂起だ。

「邪じや魔まだ」

　動揺もなく、飛びかかってきた男の腕を摑み捻ひねり上げると、メヘラザーテはもう片方の手で腹に一いち撃げきを与え、白目をむいた男をウルアトシェへと向かって放り捨てる。

「ウル、予定通りだ。その者の処しよ理りが終わり次し第だい、後宮の護りに就つけ。背後を取られるのは面倒だ。一匹たりとも賊ぞくを逃すな。フローレンス、お前は私と来い。第二の門ハルシユラの様子を見に行く。──会議は中止だ」

　淡々と告げると、メヘラザーテは周囲の反応を待たずに会議の場を後にした。

　メヘラザーテの命に従い、ウルアトシェは襲撃者を拘こう束そくし、周囲の兵に指示を出す。ウルアトシェに声をかけられ、扉の前に倒れていた衛士たちが何事もなかったかのように体を起こし、襲撃犯の身み柄がらを引き受けた。

「な、なぜ……」

　ここでようやく襲撃者は待ち構えられていたのだと悟さとり、呻うめくように呟く。

「くっ、ふっ。人を介かいすれば介するほど、何事も失敗しやすくなるからね。寵姫様の侍女がさくーっと裏切ってくれたよ。いやあ、恋心って本当最強だね」

　上じよう機き嫌げんに語るカフィエズの横をすり抜けざまに、メヘラザーテは労ねぎらいの言葉をかける。

「よくやった」

「光栄です、陛下。じゃあもう明かしても叱しからないでもらえるかな？　功と合わせて帳消しってことで」

「……何？」

　衛士の一人から剣けんを受け取ったメヘラザーテは、不ふ穏おんな台詞せりふを発したカフィエズを振り返った。メヘラザーテと同様に振り返ったカフィエズはフローレンスと目を合わせ──

「度ど胸きようが良くて主あるじに忠ちゆう実じつな侍女の君。君も結構面おも白しろそうな人だね。ミリア・プライエル」

　フローレンスは諦あきらめたような息をつく。

「貴方がわたしの主に益がある間は、どうぞご自由にお楽しみくださいまし」

　ヴェールを払はらい優ゆう雅がに一礼しつつ、フローレンス──ことミリアはさらりとそう言った。

　いささかの間違いも犯していないと言いたげに、悠ゆう然ぜんとして。
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　前回はメヘラザーテの許可を得た公こう認にんだったが、今回は正しよう真しん正しよう銘めいのお忍びだ。ティラファが金を融ゆう通ずうした宦官の手を借り、フローレンスは一人で使用人の通路から抜け出す。

　身代わりを頼んだミリアが心配ではあるが、『フローレンス』はしっかりと護ってもらえるだろうから、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。途と中ちゆうでバレたとしても害される理由はないはず。責任は主人であるフローレンスが取るべきものだから。

　なるべく人目につかないよう、自然体を意識して宮殿を出て──直後に声をかけられた。

「よくぞ来てくださいました、姫。さあ、馬車へどうぞ」

「ええ」

　迎えの男が発した言葉は、西大陸の宮きゆう廷てい語ごだった。フローレンスをエスコートする恭うやうやしい態度は、協力者に対するものではない。目上の人間に対する畏い敬けいが感じられる。

　馬車が走り出して、男は口を開いた。

「長らくお待たせいたしまして、大変、申し訳なく存じます……！　もっと早くお助けに上がるべきでした。異い郷きようの地で蛮ばん徒とに囲まれ、惨さん痛つう極きわまる日々をお過ごしだったことでしょう」

「わたしは、あまりに浅はかでしたわ。誠せい意いをもって正しき教義を説とけば、必ずや報むくわれると希望を持っておりましたの。兄もそう信じていたでしょう。けれど……」

「悪あしき因習に囚とらわれた者には届かぬ真しん理りもあります。そのような悲ひ劇げきを一いつ刻こくも早く絶たたねばなりません。この地は、浄じよう化かされるべきなのです」

「……ええ」

　苦悩の色を滲にじませつつもうなずいたフローレンスへと、男は熱のこもった瞳を向ける。

「その気高き志こころざし、まさに七しち聖せい人じんの子孫であらせられる姫君です。貴女様はこのような異郷の地に縛しばられるべき方ではない。その輝かがやく御お手ては、我らが聖せい王おう陛下と共に西大陸を導くべきものです」

「聖王陛下のお力になることは、信徒であるわたしの当然の務めです」

「ああ……！　やはり、我らは正しい。貴女のような姫君がエスカ・トロネアの王女として、今この時代に生を受けたのだから……！」

（まあ、そう思うでしょうね）

　感かん極きわまった様子の男に微笑ほほえみつつ、フローレンスは冷めた頭で考える。正教会は大分、エスカ・トロネアに対して鬱うつ憤ぷんを溜ためているようだ。

「フローレンス姫。貴女様の身は、必ず我らがお護りします。そして何としても、西大陸へとお返しいたします。どうぞ、気を強くお持ちください」

「はい。聖王陛下のお導きのままに」

「お任せください」

　男の全身から狂きよう喜きが滲む。しばらく正教会の正しさについて男と談だん笑しようしたあと、馬車は目的地へと着いた。そこは──

「聖せい堂どう……」

　ラグリマの中心部に堂々とそびえる、聖堂だった。

「はい。異郷の地とはいえ、正しいものは真実、一つなのです。ですので異郷の民にも真実を与えてやろうという、我らの心配りです。奴やつらは知らないでしょうがね」

「それは、良きことですね」

「ありがとうございます。上は少々不快でしょうが、地下は正しき空間となっておりますので、ご安心ください。どうぞ、王女殿でん下か」

　男の──正教会信徒の先導に従い、中へと入る。そのまま聖堂の奥、関係者専用の通路から地下へ続く階段を下りた。

　そう深くもなく辿り着いた地下通路は、信徒の言う通りフローレンスにも見慣れた様相をしている。白大理石の通路には掲かかげられたランプの灯ひが揺ゆれて、光を作り出していた。陽の光のように明るくとはいかないが、人が安心感を覚えるだけの光量は備わっている。それがまた、一種の厳おごそかな雰ふん囲い気きを演出しているのも否定できない。

　しばし通路を進んだ先で正教会の聖せい紋もん、三重の七角形の中心に智ちの白はく炎えんを灯ともした図ず柄がらが描えがかれた扉の前に立つ。

　しかし施ほどこされた細工には取って付けたような趣おもむきの浅さが透すけて見えた。フローレンスは内心でため息をつかざるを得ない。

（やはり、いきなり本拠に案内してはもらえなかったわね）

　試されるだろうという予測は外れなかった。これから上う手まく話を合わせ、懐柔していく必要がある。時間はかかるが、身の安全さえ確保できれば闇やみ雲くもに急ぐことはない。

　そんな風に考えつつ、フローレンスは仰ぎよう々ぎようしく開かれた扉の先へ足を踏み入れた。

「ようこそお越しくださいました、王女殿下。心より歓かん迎げいいたします」

「こちらこそ、お招きくださりありがとうございます」

　部屋の中で待っていたのは、正せい位い神しん官かんの装いをした壮そう年ねんの男性を中心にした神官数人。そして壁の脇に控える従じゆう神しん官かんたち。彼らは宮殿における使用人のような仕事も負うので、そのためだろう。

　正面でフローレンスと相対する壮年の神官が身につけている肩掛けは、地水火風、陽と月を正道へ導く聖の象しよう徴ちようである原初の白。つまりは正位第一位。聖席の次位に就いている人物だ。

「殿下のご意思は伺っております。我々は同どう胞ほうの苦境を見過ごすつもりはございません。ご安心ください」

「よろしくお願いいたします」

「お任せください。すぐにご希望は叶かなえられるでしょう。──間に合ってよかった」

「間に合った……？」

　上機嫌な正位神官の言葉に不安を覚えた。思わず疑問を口に出すと。

「今から、地上を浄化する手はずになっておりますので」

「浄化……？」

　おそらく今日が決起の日だろうとは思っていた。言い方が大おお仰ぎようなだけで、それを指しての言葉なのか。

「そうです。我らが聖せい裁さいは、この穢けがれに満ちた地を一いつ掃そうすることでしょう。嫁とつぐ相手も場所もなくなるのだから、殿下に在るべき場所にお戻りいただくのに、何ら障しよう害がいはございません」

（違う──！）

　正位神官の言う浄化とは、蜂起に絡からむものではない。もっと別の、町全体へ無差別に襲おそいかかる何かだ。

　フローレンスが愕がく然ぜんとした時間は、短かった。

（どうする!?）

　すぐにでもここを出てメヘラザーテに警告するべきだ。しかし、この話を聞いたあとでフローレンスを地上に戻らせてなどくれるものか。彼らにとってフローレンスは、いれば便利だが絶対になくてはならない存在というわけでもない。無理を言えば殺される。

「地上に……宮殿に、わたしの身代わりを務めてくれている侍女がいます。彼女は……」

「神は正しき者を護ってくださいます」

　やはり、取り合ってもらえない。

（陛下たちはこのことを知っている？　いえ、分かっていたなら野放しにしておくはずがない。きっと皇都に迫せまっている危き機きにまだ気付いていない……）

　もう反はん乱らんどころではない。皇都そのものが立ち行かなくなる危機を感じる。

　……そこまでやるとは。同じ大地で生きる、ただ日常を健すこやかに送っている人々でしかないというのに──

（──諦めるな）

　とにかくここから抜け出し、皇帝に伝えなくては。

（残念ながらわたしの脚きやく力りよくでは無理だわ……。追って来られないぐらいの条件じゃないと逃げ切れない）

　武器になりそうな物──と視線をさまよわせながら、ふと、手に触ふれた木材の感かん触しよくに気付く。鈍どん器きがあった。

（狙ねらうんだったらやっぱり位が一番高い神官でしょうね。向こうだって運動してなさ度合いなら、わたしといい勝負だと思うし！）

　彼を人ひと質じちにして、何とかなるだろうか。不安しかないが──今のフローレンスに残された、見み込こみのある脱だつ出しゆつ手段はそれしかない。

（ここで黙だまって立ち止まって、わたしだけ生き残るとか……そんな人生、送りたくないわ！）

　覚かく悟ごを決めて立ち上がる。

「王女殿下？」

　穏おだやかに神官が声をかけてきた。だが目が笑っていない。当然だ。フローレンスは初めから疑いと共に迎え入れられている。

　だがフローレンスは何食わぬ顔で微笑んだ。そして噓うそではない主張を告げる。

「ごめんなさい。やはりわたしは侍女が心配です。なので──帰らせていただきます！」

　椅子を摑み、思いきりよく頭上に振り上げた。

「ぬぁっ!?」

　まさか深しん窓そうの姫君が暴力に訴うつたえてくるとは思っていなかったのだろう。神官は奇き怪かいな悲鳴を上げて仰のけ反ぞると、座っていた椅子ごと体勢を崩くずして床ゆかに倒れ込む。見事な鈍にぶさ。想定通り。

　──が、ここでフローレンスにも予想外の事態が降ふりかかる。

（重ぉ!!）

　叩たたき付けてやるつもりだったのに、振り上げた勢いのまま後ろに倒れそうになって──とっ、肩を支えられて事なきを得た。

「え？」

「貴女がその行動を取ったということは、強行突とつ破ぱでいいんだな？」

（イスカ!?）

　なぜか、従神官の恰かつ好こうをしたイスカがいる。

「どうして貴方が……」

　つい疑問が口を衝つく。だがその答えを与えられる前に、正位神官の怒ど声せいが割り込んだ。

「やはりエスカ・トロネアの王族だな、背はい信しん者しやめ！　王おう太たい子しと──貴き様さまの兄と同類だ！　生まれ変わって魂たましいを浄化してくるがいい！　王女を神の御み許もとに送って、べっ」

　フローレンスの始末を命じつつ己は逃げ出そうとしていた神官は、フローレンスの手にあった椅子を奪うばったアルフルードの一投によってその場で無様に倒れた。

　だがこの場には命令を発した当人がどうなっても、信しん仰こうに忠実な戦士が揃っている。部屋の左右に続く扉から白しろ装しよう束ぞくの集団が現れ、神官たちは奥の扉へと逃げ込んだ。正位第一位の神官は置き去りにされたままである。

（逃げられてしまう!?）

　立たち塞ふさがった白装束の集団を前に、神官たちを追いかけられない。奥の部屋が外に続いていたら、追つい跡せきの手段さえないまま見失う。

　焦あせりを覚えたが、フローレンスはすぐに頭を切り換えた。どうせ一度は逃がすことを覚悟したのだ。それより今は一刻も早くこの場を脱だつし、皇宮に戻らなくては。

　部屋の中央に陣じん取どっていたテーブルをアルフルードが蹴けり飛ばし、立ち回る空間を確保した。相手が避よけて態勢を整える隙すきにイスカとアルフルードはフローレンスを挟はさみ、互いの死角を庇かばって背を向け合い、武器を構える。

　周囲を取り囲む白装束たちの、沈黙の間。次の瞬しゆん間かん、建物全体が揺さぶられ、巨きよ人じんが響かせるがごとく、重い足音が部屋を支配した。一いつ斉せいに動き出した白装束十数人の足あし並なみが、寸すん分ぶんの狂くるいなく揃っていたせいだ。

　その様に戦せん慄りつを覚えつつ、確信する。彼らがカフィエズの言っていた、フローレンス暗殺のために送り込まれてきた正教会の人員だ。

　一いつ糸し乱みだれぬその姿は、磨みがき抜かれた集団戦術の極み。個という個を切り捨てた彼らは、まるで一つの生き物であるかのような錯さつ覚かくに陥る。それほどまでに集団は見事に一体化していた。

　先せん陣じんを担になった白装束と、イスカは正面から斬きり結ぶ。イスカの手を塞ぐ敵の後ろで、別の一人が大きく腕を振るうのが見えた。フローレンスを狙ったナイフの投とう擲てき。

　隙すきを誘ゆう導どうするあからさまな罠わなだが、イスカを相手に効果は高い。

　イスカはフローレンスを庇うために右手を振るい、ナイフを叩き落とす。直後、いきなり腕にしがみつかれて動きを阻そ害がいされた。その真上で振り上げられた剣の刃やいばが光を鈍く反はん射しやする。

「っ!?」

　味方ごと、イスカの腕を落とすつもりだ。

　イスカの速さなら、反はん撃げきは充分間に合うはずだった。拘束している相手の首を落として抵てい抗こうを減らし、その体を盾たてにして斬ざん撃げきを防ぎ攻こう勢ぜいに移る──。

　可能だった。しかし感情をためらわせたのが表情にまで出てしまう。彼は勝利のための最さい善ぜんではなく、すべての命を守るための次じ策さくを取ろうとして、誤あやまった。

　イスカの迷いを見み抜ぬいて拘束を解くと、白装束の男は本来の目的であるフローレンスへと迫る。焦りの表情で敵の動きを追い、振り向いてしまったイスカへと向けられた凶きよう刃じんもまた、容よう赦しやなどしない。

　フローレンスの細首を手た折おるなら、素す手でで充分。成なす術すべなく瞳を見開いたフローレンスへと凶きよう手しゆが伸び──

　ぞふっ、と目の前で暗殺者の頭が割れた。

「っらァ！」

　敵の頭部を貫かん通つうさせた大たい剣けんをそのまま突き出し、アルフルードはイスカへと迫っていたもう一人も串くし刺ざしにする。次いで勢いよく腕を振るい、絶命した肉の枷かせから大剣を取り戻した。

「アル、悪い……っ」

「言ったろ、迷うな！　殺すならテメェじゃなくて敵を殺せ！」

　アルフルードが立ち位置を替えたため、イスカも移動した。アルフルードと逆になっただけで形は同じ。進み出る側かたわら、アルフルードの背に向けられた刃の主を斬り捨てる。

　意識を落とすだけでも、という甘あまさはもう見られない。

　叶いそうに見えても、彼らはそれを許すほど手て緩ぬるい相手ではなく、こちらの迷いを見逃してもくれないのだ。

（でも、このままでは……）

　決着が付くまでに、どれほどの血が流れるのか。枝葉を落とし、崩れるまで──？

（いいえ、そんなはずはない……！）

　一糸乱れぬ完かん璧ぺきな連れん携けいだからこそ断言できる。集団の指し揮きを執とっている者が必ずいるはずだ。

　広く、遠く──動く人々の波を見定める。

　中心にいながら乱らん戦せんから外れていたために、フローレンスにはそれが見えた。

（いた！）

　指揮者は周囲を固める白装束の中にいる一人にすぎなかった。技量が飛び抜けているわけでもない。それでも彼が巨人の頭だ。間違いない。

　波を一つにまとめ上げる様は、まるで違うのに──なんだか楽団の指揮者を彷ほう彿ふつとさせる。

「彼を……！」

　フローレンスが指し示した一人を目がけ、イスカは駆かけた。その一瞬の守りをアルフルードに託たくし、自らの剣で『頭』を止める。

「……！」

　悲鳴を上げる間もなく、指揮者はぐらりと体を傾かしがせ、昏こん倒とうした。

　──そこまでだった。

　集団という巨人が個に戻る。瞬く間に連携を失った集団を、イスカとアルフルードが一人一人気絶させていき──ものの数分後には、立っているのはフローレンスたちだけになっていた。

　部屋に静せい寂じやくが訪れて、フローレンスはやっと、詰めていた息を吐はき出し肩の力を抜く。

「片付いたな。さっさと縛り上げて浄化とやらの詳しよう細さいを聞き出すぞ」

　言ってアルフルードは手早く息のある者の拘束を開始する。手伝いたかったが、意識を落としたフリをした者に不意打ちで襲われる可能性があったため、フローレンスはイスカと共に少し離れて作業を見守った。

「貴方、どうしてここに……？」

　顔を見てから、訊く暇がなかったことをようやく訊く。

「いろいろ省略させてもらうが、二の寵姫の侍女に協力してもらって、彼女が連絡を取っている組織の人間をつけて何人かを辿たどって──ここに至いたった。下働きとして入るのは難むずかしくなかったな」

「ああ……そうですわね」

　イスカの容よう姿しはどう見ても西大陸のものだし、人外並みの美形だ。さらに操あやつる言葉は宮廷語。明らかに上流階級だ。嬉しくない事情を勝手に想像してもらえれば、同情を引けただろう。

　神官たちも帝国の異い教きよう徒との手を借りたいとは思わなかっただろうから、案外潜入は緩かったのではないだろうか。

「おい、手ェ貸せ。扉開けるぞ」

「分かった」

　白装束を拘束し終えたアルフルードは、神官たちが逃げ込んだ奥の扉に取りかかった。当然内側から鍵かぎがかけられていたが、イスカが扉本体を斬きってしまったため意味を失う。

　逃とう走そう経路として地上と繫がっていたら逃げられてしまう──と思っていたのだが、どうやら彼らは自分たちが逃げる羽目になる、という事態を想定しなかったらしい。奥の部屋は行き止まりの個室だった。

　陰いん惨さんな凶きよう行こうを自らの手で起こそうとしておきながら、返り打ちにあうことなど考えてもいなかった様子で、神官たちは部屋の隅すみに縮ちぢこまって震ふるえている。

「ひぃ……っ」

　部屋の外で無造作に転がされている白装束部隊の有あり様さまに、悲鳴を上げた。

「見ての通り、テメェらを助ける奴は誰もいねえ。浄化とやらの詳細をさっさと話してもらおうか。人数はそこそこいるみてえだから、容赦はしねェぞ」

　ずかずかと部屋を横切り、アルフルードは手前にいた神官の襟えり首くびを摑んでつり上げる。

　自分の後ろで難を逃れた仲間の神官たちを横目で見て、彼は即座に口を開いた。

「く、詳くわしいことは知らないんだ！　ただ、異教徒を潤うるおす邪じや悪あくな水を聖せい水すいにする、と」

「──！」

　蒼そう白はくになって苦しげに答えた神官の様子は、噓をついているようには見えない。そしてそれはこのラグリマに仕し掛かける戦術として最も効率的な方法と言えた。

　フローレンスと、そして大砂漠帝国の町の造りを知っているアルフルードは理解する。

　邪悪な水を聖水に──ラグリマのすべてを支配する竜りゆう涙るいの泉いずみに毒を流す気だ。

「急いで宮殿に戻りましょう！　皇帝陛下にお伝えしないと！」

（皇宮は反乱軍への対応に人手を割かれている。混乱に乗じれば、竜涙の泉への侵入はいつもより容易なはず）

　正教会にとって、反乱の成せい否ひなど重要ではなかったのだ。自分たちの手でラグリマそのものを壊かい滅めつさせるつもりだったのだから。

（だから抜け道が後宮だったのね）

　騒ぎの中心から外れ、竜涙の泉により近い立地条件。あらゆる意味で都合がいい。

（すでに出遅れている。急がないと！）

　時間が惜おしい。だからこそ、失敗しない手段を取らなくては。

　正一位神官だけを確保して、彼を引ひき摺ずって外へと出る。

（宮殿に馬車で向かうのは難しいかもしれない。町も反乱軍によって相当の騒ぎになってるはずだし……。いっそイスカたちが後宮に侵入してきた地下通路を使うか……）

　次の行動を考えつつ地上へ戻ったフローレンスは、広がる予想外の光景に思わず立ち尽つくして辺りを見回した。

「──？」

　そこにあったのは、ただの静寂。

　通りは人っ子一人いなかった。反乱軍の蜂起を住民も把は握あくしているのだろう。なのに彼らはどうやら鍵をかけ、家の中に閉じこもっているようだ。

「これは……」

「このまま宮殿へ向かいましょう」

　がらんとした道は走りやすいことこのうえない。フローレンスにとって、嬉しい誤ご算さんだった。

「大丈夫か？　宮殿は今頃騒乱の最中だと思うが……」

「はい。ですがきっと通れます。この町の、今の姿が答えですもの。急ぎましょう」

　町が呼応しないのなら、反乱は成功しない。鎮ちん圧あつは間近だろう。

「分かった」

　フローレンスが断言すると、イスカもアルフルードも異いは唱となえなかった。

　誰もいない大通りをフローレンスが乗ってきた馬車を使い、全力疾しつ走そうする。そのおかげもあって、さほど時間をかけずに宮殿前に辿り着けた。

　外がい廷ていには大勢の──しかし町単位での反乱というには足りない規模で、兵士と町人が競せり合あっている。

　戦せん況きようはどう見ても国軍が優ゆう勢せい。常時開放されている第一の門が最前線になっている状況を見れば、そこまで押し返されたのだと分かる。

　しかし反乱軍は退ひく様子を見せない。最後の一人になっても抗こう議ぎを続けるのだという、悲ひ壮そうな覚悟で向かっていく。

（皇帝陛下への恨うらみは深いわね……。でも、正教会の関与がない彼らは純粋な帝国民。説得は可能なはず。町の──親しい者たちの危機を前に、優先すべきものなどないはずだもの）

　フローレンスは馬車の扉を開けて外に出ると、力の限りに叫さけぶ。

「静まりなさい!!」

　場ば違ちがいな女の声は、驚くほどよく通った。一瞬、誰もが啞あ然ぜんとして動きを止める。音が消え失せたその一瞬で、充分。

「貴方たちへと問います。何がため、このような暴挙に及んでいるのです」

　フローレンスの問いかけに、さわさわと隣となり同士で囁ささやき合うものの、答えは返ってこない。見知らぬ女性に怒ど鳴なりつけられている自分たちの状況が一体何なのか、戸惑いが支配しているせいだ。

「答えなさいッ!!」

　考えさせたら駄だ目めだ。一いつ喝かつすると、弱々しく声が上がった。

「正──、正義のためだ。あんな横暴で冷れい酷こくな皇帝に、俺たちの帝国は渡せない」

　それを皮切りに、声が続く。

「帝国のためだ！」

「民のために立ち上がったんだ！」

　自分たちを奮ふるい立たたせるように、次々と。まるで言い続ければそれが真実になると、縋るように。

　だが、現実を彼らももう充分分かっているはず。

「ふざけんな馬ば鹿かどもがッ!!」

　フローレンスが答えるより先に、堪たまりかねたようにアルフルードも御ぎよ者しや台だいから降おり、暴徒たちを怒鳴りつけた。

「帝国の民の誰が望んでる！　テメェの隣をよく見てみろ、知った顔しかいねェだろうが。テメェの恨みをぶつけるのに人ひと様さまを理由にしてんじゃねえ!!」

　空気を大きく震わせた声は、フローレンスのものよりもさらによく通った。戦場で大勢に対し命令し慣れたその声量と強さに、何人かが反射的に背せ筋すじを伸ばす。

「た──、隊、長？」

「レドゥニヤ将しよう軍ぐん!?　生きていたのですか！」

　特に中ちゆう核かくを担っていたらしき何人かが慕したわしげな声を上げ、人の壁を搔かき分わけ進み出てくる。

「隊長！　あんたなら分かるだろう！　あんな奴が皇帝になっていいはずがない！」

「皆、死んだ。殺されたんです。正面の敵にじゃない、後ろの味方に……っ。来るはずの援えん軍ぐんは来なかったのに、敵だけはきっちり呼び寄せて！」

「時間稼ぎに俺たちの命を使い潰つぶしやがったんだ。信じて戦ってきたのに、あんまりだ!!」

　──血を吐くような叫びとは、きっとこういうものを言うのだろう。

「あんただってそう思ったんだろ!?　だから帰ってこなかった！」

「隊長、貴方なら……、俺たちの気持ち、分かってくれますよね」

「……そうだな」

　アルフルードは肯定した。かつての将、信しん頼らいを寄せていた相手からの言葉に、言いい募つのっていた二人の表情がほっとしたものになる。──しかし。

「それでも、誰も望んでねえよ」

　続く言葉に凍こおり付く。

「陛下の裏切りを俺が許せる日は来ないだろう。……だが、その判断が間違ってたとも思ってねえ。陛下は、勝ったからな」

「っ……！」

　過去の犠ぎ牲せいを購あがなわせたところで、再び誰かが、新たに生まれた犠牲に復ふく讐しゆうを望むだけ。

　それどころか、メヘラザーテと同等の才格を持つ皇帝をすぐに立てられなければ、より混乱が酷くなる。

「テメェらがやらかしたこれは、テメェが大義名分にしてる、その仲間の生き様を侮ぶ辱じよくすることだ！」

　本ほん望もうだとは誰も言いはしないだろう。

　だがやり方はどうあれ、皆の望んだ平和が、今の帝国にはある。だから、とアルフルードは思いを吞のみ込む方を選んで、ただ、国から逃げた。

「ふざけるな!!」

　アルフルードの言葉に、男は激げき昂こうして声を荒あららげた。

「あんたも同じだ！　あんたが隊長だったから、俺たちは殺される側になったんだ！」

「っ……」

　叫んだ男に、アルフルードは息を詰め、顔を歪ゆがませる。だが、逃げない。

「……そうか。皆、死に際に悟って死んでいったのか。さぞかし俺を恨んだだろうな」

「あんたも俺たちの仇かたきだ、裏切り者!!」

「あァ、そーだよ」

　がむしゃらに突っかかってきた男をアルフルードは拳こぶしの一撃で昏倒させ、くずおれた体を地面に転がしてから、息を吐く。

「……俺のせいだ。そこはな」

　彼らの言い分を認めて、重い呟きと共に受け止めてから、しかしすぐに顔を上げる。

「もう一度、テメェの頭で考えろ。今レダ・クートゥール朝を倒すことが、本当に帝国のためか!?　何のために倒してェのか、テメェが理由にしてる者たちが本当にそれを望んでるのか、恨みを晴らしたあとに責任が取れんのか、考えろ!!」

　響いたアルフルードの言葉に対する反はん論ろんは、生まれなかった。誰もが俯うつむき、視線を逃がす。最早この国で自分たちの思いは望まれていないのだと、本当は分かっているから。

　──充分だろう。

「解散しなさい。そして、傷きず付ついた人の手当てをしなさい。尊とうとき人のためというのなら、己の目の前にある、今助けられる相手を助けなさい」

　言い聞かせるような口調でフローレンスが指示を与えると、のろのろと数人が動き出した。誰か一人が動き出せば、あとは早かった。傷付いた仲間に肩を貸し、あるいは人の手を借りて支え合っていく。

　フローレンスがしようとしていた説得とは違うものになったが、結果が出れば問題ない。

　示し合わせたように開いた城じよう門もんまでの道を、フローレンスたちは真まっ直すぐ通り抜けた。

「……お前」

　蜂起軍後方での騒ぎはすでに伝わっていたのか、第一の門を抜けたところで、メヘラザーテと顔を合わせる。

「あっ、鬼き人じん！　貴様なぜこんな所に！」

　側にはウルアトシェ、ハルシュラ、カフィエズが揃い、ミリアもいた。ヴェールをしたままだが、メヘラザーテたちに驚きはないので、正体はもうバレているのだろう。

　まあ、得られた情報と引き換えれば些さ細さいなことだ。

　メヘラザーテはまずフローレンスを見て眉まゆを寄せ、次いでアルフルードの姿に少し驚いた顔をする。──が、特に何も言わなかった。そのまま視線をイスカへと移し、止める。

「鬼人……。お前がイスカ・ヴァル・ラハラドマか」

「はい」

「単身敵地に乗り込んでくるとは、剛ごう毅きなことだな」

「今、私たちは敵ではないはずですが」

「ほう？」

　目を眇すがめ、メヘラザーテはせせら笑う。

「ならば我が足元に平ひれ伏ふしにでも来たか？　ラハ・ラドマの従じゆう属ぞくにはそれなりに価値がある。不ふ法ほう侵しん入にゆうと併あわせ、許してやらぬこともないが」

　極きよく端たんなメヘラザーテの答えにイスカは啞然と窮きゆうしてから、国力差を考えれば不ふ遜そんな、しかし人としてならあり得る答えを返した。

「……友になる、という選せん択たく肢しもあるかと思います」

　イスカの返答を受けたメヘラザーテは、失しつ笑しようする。

「私は言葉遊びを好まぬ。友ゆう誼ぎとは利によって発生する隷れい属ぞくだ」

「私はそうは思いません」

　真正面からきっぱりと否定してきたイスカに、今度はメヘラザーテが啞然とした。

「貴方の本意を聞きたかった。戦争が、和平への最良だとは思えなかったから。……そしてどうしても叶わないのなら、フローレンスには幸せになってほしかったから」

　皇帝の人となりを知りたかった。諦あきらめるために。あるいは、奪うために。

「帝国を見て、貴方が芯しんを持った強い方だと分かった。だからこうして民がついてくる」

　反乱が起こったとき、町の住人たちは家に鍵をかけ、追つい従じゆうしなかった。それはメヘラザーテによる治世を受け入れているから。彼に命めい運うんを託たくすという意思が、如によ実じつに表れた結果だ。

「民のための──人のための政まつりごとを布しける貴方と話ができないとは思わない。そんな貴方が西大陸と帝国との和に、絶対にフローレンスが必要だと言うのなら、諦めるべきなのだと」

　犠ぎ牲せいの上に成り立った関係では、心から笑い合うことはできないから。

「けれどもし、彼女でなくてはならない理由ではないのなら。どうかフローレンスを返してほしい。和平ための人ひと質じちなど、本来不要なはずです。俺には彼女が必要で、フローレンスでなくてはならない」

「……」

　イスカが思いの丈たけを言い切った後──メヘラザーテを中心に、周囲に沈黙が落ちる。

「多分気付いてねえんだろうけど、あいつ告白しかしてねェ……！」

「いやいや、悪くないよ。実は陛下に対しての説得って、あれが正解だしね」

　頭ず痛つうに耐たえるように額を押さえたアルフルードの呻きに、隣に歩み寄ったカフィエズは笑いに震える声でそう答えた。

「貴き様さま──」

「へ、陛下！　その前に、急ぎお伝えしたいことがございます！」

「……フローレンス」

　場に満ちる空気の居いた堪たまれなさが半はん端ぱじゃない。メヘラザーテからどのような言葉が発されるとしても、ここではとても耐えられない。

　それに言った通り、急いで対応しなければならない件があるのは本当だ。

　割り込んだフローレンスを見たメヘラザーテは、やや不快気な眼まな差ざしをしている。これは無理もないだろう。

「よくぞ私を欺あざむいてくれたものだ。大した人質だな」

「勝手はお詫わびいたします。しかし先にご報告をさせてくださいませ」

「……申せ」

　フローレンスの態度で、よくない話だと分かったのだろう。メヘラザーテは威圧を含めたまま聞く姿勢を見せた。

「正教会による企くわだてを摑んで参りました。彼らは竜涙の泉に毒を流すつもりです。早急に泉の警けい備びをご確認いただければと」

「あぁ、そういう手があったね。陛下、すぐ動いた方がいいかも。こっちの様子がアレだし、浮うき足あし立だってるところに付け込まれる可能性はなくないと思う」

　フローレンスに同調したカフィエズの台詞を聞き終えると、メヘラザーテは一つ息をつき、隣のウルアトシェへと目を向けた。

「ウル、部下を集めて町を回り、しばらく水に手を付けないよう警告を出せ。ハルシュラ、お前はカフィエズと泉に行け」

「はッ」

　個別に指示を出された将軍たちが拝はい命めいして動き出すが、それをカフィエズが引き留める。

「あ、ハルはいらない。ウルの方に回してあげた方がいいよ。ラグリマは広いからね。どうせなら他に役に立たないの使おうよ。──ということでアル、イスカ殿下。二人もこっちに手を貸してくれないかな」

「……カフィエズ」

　メヘラザーテが地の底を這はう低音で名前を呼んだが、カフィエズは堪こたえた様子もなく肩を竦すくめる。

「今は量より質が欲しいかなー。ってわけで急ぐよ。おいで、二人とも」

「分かった。だがフローレンスを……」

「私が残る。我が妻の心配など不要だ」

　メヘラザーテにしてみれば、所有物に対する当然の主張だったのだろう。武ぶ勇ゆうにも優すぐれた皇帝は、侮ぶ辱じよくと受け取り険けんを露あらわにする。

　それにイスカが見せたのは、苦痛に耐える表情。
















「……はい」

　フローレンスに対してあらゆる権利を持たない今のイスカが答えられる言葉は、メヘラザーテの主張を認めるものしかなかった。

　屈くつ託たくを吞み込み、行動に移ろうとしたイスカへとフローレンスは近付いて、声をかける。

「どうか、ご武運を」

「貴女も気を付けて」

　短く、おそらく知り合いであれば許されるだろう程度のやり取りを交かわし、あとは駆けて行く三人の後ろ姿を見送った。

　そうして、フローレンスは改めてメヘラザーテに向き直る。どうしても伝えなければならないことがあるのだ。

　今ここで伝えるべき大切な真実。

「陛下」

「……まだ何かあるのか」

　メヘラザーテの表情は警けい戒かいしたものだ。どうやらフローレンスの報告は厄やつ介かい事ごと、という印象が付いてしまったらしい。

「こちらを、どうかお受け取りください」

　とりあえず自分の印象のことは脇に置いて──フローレンスが差し出したのは、機会があったときのためにと思い、ずっと持ち歩いていた小箱。先日、メヘラザーテの名で贈おくられてきた宝ほう飾しよく品ひんの中に入っていた指輪の一つだ。

「何だ……？」

　フローレンスの手元を見たメヘラザーテは、場違いな装そう身しん具ぐに訝いぶかしげな呟きを零こぼしただけ。理解した様子はない。

「わたしに託たくされた、陛下への贈り物です」

　涙型の青は竜涙の泉。内包した希少な星は帝国の民にとって尊き導しるべの象徴。

　そして細工に施されたゼラニウムの花言葉は、──『真の友情』。国同士に対して願われた民の想い。

「陛下の民から贈られたものです」

「……」

　メヘラザーテの視線は指輪に注そそがれたまま。しかしそこにはもう疑問の表情は浮かんでいない。指輪に込められた意味を確かに読み取ったのだ。

「陛下。貴方はすでに覇王です。歴史上の、紙の上に載のった文字だなんてつまらないものではなく、今、この地に生きる民にとって、敬けい愛あいする主なのです。彼らに苦を強しいてまで自身を文字にすることに、どれほどの価値がございますか？」

　戦いくさを起こして何かを得られるのは一部の人間だけ。そしてそれはより多くの者を犠牲にして集められる富。

「まさか、民の気持ちをお疑いにはならないでしょう？　この状況こそが答えなのですから」

　──沈黙が落ちる。

　メヘラザーテは、ただ戸惑っているようだった。己に捧ささげられた気持ちをどうすればいいのか、実際、彼は受けとめかねているのだろう。

「陛下。町へ下りる前に、一言だけ申し上げたきことがございます」

「……ウル」

　黙ってフローレンスとメヘラザーテのやり取りを見ていたウルアトシェが、静せい黙もくを破って主へと呼びかける。

　顔を向けたメヘラザーテを真っ直ぐに見据え、告げられたのは。

「申し訳ありませんでした」

　謝罪、だった。

「……何のことだ？」

「俺は、貴方の欲ほつしているものが、掲げられたままの覇は道どうであると疑いもしませんでした」

　幼少期のメヘラザーテがどれ程孤こ独どくであったか──同じく皇宮で暮らしていたはずのウルアトシェが知っていてもおかしくない。だからこそ、ウルアトシェがメヘラザーテの唱える『己を世に認めさせる』を、言葉の通りに受け取ったのも無理はない。真意などないまま抱いてもおかしくない野望と立場であったのだから。

「俺は才のみに惚ほれて貴方を主としたわけではありません」

「才覚以外にお前が私を認める要素があるとも思えんが。私の手法は、ときに不本意であろう」

「それでも貴方の政策は、民のためのものだ」

　メヘラザーテが非道を厭いとわないのは事実だ。だがそれは目的のために必要な冷酷さである。

「貴方は己に課された不条理を見返すために立ち上がった。同時に、同じく不ふ遇ぐうにある者たちに再起の機会を与えてくださっている」

　一足飛びに豊かになどなりはしない。理想を得られはしない。だからこそ。

「陛下ご自身が、帝国の民が戴いただく希望です」

　メヘラザーテが強者だからではない。強者となり得た過程こそが最も尊く、人を奮い立たせるのだ。そしてその境地に彼が辿り着いた『強さ』とは、才覚ゆえではない。

　揺るぎない意志と、覚悟だ。

「武ぶに優すぐれた勇士がいても、智に優れた賢けん者じやがいても、両者を兼かね備そなえた英えい雄ゆうが現れたとしても、俺は迷いません。能だけでは皇たり得ない。貴方の強さを追う、逞たくましき帝国こそが俺の理想です」

「……そうか」

　ぽつん、とメヘラザーテは呟き、フローレンスが持つ小箱から指輪を抜き取る。

「私を、選ぶか」

「はい。そして民に望まれているのも貴方だ。メヘラザーテ」

　迷いなく肯定したウルアトシェに、メヘラザーテは短く目を閉じ、微かに息を吐く。

「回りくどいことを。これでは私の指には納おさまらん。加工が必要だな」

　それから呆あきれたような口調を作って、そう言った。

　手の平で指輪を転がし──フローレンスが見た中で初めて瞳を和なごませ、唇くちびるに笑えみと呼べるものを刻みながら。
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「さて。これで終わりかな」

　竜涙の泉のほとり──今にも警備兵を突破し泉に毒を流そうとしていた正教会信徒たちに何とか追いつき、凶行を阻そ止しし終えて。気を失った襲撃者たちを縛って転がし、カフィエズは事態の収しゆう拾しゆうを宣言した。

「無差別とは……。恐おそろしいことをする」

「くっ、ふ。効率的だよね。水すい源げんが限られているのがラグリマ最大の弱点だ。まあ、無事に終わってよかったんじゃないかな。念のため、水を使うのは水質検査してからにするべきだと思うけど」

「……そうだな」

　起こり得た被害を考えれば、無事という言い方は間違っていない。イスカには手放しで喜べる状況ではない、という思いの方が強かったが。

「君が侍女を引き込んでくれたおかげだね。さすがに陛下の周りはどうとでもなるけど、こっちの人出は薄くなっただろうし、僕たちがここに来るまで持たなかったかも」

　ティラファと手を組んでいた反皇帝派の宦官は、今日の兵士の食事に細工をするはずだった。しかし仲ちゆう介かいしていた侍女がイスカの協力者となったため、仕し込こまれるはずの毒は無害な粉にすり替えられている。

「彼女たちはどうなる？」

「協力者には恩おん赦しやが与えられるよ。陛下は敵の裏切りに寛容だ。味方の裏切りは徹底して許さないけど」

「……そうか」

（ならば二の寵姫は、許されないのだろうな……）

　ティラファは理解した上で、許されざる凶きよう行こうに手を貸した。ティラファ自身はきっと、己の行動が竜涙の泉に手を出すための布石であったとは考えてもいなかっただろう。彼女の目的はあくまでもメヘラザーテへの復讐。皇帝の周囲を手て薄うすにするため──それ以上の意図はなかったはず。

　けれど彼女が所属していた組織は元々正教会に支配されたもの。実際に町に脅きよう威いを与えてしまった。これが事実だ。

「二の寵姫は反はん抗こう勢力への協力に罪悪感を持っていた。悪意を囁く人間がいなければ、きっとこんなことには」

「だけど実行した。それが現実だよ。ねえ、アル」

　話を振られ、かつての裏切りを吞み込み自身の内側で処理をしてきて、実行しなかった側のアルフルードは顔をしかめる。それから苦々しく息を吐いた。

「……一応、礼は言っとく」

「へえ？」

「事前にテメェに言われてなきゃ、あいつらの言葉に……俺は多分、何も返せなかっただろう」

　アルフルードにとって帝国は戻るつもりのなかった場所。過去の知り合いと顔を合わせる事態になるなど、考えてもいなかった。

　突きつけられた真実の糾きゆう弾だんを受け止められたのは、その衝撃を与えられたあとだったから。

「くっ、ふっ」

　心底嫌そうなアルフルードの謝意を、カフィエズは楽しそうに受け入れる。

「僕と同じネタで誰かと遊ぼうなんて、百年早いよね」

　やり口の悪さは趣味であるようだが、アルフルードが直面した事態への備えであったことも、否定しない。

「じゃあまあ、この間の君とはしなかった話をしようか」

「あ？」

「別に、初めから見み捨すてられる予定だったわけじゃないよ」

「！」

　言われた言葉に、アルフルードは目を瞠みはる。

「君がウルを信しん奉ぽうしてたから、一番すり潰して消しよう耗もうしても惜しくないと思われてたのは確か。陛下が危き惧ぐしてたのも本当。だから囮と、時間を稼かせぐ支柱にされた。でも、君の隊が全ぜん滅めつしたのは僕たち全員の力が足りなかったから」

　淡々と述べるカフィエズからは、当時のことをどう思っているかは読み取れないが──アルフルードは少しだけ、表情を穏やかにした。

「もちろん、救きゆう援えんまで戦線を維持できなかった君も、だけどね」

「……そーか」

　仲間を喪うしなった事実は変わらない。力不足ゆえに招いた悲劇であることも。

　だが──見捨てられていたわけではなかった。信じた相手に裏切られていたわけではなかった。

　それは間違いなく、救いだ。

「陛下やウルは言い訳できる立場じゃないからねえ。どう？　戻ってくる気になった？」

「いや。やっぱ、俺が仕つかえてえのが陛下じゃなくてウル様だったのは今も変わんねー。だから俺は、ウル様に仕えるべきじゃねえ。……それに」

　一いつ旦たん迷うように口を閉ざし、アルフルードはちらりとイスカを見てから、結局続ける。

「ウル様は尊そん敬けいしてるが、こっちには心配な奴がいるからな」

「そう」

　さほどの拘こだわりを見せずに、カフィエズは首しゆ肯こうした。

「じゃあそろそろ戻ろうか。面白い見世物の結末も知りたいしね」

　言ってイスカへ顔を向けたカフィエズは、実に晴れやかな笑みを浮かべている。

　逃げるつもりはないが、その笑顔にげんなりするぐらいはいいだろうか。
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　しばらくの間、帝国は後始末に追われた。その間、幸いにしてというか不ぶ気き味みにもというか、イスカは『功のある旅人』として宮殿に滞たい在ざいを許されている。

　粗あら方かた状況が落ち着いたのがフローレンスの目から見ても分かるぐらいになった頃、イスカと揃ってメヘラザーテに呼び出された。

　場所は意外にも、応接室ではなく彼の私室だ。

「──さて」

　訪れたフローレンスたちを座らせたメヘラザーテは、その正面で頰ほお杖づえを突きつつ二人を見据える。

　その手首には銀の腕輪が飾られていた。本体に小さなリングが連ねられたもので、付ふ随ずいするリングの中の一つに、フローレンスから──民から贈られた指輪が揺れている。

「何か、私に言いたいことはあるか？」

　自分から呼びつけたというのに、メヘラザーテはそんな試すような言葉から始めた。どちらに問われたものかと、フローレンスとイスカは目配せをし合い──イスカが口を開く。

「二の寵姫様はどうなるのでしょう」

「まずそれか」

　メヘラザーテは苦く笑しようする。だが答えはくれた。

「辺境での幽ゆう閉へいに落ち着いた。二度はない。しかし、一度は許そう。これをもって民が理解するのなら……それでよい」

「陛下……！」

　本来であれば極きよつ刑けいでしかるべき。しかしメヘラザーテが復讐の種を作ったことは確か。だからその想いを、一度だけ見逃すことにした。

　己の、民だから。

「皆きっと──陛下のご慈悲を汲くみ、敬けい慕ぼの心が育はぐくまれるでしょう」

「そう願いたいものだ」

　皮肉げな口調だったが、想いは言葉通りのものだろう。行動こそがすべてを物語る。

「それで？　他にはないのか。言っておくが私は多忙だ。お前たちにはくだらぬ躊ちゆう躇ちよをしている暇などないと知れ」

　メヘラザーテの視線は、イスカを捉とらえたまま。

「っ……」

　何を促されているかを悟り、イスカは頰ほおを赤くし膝ひざの上で強く拳を握にぎり──意を決して顔を上げた。

「フローレンスとの婚こん姻いんを、破は棄きしていただけませんか」

「その娘がなぜここにいるか、分かった上で言っているな？」

「はい」

　現状では西大陸、大砂漠帝国共に納得できる落としどころとして。そして将来的には、大陸間の友好の足あし掛がかりとして、最上の手段。




「しかしそれは、あまりに努力を怠おこたった方法ではありませんか」




「ほう？」

（！）

　愉ゆ快かいそうなメヘラザーテの声が素通りしたフローレンスの耳には、イスカの言葉だけが残った。胸に湧き上がったのは純粋な驚き。

　──丸く収まるだろう手段を、個人の勝手で潰そうとしている。

　フローレンスの心の中には、その罪悪感が常に存在していた。

　イスカと共に在ありたいと望むことは、身勝手だと罵られても文もん句くは言えない。それでも退くことができず、陛下からの離縁を望んだ。

　しかし今イスカが口にした言葉に、違うのかもしれないと──初めて思えた。

「フローレンスのことは、絶対にそうでなくてはならない犠牲ではないはずです」

「目に見える方が容易たやすい」

「それは容易いなどとは言いません」

　違うはずだと訴えるイスカの声に、迷いはない。

「誰かに犠牲を強しいた段だん階かいで、容易いなどと言ってはいけないはずです」

　命だけではない。自由も、心も。無理をさせられたそれらはすべてが犠牲だ。

「手を取り合う意思以外に、必要なものなどないはずです。私はただ、互いを信じる道を選びたい」

「正気の沙さ汰たではないな。愚ぐ者しやの妄もう言げんだ」

　形のない約束を信じるのは難しい。人は己を守るために、常に最悪を想定する生き物だから。

　信じ続けるには、強さがいる。

「しかしお前たちにとって幸いなことに、私と私の国は、覇者だ」

　いっそ満足そうに口元に笑みを浮かべ、メヘラザーテはうなずいた。

「私が強者である証あかしに、狂きよう人じんの言葉に乗るのも悪くはない」

「陛下……！」

　メヘラザーテの腕で、銀色が揺れる。

　縛られた利害ではなく、その立場であるからこそ築ける尊きもの。

　皇として、民に願われたゼラニウムに応えるために。

「後のことは知らぬ。しかし──二人で私の国を辞すことは、許してやる」
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　メヘラザーテの私し室しつで交かわした密みつ談だんから、数日が過ぎた。互いの意志は決まっているが、和平のためにと招いた姫を早々に突き返しては外聞が悪いので、現在、都合のつく言い訳を模も索さく中ちゆうだ。

　フローレンスの立場はまだ変わっておらず、互いの名めい誉よのためあまり迂う闊かつなことはできない。しかしメヘラザーテの側そつ近きんしかいない内ない廷ていでは、大目に見てもらっている。

　イスカもすっかり客人として宮きゆう殿でんに馴な染じんでいた。彼の付き人として同じく宮殿に滞たい在ざいしているアルフルードは、かなり居い心地ごこちが悪そうだが。

（ええと……、部屋にはいなかったから……）

　そのイスカを探して、フローレンスは思い当たる場所を順番に巡めぐっていく。口に出しては言わないものの、この国の気候が相当堪こたえているらしく、彼は多くの時間を水辺の木こ陰かげで過ごしている。

（あ、いた）

　三つ目の候こう補ほで当たりを引いた。

「イスカ！」

「！」

　水路を流れる水の誘ゆう惑わくにじっと視し線せんを送るだけで耐たえていたイスカは、フローレンスの声にびくりと肩を跳はね上あげて振り返った。珍めずらしい反応につい、笑えみが零こぼれる。

　自分がした激はげしい反応にイスカは気まずげな顔をして、それから照れの混ざった笑みを浮うかべた。

「どうした？」

「何もありませんわ。ただ貴方あなたを見付けに来たのです」

　拒こばまれないのは分かっている。だから、少しどきどきしながらも当たり前の顔をしてイスカの隣となりに腰こしを下ろした。風がさわりと草木を揺ゆらし、清流が穏おだやかに涼りようを運ぶ。

　──美しい、と思った。

「帝てい国こくは厳しいが豊かで、そして強い国だな」

「どこの国も変わらないのですね」

　何もかもが都合のいい土地などあるはずがない。己おのれの住む場所を愛し、より良き姿へ発はつ展てんさせようと努力する姿は、本当に、どこの国も同じだ。

「陛へい下かにご理解いただいたあとで言うのは勝手ですが──わたしは帝国に来たことは幸いだったのではと、今では思います」

「ああ。陛下と話せてよかったと思う。俺たちはきっと、より良い関係を築いていけるだろう」

「ええ、きっと。そしてそうなる道を照らしてくださったのは、貴方の強さです」

（わたしは、考えもしなかった）

　自分の小ささ、弱さを、改めて痛つう感かんした。──痛かったけれど、実になってくれたとも思う。

　利害で求められたのだから、より大きな利で塗ぬり替かえるしかないと思い込んでいた。愚おろかしいことに、疑いすらしなかったのだ。

「己の望みを伝えるのに、わたしはあまりに陛下への誠せい意いを欠いていましたわ。それを教えていただきました。貴方にも、帝国の民にも」

　人は感情の生き物だ。どのような地位にあろうと、人は人。そんな当然の常識がすっかり抜け落ちていた。

　望まない婚こん姻いんに焦あせっていたのか、元から精神に染しみついているのか──。きっと、両方だろう。

　必ずしも悪いとは思っていない。けれど狭せばまった視し野やでは様々な物を取りこぼしてしまうのだと、身をもって学べた。

（たとえより大きな利を提示できて陛下との離り縁えんを勝ち取っても、こんな穏やかな気持ちにはなれなかった。せっかく訪れた帝国という異い国こくの地で、何も学ばずに帰ったに違いないわ）

　とても勿もつ体たいないことをするところだった。

「誠せい実じつさのみが、強き縁えんを結ぶ……。そう、思いました」

「そして応こたえてくださった陛下の信しん頼らいを、俺たちは決して裏うら切ぎってはならない」

「ええ、必ず。少なくともラハ・ラドマと帝国は友人であり続けましょう」

　きっとイスカとメヘラザーテの代の間は叶かなうだろう。

「そう。そのためにも……。俺は陛下の名誉のため、自じ重ちようするべき、なんだろうが……」

「……」

「多分この距離は、寵ちよう姫きとただの客人としては、まずいんだろうな……」

「そう、ですわね」

　しばし、水のせせらぎだけが場を満たす。メヘラザーテに目こぼしされるのに甘あまえて、相応ふさわしくない行動を取っている自覚はある──が、では会わずにおこう、とは、どうしても思えないのだ。

　──だから。
















「！」

　そっと肩を寄せ、触れ合わせたフローレンスにイスカは驚き、うろたえた様子で息を吞む。

「陛下の名誉を、傷付けようとは思いませんわ。けれどわたしは、貴方のことも信じています」

　イスカなら人が近付けば確実に気付いてくれる。

「どうか少しだけ、許してください」

「……フローレンス」

　呼ばれた名前の響きは、包み込むように柔らかく、蕩とろけるほどに甘かった。

　肩に回された手がそのまま力を入れ、優しく受け入れられる。

「貴女を守る権利がないと突きつけられたとき、堪たまらない心地ここちになった」

「──」

「だからこれから先は、何が起ころうと絶対に貴女を離さない」

「……はい」

（もう二度と、立場を利用されるような立ち回りはしない。わたしも）

　自分の身も、イスカの身も護まもってみせる。

　フローレンスもまったく同じ気持ちであったから、決意の微び笑しようで迷わずうなずいた。



〈Ｆｉｎ〉












[image: ]




　こんにちは、長なが月つき遥はるかです。皆様のおかげで『花か冠かんの王おう国こくの花はな嫌ぎらい姫ひめ』四巻目をお届けすることができました。ありがとうございます！

　今回はキノコ栽さい培ばいが得意な皇こう帝ていが帝国の食しよく糧りよう事じ情じようを改善し、次の政せい策さくにてフローレンスを皇こう妃ひに求め──というものになっております。もしくはイスカコスプレ巻とも。楽しんでいただければ幸いです。

　続きまして謝辞を。まち先生、カバーはもちろんのこと、特とく殊しゆな衣装替えの多い挿さし絵えに変更、すべてに応こたえてくださってありがとうございました！　カバー裏のサービスショット描き下ろしも含め、感謝しかございません。皆様、ぜひご覧ください。

　そして担当様、校正様。的確なご指摘ありがとうございます。物語の完成度が毎回救われております。

　関わってくださったすべての方に御礼申し上げつつ、次巻でまたお会いできたら嬉しいです。


長月遥



















著

長月遥

Haruka Nagatsuki




現在某ゲームをプレイ中なのですが、ランダムネームに『イスカ』が存在していました！

しかして、この名前で出てくる敵ユニット、目に留まるのがなぜだかいつもプチオーク。

た、たまにはかっこいいクラスに付いてきてもいいんじゃないかな！

という訳で、今日もアイテム界行ってきます。










イラスト

まち

Machi




今回も新キャラ多数で人物紹介ページの人数多いですね！　色黒キャラはうっかりトーン貼り忘れるので要注意です…




http://machi.ciao.jp/
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ビーズログ文庫『花冠の王国の花嫌い姫　縁を結ぶゼラニウム』

2017年3月15日初版発行





発行人　三坂泰二
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